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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「『エクスプロージョン』！」




　深くフードを被かぶった人が、静かな声で魔ま法ほうを唱えた。

　その静かな声とは対照的に、放たれた魔法の威い力りよくは凄すさまじかった。

　轟ごう音おんが空気を震ふるわせ、熱を伴ともなった突とつ風ぷうが吹ふき荒あれる。

　私を追いかけていた大きくて黒い獣けものが、なす術すべもなくそれに吹き飛ばされた。

　膨ぼう大だいな魔ま力りよくが込められた魔法による影えい響きようはそれだけに収まらず、私の神聖な遊び場は破は壊かいし尽つくされ、せっかく見つけたおもちゃも何ど処こかへと消えてしまっていた。

　全すべてを薙なぎ払はらった圧あつ倒とう的てきな力。

　他ほかのどのような魔法でもありえない破壊力。

　たった一人の魔ま法ほう使つかいが、たった一いち撃げきでこれだけの大破壊を引き起こした。

　今の魔法はなんだろう。

　里の大人があんな凄すごい魔法を使ったところを見た事がない。

　フードの人は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす私の下もとへと歩いてくると。




「大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がはない？」




　フードの人は屈かがみ込み、私の顔を覗のぞき込んできた。

　野や暮ぼったいローブで体を隠かくしているのに、屈み込むだけで大きな胸が強調されるのが分かった。

　……凄い。

　さっきの魔法も凄かったけど、こっちはもっと凄い！

「どうしたらお姉さんみたいになれますか？」

　お礼の言葉よりも、咄とつ嗟さにそんなセリフが口をついていた。

　最近お母さんに言われた言葉が、頭に焼き付いて離はなれない。

『うちは代々慎つつましい体の家系だから、あなたも早めに諦あきらめるのよ』というあのセリフが。

　私は諦めない。

　最後まで、絶対に諦めない。

　そんな想おもいを内に秘ひめ、拳こぶしを握にぎりながらフードの人の凄い部分をジッと見ていると……。

　と、私を見て、フードの人がふふっと笑った様な気がした。
















　…………。

　暫しばらくの沈ちん黙もくを経て、お姉さんがおずおずと言ってくる。

「……あだ名かしら？」

「本名です」

　再び沈黙するお姉さんは、やがて、気を取り直した様に言ってきた。

「ええと、どうしたら私みたいに、だったわね？　そうね……。たくさん食べて、たくさん勉強して、大魔法使いにでもなれれば、きっと……」

　大魔法使いになれば、巨きよ乳にゆうになれる。

　大魔法使いになれば、巨乳になれる！

「そう。大魔法使いにでもなれれば、いつかきっと、今の魔法も使えるわ。でも、この魔法はあまりオススメしないわよ？」

　フードの人が何かを言ったけれど、既すでに私の頭の中は大魔法使いになる事でいっぱいだった。

「それにしても……」

　フードの人が、大魔法使い大魔法使いとぶつぶつ言っている私の頭に手を置きながら、辺りを見回した。

「ねえお嬢じようちゃん。あなたの他に、ここに大人の人はいなかった？　そこのお墓の封ふう印いんを解いた人がいるはずなんだけれど……。封印の欠片かけらがここにある訳だし、自然に解けるはずはないのだけれど……」

　フードの人が、首を傾かしげながら足あし下もとに落ちていた私のおもちゃを拾い上げた。

「まだそう遠くには行っていないはずなんだけれど、一体誰だれが私を解放してくれたのかしら。……まあいいわ、あなたに聞いても分からないわね」

　フードの人はそう言うと、先ほどの魔法で作った大きなクレーターの真ん中に歩いて行く。

　そこには、黒い獣が荒あらい息を吐ついて瀕ひん死しになっていた。

　フードの人は、黒い獣の頭に手を置くと……。

「もう少しだけ眠ねむりなさい、我が半身。あなたが目覚めるには、この世界はまだ平和過ぎるから……」

　そんな事を呟つぶやきながら、獣から何かを吸い取るようにフードの人の手が輝かがやいた。

　その輝きに合わせて、あれほど大きかった獣が見る見るうちに小さくなっていく。

　やがて子こ猫ねこぐらいの大きさにまでなると、それは姿を薄うすれさせ、やがて搔かき消えた。

「さて。それじゃあ、私は……。あら？　お嬢ちゃん、何をしているの？」

　フードの人が、地面に散らばったおもちゃを拾い集める私を見ている。

「おもちゃを拾っているのです。家うちは貧びん乏ぼうなので、これぐらいしか遊ぶ物がないのです」

「え。いやいや、それは遊ぶ物じゃあないわよ？　こわーい邪じや神しんを封印する役目のある、大切な欠片なんだから。…………あれっ？」

　拾い集めたパズルをテキパキとはめ込むと、欠片が足りないのに気がついた。

　欠片があと三つも足りない。

「お姉さんの魔法で欠片が三つどこかにいっちゃいました。一いつ緒しよに探してくれませんか？」

「いやいやいや！　おかしいから！　こんな簡単に欠片を合わせられるのはおかしいから！　賢けん者じや級の大人でも、なかなか解けないはずなんだけど、どういう事なの……」

　フードの人が顎あごに手を当てて悩なやみ出した。

「ねえ、お嬢ちゃん。あなたは、この封印された地にはいつからいたの？　里の大人の人達に、ここには近づくなって言われてなかった？」

「『入っちゃダメだ』、『ここには何もないぞ』、『近づいちゃダメだ』って言われる場所には大たい抵ていお宝が眠っているものだって、お母さんが言っていたから毎日ここに通ってました」

「ど、どういう事なの……!?」

　フードの人が、顔を引き攣つらせながら上うわ擦ずった声を上げる。

　やがて、私の隣となりに立つとポンと頭に手を乗せてきた。

「よく分からないけれど、お嬢ちゃんにお礼を言わなきゃならないのは私の方みたいね。ねえお嬢ちゃん。何か願い事はあるかしら？　こう見えて、お姉さんは凄い力を持った謎なぞの大魔法使いなの。お嬢ちゃんのお願いを、何か一つ、叶かなえてあげるわ」

「願い事？」

「そう、願い事。遠えん慮りよしないで言ってみて？　どんな事でも……」

「世界征せい服ふく」

「……ご、ごめんね、それは無理だわ。どういう事なの。この子、意外と大物なのかしら。ええっと、他には何かない？」

　目ま深ぶかに被ったフードから僅わずかに覗く口元が、少し引きつっている。

「それじゃあ、私を巨乳にしてください」

「そ、それも無理かなあ。と言うかお嬢ちゃん、今幾いくつ？　まだそんな心配する年じゃないでしょうに」

　どうやら、これも無理みたい。

　なら……。

「私を魔ま王おうにしてください」

「ご、ごめんなさいね？　さっき言った事は訂てい正せいさせて。大物なあなたと比べて、お姉さんはそこそこの力しか持たない魔ま法ほう使つかいだから、そこそこの願い事しか叶えてあげられそうにないわ」

　フードの人が、一筋の汗あせを頰ほおに垂らして謝ってくる。

　私は手にしていた欠片を見せると。

「……じゃあ、私のおもちゃの欠片が三つほど足りないので、これを探してくれればそれでいいです」

「待って！　違ちがうの、流石さすがにもっと大きな願い事を叶えてあげられるから！　そ、それに、欠片をおもちゃにしちゃダメよ！　さっきの黒い奴やつは、あくまで再び封印しただけなんだからね!?　今後、ここには来ちゃだめよ!?　それよりほら、もっと何かない？　もうちょっと、大きなお願いは……！」

　フードの人は顔を引きつらせ、身を屈めて目線を合わせてきた。

　……もうちょっと大きな願い事。願い事……。

　それなら──




「私に、さっきの魔ま法ほうを教えてください」
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　──それは、私にとっていつもの何の変へん哲てつもない朝の光景。

　担任の教師が、名めい簿ぼを片手に名前を呼ぶ。

「出席を取る。……あるえ！　かいかい！　さきべりー！」

　担任に名前を呼ばれ、次々に生徒が返事をしていく。

　答える生徒は女子ばかり。

　この学校では、クラスは男女別になっている。

　生徒数が十一人しかいない小さな教室では、すぐに私の順番が回ってくる。

「めぐみん！」

「はい」

　私は最後に名前を呼ばれ、その返事を聞いた担任は満足そうに頷うなずいた。

「よしよし、全員揃そろっているな。では……」

「せ、先生！」

　名簿を閉じようとする担任に、私の隣に座る子が、泣きそうな顔で手を挙げた。
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「私の名前が呼ばれてませんが……」

「ん？　おおっ、すまん！　そういや、一人だけ次のページに掛かかっていたんだったな。悪い悪い！　では……ゆんゆん！」

「は、はいっ！」

　ゆんゆんと呼ばれた、セミロングの髪かみをリボンで束ねている、優等生といった感じの子が、ちょっと赤い顔で返事をした。




　──ここは紅こう魔まの里と呼ばれる、紅魔族の集落にある小さな学校。

　ある程度の年ねん齢れいになると、里の子供はこの学校で一いつ般ぱん的てきな知識を身に付け、12歳になると、《アークウィザード》と呼ばれる魔法使いの上位職に就つけられ、そして魔法の修しゆ行ぎようが開始される。

　生まれつき、高い知力と魔ま力りよくを持つ紅魔族は、魔法を習得するまでは学校で修行するのが一般的だとされている。

　ここでは、魔法を覚える事が、即すなわち卒業。

　つまり、この教室の生徒達は、まだ誰も魔法が使えない。

　ここの生徒達は、皆みな、自分の使いたい魔法を習得するために、日夜《スキルポイント》と呼ばれる物を貯ためていた。

　覚えたい魔法によって、必要とされるスキルポイントは変動する。

　より強力な魔法ほど、習得に必要とされるスキルポイントは多くなるのだ。

　そして、ここにいる子達の覚えようとしている魔法は既すでに決まっている。

　上級魔法。

　それは、魔法使いなら誰だれもが憧あこがれる、強力な魔法の数々を使えるようになるスキル。

　紅魔の里では、これを覚える事で一人前とされるのだけれど……。

「それでは、テスト結果を発表する。三位以内の者には、いつも通り、《スキルアップポーション》を渡わたすから、取りに来るように。では、まず三位から！　あるえ！」

　名前を呼ばれ、ポーションを貰もらいに行く気け怠だるげなクラスメイトをちらっと横目で見て、私は窓の外をぼーっと眺ながめる。

「二位、ゆんゆん！　流石は族長の娘むすめ、よくやったな！　次も頑がん張ばる様に」

「あ、は、はいっ！」

　隣を見ると、ゆんゆんが顔を赤くして席を立った。

　スキルポイントを増やすには、モンスターを倒たおして経験を得てレベルを上げるか、もしくは、スキルポイントが上がる希少なポーションを飲むしかない。

　なので、早く上級魔法を覚えたい皆は、このポーションを得るために必死だ。

「では。一位、めぐみん！」

　名前を呼ばれ、ポーションを貰いに席を立つ。

　隣ではゆんゆんが悔くやしそうな表情を浮うかべてこちらを見ていた。

「相変わらずの成績だ、よくやったな！　しかし、もう上級魔法を覚えてもおかしくないぐらいにスキルポイントは貯まっていると思うんだが。……まあいい、今後も励はげむように！」

　ポーションを受け取ると、席に戻もどって、再び窓の外に視線を戻した。

　二階の教室の窓からは、里の外までよく見える。

　子供の頃ころに会った名前も聞けなかったあの人は、今も元気で旅しているのだろうか。

　担任が他ほかの生徒達に檄げきを飛ばす中、胸むな元もとから、そっと一枚のカードを取り出した。

　冒ぼう険けん者カードと呼ばれるそのカードには、職業の欄らんにアークウィザードと書かれている。

　レベルは１。

　その下には、スキルポイントが45と表示され。

　そして、習得可能スキルと書かれた欄には、《上級魔法》習得スキルポイント30という文字が光っていた。

「他の者もめぐみんを見習い、早く上級魔法を習得できるよう、頑張る様に！　では授業を始める！」

　担任の声を聞き流しながら、カードのスキル欄に暗い文字で表示されている……、《爆ばく裂れつ魔法》習得可能スキルポイント50と書かれたスキルに指で触ふれた。

　紅魔族は上級魔法を覚える事で一人前とされるが、私の覚えたい魔法はそれじゃない。

　あのローブの人が唱えた、究極の破は壊かい魔法が今でも脳のう裏りに焼き付いて離はなれない。

　絶対に爆裂魔法を覚えたい。

　そして、いつかあのローブの人に。私の魔法を見てもらうのだ──




　　　　２




　一時間目の授業が終わり、休み時間に入ると私の席にバンと手が置かれた。

「めぐみん！　分かってるわね？」

　声を掛けてきたのは、隣となりの席のゆんゆんだった。

　彼女は、紅魔族の族長の娘にして、文武両道の優ゆう秀しゆうな学級委員。

「いいですよ。ちなみに、今日の私の朝ごはんは何ですか？　もうお腹なかがペコペコで」

「そ、そうなの？　今日のおかずは、私が腕うでによりをかけて作った……ち、違ちがうわ！　どうして私が負ける事が前提なの!?　きょ、今日は絶対負けないから！　今日こそは、族長の娘として、私が勝ってみせるから！」

　そして、私の為ために毎日ごはんを作ってくれる自じ称しようライバルだ。

　ゆんゆんはそんな事を宣言しながら、自分の弁当箱を私の机の上に置いた。

　私は代わりに、先ほど手に入れたポーションを机に置く。

「では、今日も勝負内容は私が決めさせてもらうのです。なにせ、仮にも族長の娘なら多少のハンデは付けてくれてもいいはずです。加えて、希少なポーションと弁当なんて、本来なら賭かけ金として釣つり合いません」

「わ、分かってるわよ、今回も、めぐみんが勝負内容を決めてくれていいから！」

　なんてちょろい。

「では、勝負内容は次の発育測定で、どちらがよりコンパクトで、世界の環かん境きように優やさしい女かを競きそうという事で……」

「ズルいズルい！　そんなの、私じゃ絶対めぐみんに勝てないじゃない！」

　なっ……！

「自分で言い出した事ですが、人にそうまで自信満々に言われるとちょっと腹が立ちます！　同い年なんですから、そうそう違いがある訳無いでしょう！　どれだけ自意識過か剰じようなんですかこの娘は！」

「痛い痛いっ！　止やめて、勝負は発育測定のはずでしょ！　そんなに血気盛んなら、体育の授業で勝負すればいいのに！」

　ぽかぽかとゆんゆんを叩たたいていると、他の子達がぞろぞろと保健室へ移動して行く。

　大だい丈じよう夫ぶ、子供の頃に教わった、大だい魔ま法ほう使つかいになれば巨きよ乳にゆうになるという話は、長年調べた結果、あながち間ま違ちがいではないと分かっている。

　魔力の循じゆん環かんが活発な事が、血行を良くして発育を促そく進しんするのか、里の腕うで利きき魔法使い達は軒のき並なみ巨乳が多かった。

　ならば、現在クラス一の成績を誇ほこる私が巨乳になる日も近いのではないだろうか。

　そんな事を考えながら保健室へと向かうと、ゆんゆんが慌あわててついてくる。

「ねえめぐみん！　そんなに自信があるのなら、普ふ通つうに大きさ勝負とかでいいんじゃないかしら？　あっあっ、先に行かないでよ……！」




　保健室に入ると、既に測定が始められていた。

　女ばかりのウチのクラスの中では、私が一番背が低い。

　しかし、これは栄養学的な物ではないかと思っている。

　我が家は、特とく殊しゆな感性を持つ魔ま道どう具ぐ職人である父のおかげで、年中貧びん乏ぼうだ。

　日々の食事にも事かく生活が、私の発育に影えい響きようを及およぼしているのかもしれない。

「あら、あるえさんはまた成長したわね。クラスで一番じゃないかしら。はい、次は……。めぐみんさんね。……ええと、毎回言っているけど、背せ伸のびしたり胸を張ったりしても意味はないわよ？　計測魔ま法ほうを使うから、そうやって深く息を吸って止めていても、数値には何の影響もないからね？」

　私のささやかな抵てい抗こうも虚むなしく、保健室の先生に魔法で数値を看破された。

「うん。……その、めぐみんさんは、身長が少しだけ伸のびたわね。じゃあ、その。次はゆんゆんさんで」

「やだな、また大きくなってたから、絶対負ける……。ああっ、やっぱり！　また今日も、めぐみんに負けちゃった……、痛い痛いっ！　ど、どうして!?　私、勝負に負けてお弁当も盗とられる上に、どうしてめぐみんに叩かれるの!?」

「そんな事は、忌いまわしい自分の胸に聞くがいいです！」

「め、めぐみんさん、ストレスは発育に良くないですよ！」




　　　　３




　ゆんゆんから巻き上げた今日の朝ごはんを食べながら。

「めぐみん！　ここに、デザートに最適な、天然ネロイド配合の高級プリンがあるわ！」

「ありがとうございます。あ、スプーンがないですよ」

「あっ、ご、ごめんね、ちょっと待ってて」

　自分の席で黙もく々もくとゆんゆんの弁当を食べながら、いそいそとスプーンを出すゆんゆんを眺めていると、ハタと気づいたゆんゆんが、プリンとスプーンをバンと机に叩きつけた。

「違うでしょ！　プリンを賭けて、勝負をしようって言っているの！　どうして私がかいがいしくめぐみんに尽つくさなきゃならないのよ！」

「私、毎日、ゆんゆんに飼われている犬いぬ猫ねこの気分でいるのですが。なので、そろそろ一いつ緒しよに帰ってあげてもいいですよ？　そして、帰りに買い食いでもしましょう」

「えっ！　い、いいの……？　ってそうじゃないわ！　私とあなたはライバル同士でしょ！　そ、それに、どうせ買い食いって言っても、私が買った食べ物を狙ねらう気満々な癖くせに！」

　私はいつの間にライバルになったのだろう。

　取り敢あえず、食べ終えた弁当箱をゆんゆんに返す。

「ごちそうさまでした。今日の味付けは良かったですよ。とても美味おいしかったです。明日あしたは、タンパク質が食べたいですね」

「あ、そ、そう？　じゃあ明日は……」

　弁当箱を受け取って、嬉うれしそうにいそいそと鞄かばんにしまうゆんゆんが、ハタと気づいた。

「だ、だから、違うでしょ！　どうして私が……！」

「席に着けー。授業の時間だ。というか、学校にプリンなんて持って来るな。没ぼつ収しゆう！」

「「ああっ！」」

　いつの間にか教室に入って来た担任にプリンを取られた。

　私の隣の席で、プリンがー……とメソメソしているゆんゆんをよそに、授業が始まる。

　担任は黒板に魔法の系統を書き上げると、それをノートに写すように促うながす。

　私達が無言でノートに書き写していると、担任は、教きよう壇だんで堂々とプリンを頰ほお張ばりながら魔法の解説を始めた。

「よし。今日は、特殊な魔法について説明する。まずは、ここに書かれている三つの魔法。初級、中級、上級魔法。これらについては、もう説明の必要は無いだろう。そしてお前達は、上級魔法こそが最高の魔法だと思っている事だと思う」

　担任は、黒板に更さらに三つの魔法を書き出した。

「この世には、上級魔法の他にも、炸さく裂れつ魔法、爆ばく発はつ魔法、爆裂魔法と呼ばれる、特殊な系統の魔法が存在する。これらは非常に高い威い力りよくを誇るものの、習得が難しい上に燃費が悪く、あまり使われる事がない」

　担任のプリンにのみ目がいっていた私は、爆裂魔法という単語にピクリと反応した。

「まずは、この炸裂魔法。こいつは岩がん盤ばんですら砕くだくほどの威力を有する魔法で、これを覚えている魔法使いは、国の公共事業の際に呼ばれる事がある。とはいえ、習得にかかるスキルポイントは上級魔法に匹ひつ敵てきする量が必要だ。なので、これを覚えるのは、土木関係の国家公務員にでも成りたいのでなければ避さけた方がいいな」

　炸裂魔法。炸裂魔法か……。

　私はノートに炸裂魔法としっかり書き、担任のその後の説明を一言一句聞き逃のがすまいと傾けい聴ちようする。

「続いて、爆発魔法。これは伝説的なアークウィザードの得意魔法だったものだ。その爆発魔法の連発の前に、彼女と相対したモンスターはなす術すべもなく葬ほうむり去られた。だが、この魔法は、一発一発の魔ま力りよく消費が尋じん常じようではない。並の魔法使いでは、数発撃うつのが限界だろう。よほど魔力に自信があっても、これを覚えるのはあまり現実的ではないな」

　爆発魔法──爆発魔法──

　私はせっせと爆発爆発と書いていく。

　と、担任がそこでチョークを置き、プリンの残りを頰張る作業に戻ってしまう。

　むう、肝かん心じんの爆裂魔法の説明がまだなのに。

「先生。残り一つの魔法、爆裂魔法についてですが……」

　手を挙げて立ち上がった私にクラスメイトの視線が集まる中、担任は笑い声を上げた。

「爆裂魔法は止めておけ。バカ高いスキルポイントを貯ために貯めてようやく習得したところで、よほどの魔力を持つ者でも、消費魔力の凄すさまじさに一発も撃てない事が多い。万一これを撃てたとしても、その威力は凄まじく、モンスターだけを仕留めるに止とどまらずに、周囲の地形をも変えてしまう。ダンジョンで唱えればダンジョンそのものを倒とう壊かいさせ、魔法を放つ時のあまりの轟ごう音おんに、周囲のモンスターをも呼び寄せる事になるだろう。そう、爆裂魔法は、ただのネタ魔法なんだよ」
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　──三時間目。国語の時間。

「さて諸君。我々紅こう魔ま族ぞくにとって、文法や言葉というものはとても大切な物だ。なぜだか分かるか？　……めぐみん！　我々紅魔族にとって、なぜそれらのものが大切なのか答えなさい」

　担任の指名に、私はその場に立ち上がり。

「素す早ばやい詠えい唱しよう、正しい発音が、魔法の制せい御ぎよに影響するからです」

「三点。ダメダメだな」

「さ、三点!!」

　この私が三点……。三点……。

　凹へこみながらフラフラと席につくと、今度は隣となりのゆんゆんが指名される。

「次、ゆんゆん！　正しい答えを言ってみたまえ」

「は、はいっ！　古いにしえに封ふう印いんされた魔法の中には、古い文字が使われています。禁きん呪じゆといった類たぐいの魔法の解読には、それらの勉強が必要不可欠だからです」

「三十点！　禁呪だの封印された魔法だのといった単語は良かったが、それ以外がダメダメだ！」

「三十点!?　……三十点かあ…………」

　ゆんゆんが寂さびしそうな顔で席に座ると担任が、お前らにはガッカリだよとでも言いたげな感じに、深々と息を吐つく。

「はあー……。これが本当にクラスの上位者なのか……」

「「あっ！」」

　担任の態度にゆんゆんと二人で声を上げるが、腹立たしい担任はそんな私達を無視し、一人の生徒を指名した。

「あるえ！　紅魔族にとって、文法や言葉の基き礎そが重要だという理由は何か！」

　クラスで三番目の実力者であるあるえが、その場に立つと胸を張る。

「爆ばく炎えんの炎使いなどの様な、おかしな通り名を防ぐため。そして、戦せん闘とう前の口上を素す晴ばらしい物にし、場の空気を熱くさせるためです」

「百点！　そう、我々紅魔族の通り名などはとても大切な物だ。この俺にもちゃんとこの里随ずい一いちの通り名がある。そして、学校を卒業する頃ころにはもちろんお前達も通り名を考えなくてはならないのだ。よし、次の体育の授業では、この俺が見本を見せてやろう！」
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　校庭とは名ばかりの、炎の魔法で草を焼き払はらっただけの、学校の前に広がる広場。

　そこでは担任がマントを羽織り、先ほどから、ずっと何かを焚たき上げていた。

　焚き上げの煙けむりは学校に登校した時にも上っていたので、担任はこの時のために朝早くから出勤していたのだろう。

　焚き上げの煙が立ち上る空には、暗く垂れこめた雲が広がる。

　恐おそらくこの担任は、高価な雨呼びの護ご符ふを焚いて、この授業のためだけに、前もって雲を呼んでいたのだ。

　空に浮うかぶ雲が満足のいく大きさになったのか、担任は一つ頷うなずくと、

「よし！　ではこれより、体育改め戦闘訓練を始める！　我々紅魔族において、戦闘の上で最も大切な物は何か。では……。ゆんゆん！　答えなさい！」

「わ、私ですかっ!?　え、えっと、戦闘で大切な……。れ、冷静さ！　何事にも動じない、冷静さが大切だと思います！」

「五点！　次、めぐみん！」

「五点!?」

　担任に五点と評価されたゆんゆんが、五点……と呟つぶやきながら落ち込んでいる。

　戦闘に大切なもの？　そんなの、答えは最初から決まっている！

「破は壊かい力です。全すべてを蹂じゆう躙りんする力！　力こそが最も大切だと思うのです！」

「五十点！　確かに力は必要だ。十分な破壊力を持たないのであれば、確かに紅魔族の戦闘は成り立たない。だが違ちがう！　それではたったの五十点だ！」

「こ、この私が五十点……!?」

「私なんて五点だから……」

　落ち込む私とゆんゆんを見て、担任が、成績上位者のくせにお前らにはガッカリだと言わんばかりに、地面に向かって唾つばを吐く。

「ぺっ」

「「あっ！」」

　それを見て声を上げる私達を無視し、憎にくたらしい担任は一人の生徒を指さした。

「あるえー！　お前ならば分かるだろう！　その、左目を覆おおいし眼帯が似合うお前ならば、戦闘において最も大切な物が何なのかを！」

　左目を眼帯で隠かくしたクラスメイト、脱ぬいだら凄すごいと評判の、とても同い年には見えないあるえが前に出た。

　──人差し指で眼帯を、下からクイッと持ち上げて。

「格好良さです」

「百点だ！　ようし、偉えらいぞあるえ、スキルアップポーションをやろう！　そう、格好良さ！　我ら紅魔族の戦闘は、華はながなくては始まらない！　では今から、それがどういう事かを実演する。……『コール・オブ・サンダーストーム』！」

　担任が何かの魔ま法ほうを唱えると、先ほどまで重く垂れ込めていた雨雲から、青白い電光が見え隠れしだした。

　よほど強力な魔法を発動させたのか、不自然な風が吹ふき荒あれ始める。

　クラスメイト達が吹き付ける風の強さに髪かみを押さえる中、担任は用意していた杖つえを取り出し、それを空に高々と掲かかげた。

「我が名はぷっちん。アークウィザードにして、上級魔法を操あやつる者……」

　担任が名乗りを上げると杖の先目がけ雷かみなりが落ちる。

　そして担任がマントをひるがえすと、それをなびかせるように風が吹いた。

「紅魔族随一の担任教師にして、やがて校長の椅い子すに座る者……！」

　担任の声と共に、一ひと際きわ大きな落らく雷らいが起こる。

　その稲いな光びかりを背に、担任が杖を構えてマントをひるがえした体勢のまま、動かなくなった。

「「「か、格好良い！」」」

　クラスメイト達が一いつ斉せいに歓かん声せいを上げる中、隣を見るとゆんゆんだけが、真っ赤になった顔を両手で覆い隠して小さく震ふるえていた。

　担任の格好良さに、顔を見られなくなったのかと見ているとぼそっと呟く。

「は、恥はずかしい……っ！」

　この子が独特の変わった感性を持っているという噂うわさは本当だったらしい。

　思春期になると変わった者に憧あこがれるようになる、中二病とか言う病気があると聞くが、この子もその類いなのかもしれない。

　未いまだに風が吹きすさぶ中、担任がようやく動き出し、パンパンと手を叩たたいて言ってきた。

「よーし！　それでは、好きな者同士でペアを作れ！　そして、お互たがいに格好良い名乗りを上げてポーズの研究に励はげむのだ！」

　担任のその言葉に、ゆんゆんがビクッと震えた。

　一体どうしたのかと見ていると、オロオロと辺りを見回し、やがてこちらをチラチラと横目で見てくる。

　きっと、私とペアを組みたいけど、ライバルを自じ称しようしてしまったものだから言い出せないのだろう。

　……イラッとした。

　無理やりペアを組んで、私の格好良いポーズで威い嚇かくして泣かせてやろうかと思っていると、横合いから声が掛かけられる。

「めぐみん、組む人はいる？　いないなら私と組むかい？」

　振ふり向くと、まるで見せつけるかの如ごとく、私と同じ12歳とは思えない巨きよ乳にゆうが目の前に飛び込んで来る。

　……更さらにイラッとした。

　と、私の後ろで、あ……という小さな声が聞こえてくる。

　見るまでもなく、ゆんゆんだろう。

　私に声を掛けてきた眼帯を着けたクラスメイト、あるえは、準備運動のつもりなのか、首を何度かひねった後、その場でぴょんぴょんと飛び跳はねる。

　それに合わせてその胸が……。

　………………こいつは敵だ！

「いいでしょう。私の調べた統計学に照らし合わせると、あなたは将来、凄すご腕うでの大魔法使いになる可能性が高いです。ならば今ここで、どちらが上か決めておきましょう！」

「そ、そんな事が分かる統計学があるのっ!?」

　ゆんゆんが律りち儀ぎにツッコんでくるけれど、今の私に構ってあげられる余よ裕ゆうはない。

　と、担任が大声を張り上げた。

「よーし。ペアは決まったかー？　一人あぶれるから、余った奴やつは先生とペアだぞー」

「えっ？　あっ！」

　ゆんゆんが、辺りを慌あわてて見回し、一人なのが自分だけだと分かり、肩かたを落としてしょんぼりしながら担任の下もとへ。

　…………。

「あるえ。今日は何だか気分が悪いので、体育の授業は休ませてもらおうかと思ってます。先ほどゆんゆんに貰もらった弁当に、何か盛られていたのかもしれません」

「ええっ！」

　私の言葉に、ゆんゆんが心外だという表情でショックを受けている中。

「先生、具合が悪いので今日の体育も休ませてもらっていいですか？」

「またか。ダメだダメだ、お前はまだ、一度もまともに体育の授業を受けた事がないだろ。今日の体育は大事な授業だ。仮け病びようは許さんぞ」

　融ゆう通ずうの利かない担任の前で、私は呻うめきながらその場に屈かがみこんだ。

「ダメだ、この俺にそんな手は……」

「め、目覚める……！　このままだと、私の中にいる誰だれかがこの体を……！」

「なっ、めぐみん、お前……！　まさか、お前の中に封印されていたアレが目覚めようとしているのか……！　仕方がない、保健室に行く事を許す。保健の先生に、ちゃんと封印を施ほどこして貰うように」

「了りよう解かいしました。では、失礼します」




「──よーし！　それじゃあ、各自ペアを組んだか？　それでは、始め！」

　そんな担任の声を聞きながら、私は保健室へと向かった。

　体育の授業で、せっかくゆんゆんの弁当で得たカロリーを消費するなんて勿もつ体たい無ない。

　私は保健の先生から、封ふう印いんの力が施された伝説の市し販はん栄えい養よう剤ざいを貰い、ベッドの上に寝ね転ころがった。

　静かな保健室のベッドの中で、布ふ団とんを首まで引っ張りあげ、私は担任の言葉を思い出す。




　──爆ばく裂れつ魔法はネタ魔法。




　私は布団を頭まで被かぶると、そのままふて寝するかの様に。

「せ、先生ー！　雨が！　雨が降ってきて……、って言うか、土ど砂しや降ぶりなんですが！　先生の格好良いところはもう見たので、この雨を止めてくれませんか!?」

「校長先生が大事に育てていた、花か壇だんのチューリップが流されてますよ！」

「い、いかん！　しまった、そう言えば今日は、魔ま力りよくの源たる月が、最も高く昇のぼる日……！　抑おさえられていた俺の魔力が溢あふれ出してしまったのか……！　ここは俺が雨を収める！　俺の事はいいから、お前達は早く校舎の中へ避ひ難なんせよ！」

「先生ーっ！　素す直なおに、演出しか考えてなくて、止める方法まで考えてなかったって言ってください！」

　校庭からのそんな声を聞きながら目を閉じた──
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「ねえめぐみん。どうして私の席の前で、スキルアップポーションをこれみよがしに見せびらかしてウロウロするの？　何か言いたい事でもあるの？」

「別に、言いたい事なんて何もありませんよ？　……それはそうと、ゆんゆんの今日のお昼のお弁当美味おいしそうですね」

「そ、そう？　めぐみんに盗とられる分とは別に作っておいたヤツなんだけど……。あ、あげないから！　勝負用のと違って、このお弁当を盗られると私のお昼がなくなるし、勝負はしないから！」

「……」

「やめてよ、目の前でポーションをチャプチャプさせないで、それさっさと飲んでよ！」

「…………」

「や、やめてったら！　あげないから！　そ、そんな悲しそうな目をしても……。…………は、半分しか……あげないから…………」




　──ゆんゆんから貰ったお昼を食べていると、校内放送が流れた。

『本日、午前から突とつ然ぜん降り出した謎なぞの大雨は、ぷっちん先生の見立てによりますと、紅こう魔まの里の片かた隅すみに封印されていた、邪じや神しんの仕し業わざに違ちがいないとの事です。校長先生が調べたところ、確かにこの大雨は魔力による干かん渉しようの跡あとが見られ、人じん為い的てきに降らされた雨であるとの判断が下されました。各教師は、この雨の制せい御ぎよのため午後の授業は中止。生徒は、突とつ風ぷう、落雷、大雨により、帰るのは危険ですので、各自校内で自習をしていて下さい』

　担任は、邪神に罪をなすりつけたらしい。

　これをネタにどうやって晩ご飯を奢おごらせるかを思案していると、数名の生徒達が立ち上がった。

　暇ひまを潰つぶすために、学校の図書室へ向かうらしい。

　──私も調べたい事がある。

　ゆんゆんから貰った弁当を搔かき込むと……。

「は、半分って言ったのに！　私、半分しかあげないって言ったのに！」

　弁当箱をゆんゆんに返し、私も図書室へと向かった。




　──魔ま法ほう使つかいを多く輩はい出しゆつする紅魔の里の学校だけあって、図書室には相当数の本がある。

　怪あやしげなお伽とぎ話ばなしの類たぐいから、何の役に立つのか分からないハウツー本まで。

　勝手について来たゆんゆんは、ハウツー本のまとめられている棚たなで何かを探している。

『読むだけで友達ができる禁断の魔導書』『タニシですら社交的になれる本』……。

　ゆんゆんが、そんなタイトルのよく分からない本を手に取っているのが見えたが、目をキラキラさせて読んでいるのでそっとしておいてあげよう。

　私は目当ての本を探しながら、並べられた本のタイトルを指でなぞっていく。

『紅魔族誕生秘話』『魔道技術大国が滅ほろぶまで』『地じ獄ごくの公こう爵しやくシリーズ第四弾だん　見通す悪あく魔ま』『異世界からの居住者がいるとの噂の真相』……。

　どうでもいい本ばかりが目につく中、ようやく目当ての本を見つけ出した。

『爆裂魔法の有用性』

　その本を手に取り、ペラペラとめくっていく。

『爆裂魔法とは、究極の破は壊かい魔ま法ほうにしてあらゆる存在にダメージを与あたえられる最強の攻こう撃げき魔法である。現在、その魔法の習得方法は殆ほとんど伝えられてはおらず、長く魔法の研究に携たずさわった者か、長い年月を生き抜ぬいた人外の魔法使いの間にしか知られていない』

　ページをめくる指がそこで止まった。

　……そんな魔法を習得していたあの人は、一体何者だったのだろう。

『そして、その習得の困難さに比べ、あまりの使い勝手の悪さから、これを習得している魔法使いは地じ雷らい魔法使いと呼ばれ、冒ぼう険けん者達にパーティー入りを断られる事が多々ある』

　そこまで読んだところで、私の爆裂魔法に対する想おもいがほんの少しだけグラついた。

　子供の頃ころに見た、全すべてを蹂じゆう躙りんするかのような破壊魔法。

　あのフードの人とあの魔法に、ずっと憧れを抱いだいていたのだが──

『並の才能の者ではまず習得が不可能であり、たとえ習得が出来たとしても、消費魔力の多さから魔法を使用できない場合もある。なぜこのような魔法が開発されたのかも謎で、長い時を生きる人外の魔法使いですらが、余ったスキルポイントを使い、酔すい狂きようで習得するというのが現状であり…………』

　……それ以上読むのを止やめ、本を棚へと押し込んだ。

　これを読み続けていると、なんだか挫くじけそうになってくるからだ。

　と、戻もどした本の隣となりに気になるタイトルの本を見つけた。

『暴あばれん坊ぼうロード』

　妙みようなタイトルに惹ひかれ、そこに置いてあった本を手に取る。

　──それは、痴ち呆ほう症しようになった元君主の老人が、二人のお供兼けん介かい護ごの者を引き連れて、世直しと称しようして領地を徘はい徊かいする物語だった。

　ひょんな事から老人の身分を知り、老人に悪の領主の不正を訴うつたえる村人達と、いいや、その村人達が噓うそをついているのだと悪あがきする、悪の領主。

　老人は喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいと宣言し、村人達と悪の領主に斬きりかかり、村人達と領主は一いつ致ち団結し、これを撃げき退たい。

　このような地は焼き払はらってくれるわといきり立つ老人を、ご飯の時間ですよとなだめて連れて帰るお供の二人。

　共に戦った村人達と領主は打ち解け、団結する事の素す晴ばらしさを知った彼らは、やがてその地にどこにも負けない巨きよ大だい都市を築き上げる事となる──

　……二巻はどこだろう。

　その本の続きはないかと本ほん棚だなを探していたその時だった。

「ちょっとあんた、何それ？　ちょーウケる！　なになに、友達いないの？」

　静かな図書室の中、そんな場ば違ちがいな声が響ひびき渡わたった。

　見れば、そこにはクラスメイトの一人とゆんゆんの姿がある。

　これは……、この展開は……！

「と、友達は……。その……」

「いないんでしょ？　でなきゃ、そんな……。……『魚類とだって友達になれる』……？　ね、ねえ。その本は止めときなさい。せめて哺ほ乳にゆう類るいにしときなよ……」

「そこまでです！」

　ゆんゆんとクラスメイトの前に飛び出すと、クラスメイトをビシと指す。

「いたいけな少女をからかい、いたぶり！　その後、傷心の少女の心につけ込んで友人顔をし、あれこれと理り不ふ尽じんな要求をしようというあなたの企たくらみ！　他ほかの人の目はごまかせても、この私の目は騙だませませんよ！」

「ええっ!?」

　私に企みを看破されたクラスメイトは、動どう揺ようを露あらわにする。

「ちょ、ちょっと待ってマジ意味分かんない！　ゆんゆんが面おも白しろい本を持ってたから、声かけただけで……」

「め、めぐみん、どうしたの？　何か、変わった本でも読んで影えい響きようされたの？　その、話し掛かけられただけで……」

　クラスメイトとゆんゆんが口々に言ってくるが、

「いえ、なんとなくトラブルの臭においがしたので、暇なので首突つっ込んでおこうかなと。それと、私は先ほどの授業をサボってしまったので、一人だけ名乗りを上げていなくて欲よつ求きゆう不満が溜たまってまして」

「「理不尽！」」

　同時に叫さけぶゆんゆんとクラスメイトの声を聞きつけてか、図書室のドアが開けられた。

「おいお前ら、うるさいぞ。図書室では静かにしろ。邪神の降らせた雨はどうにか止んだからな。校長と俺の力が、どうにか邪神の力を上回った様だ」

「先生、私達には、抑えられていた俺の魔力が溢れ出してしまったのか……！　とか言ってませんでした？　何でも邪神のせいにしちゃかわいそうですよ」

　言う事がコロコロ変わるいい加減な担任にクラスメイトがツッコむが。

「いや、里の者が邪神の墓を見に行くと、封印を触さわったバカ者がいたのか、本当に封印が解けかけていてな。封印の欠片かけらが数枚、見つかっていないそうだ。墓に封ふうじられている邪神や、邪神の下僕がいつ飛び出して来てもおかしくない状態だったらしい。邪神を対象とした封ふう印いんなので、封印の影響をあまり受けない邪神の下僕が、封印の隙すき間まから這はい出す可能性があるらしい。再封印が終わるまでは、各自、一人で帰らず集団で下校するように」

　担任がそんな事を言ってきた。
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「ねえ知ってる？　今から七年前。私達がまだ子供の頃にも、邪神の封印が解けそうになった事があったんだって。邪神の墓の前に、大きなクレーターがあるでしょ？　あれって、流れの魔法使いが邪神を再び封じた跡だって話よ」




　教室に戻ると、クラスメイト達はそんな話で持ちきりだった。

　この田舎いなかでは、こんな怪しげな噂うわさでも十分話の種になる。

　子供の頃の事なのであまりよく思い出せないが、その流れの魔法使いとやらが、私を助けてくれたフードの人だという事は分かった。

　学校の教師達は邪神の調査に乗り出すとの事で、私達は今日はこのまま帰れるらしい。

　クラスメイト達が、家が近所の子達と連れ立って帰って行く中、私とゆんゆんだけが教室に取り残された。

　我が家は紅魔の里の隅すみに建っているので、私のご近所さんはこのクラスにはいないのだ。

　私が置いて行かれたのは、それ以外にも、買い食いしているクラスメイトを見つけては、横をちょろちょろくっついて、「美味おいしそうですね、美味しそうですね」とたかっていたのも原因の一つかもしれない。

　仕方なく一人で帰ろうと席を立つと。

「あ…………」

　同じく教室に残っていたゆんゆんが、呼び止めるように片手をこちらへ突き出したまま、小さな声を出した。

「なんですか？」

「えっ！　い、いや、その……。めぐみんの家って、私の家への途と中ちゆうにあったなって思って、そ、その……」

　ゆんゆんの家は、紅魔族の長おさという事で、里の中央に建てられている。

　私の家に寄ると、あきらかに遠回りになるはずなのだけれど……。

「……一いつ緒しよに帰りますか？」

「いいの!?　あっ、でも私達はライバルだし、こうして馴なれ合うのは本当は……！」

　ぱあっと顔を輝かがやかせた後、面めん倒どう臭くさい事を言い出したゆんゆんを置いて、とっとと教室を出て行くと、ゆんゆんが半泣きで追いかけてきた。

「待ってよ！　あ、明日あしたから！　ライバルに戻るのは明日からだから！」




　──ゆんゆんを連れて外に出ると、未いまだに空がどんよりと曇くもっていた。

　担任は、これだけの天変地異をあの演出のためだけに行ったのだろうか。

　あの瞬しゆん間かんのためだけに高価な焚たき上げの護ご符ふを惜おしげもなく使う辺りは、流石さすがは一流の紅こう魔ま族ぞくだ。

　基本的に色々ダメ人間な担任だが、そこだけは認めている。

　帰り道をてくてく歩いていると、後ろからついて来ていたゆんゆんが、おずおずと声を掛けてきた。

「ね、ねえめぐみん。時間ある？　その、よかったら、なんだけれど……」

　ゆんゆんが、どこかに寄って軽い物でも食べないかと誘さそってきた。

　しかも、奢おごってくれると言う。

「もちろん、私に断る理由なんてありませんが。どういう風の吹ふき回しなのです？」

「えっ！　いや、ちょっとお腹なか空すいちゃって……」

　恥はずかしそうに照れながら言うゆんゆんに。

「まあ、育ち盛りですししょうがないですが。女の子が、あまり食い意地張っているのはどうかと思いますよ？」

「ちょっと待って！　めぐみんがそれを言うの!?　大体、私のお昼をめぐみんが食べちゃったせいでお腹が減ってるんだけど！　そ、それに……」

　ゆんゆんが、途と端たんに小声になる。

「と、友達と買い食いとか、どこかに寄り道して帰るとか……その……。ちょ、ちょっと楽しみにしてたって……言うか……」

「えっ？　なんだって？」

　小声でぼそぼそと呟つぶやくゆんゆんの下もとに、わざわざ引き返して耳を寄せて聞き返す。

　赤い顔をして何でもないと言い張るゆんゆんが、泣き顔でハッキリとさっきの言葉を言うまで、私は何度もしつこく聞き返してやった。
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「らっしゃい！　紅魔族随ずい一いちの、我が喫きつ茶さ店てんにようこそ！　ひょいざぶろーさん家ちの娘むすめのめぐみんじゃないか。聞いたぞ、学校で頑がん張ばってるらしいな。紅魔族随一の天才だって評判だ。外食とは珍めずらしいな、何にするんだい？」

「カロリーが高くて腹持ちの良い物をお願いします」

「めぐみん、女の子の注文の仕方じゃないわよ！　あの、店主さんのオススメの物で……」

　里に一つしかない喫茶店のテラスで、私とゆんゆんはだべっていた。

　父の知り合いらしい店主がメニューを差し出し。

「オススメか。今日のオススメは、『暗黒神の加護を受けしシチュー』、または、『溶よう岩がん竜りゆうの吐と息いき風カラシスパゲティ』だな」

「カラシスパゲティで」

「私はメニューにある、この、『魔ま神じんに捧ささげられし子羊肉のサンドイッチ』をください」

「あいよ！　溶岩竜の吐息風カラシスパ、魔神に捧げられし子羊肉のサンドイッチだな！　ちょっと待ってな！」

「カラシスパゲティで！」

　なぜか真っ赤な顔のゆんゆんが名めい称しようを訂てい正せいする中、私が備え付けの果か汁じゆう入りの水をちびちび飲んでいると。

「ねえ、めぐみんめぐみん。その、突とつ然ぜんだけど、訊きいてもいい？」

「なんですか？　ご飯奢ってくれましたし、大たい抵ていの事なら答えますよ。私の弱点とかですか？　今の弱点は甘い物です。食後のデザートが弱点ですね」

「そんな事聞いてないわよ！　それに、どこが弱点なのよ、いつもモリモリ食べてるじゃない！」

「甘い物は乙女おとめの敵って言うじゃないですか。それで、何が聞きたいんです？」

　先を促うながしてやると、ゆんゆんが途端にモジモジしだす。

　どうもこの子を見ていると、嗜し虐ぎやく心しんが煽あおられてしまう。

「ねえめぐみん、めぐみんって、好きな男の子とかいる？」

「ゆんゆんが色気づいた！」

　発言を受けて立ち上がった私に、ゆんゆんが泣きそうな顔で慌あわてて言った。

「ち、違ちがうから！　ほら、女友達との会話ってさ、普ふ通つうは恋こいバナとかするものなんでしょ!?　そういうのに憧あこがれてただけだから！　別に、好きな人がいるとかじゃないからっ！」

　その言葉に安心し、再び席に座り直すと、

「何と言うか、ゆんゆんは紅魔族の中でも変わってますよね。聞きましたよ、体育の時も格好良いポーズを恥ずかしがってロクに決められないとか」

「や、やっぱり私が変わってるの!?　私、小さい頃ころから、この里の人達って実は変なんじゃないかって思ってたんだけれど……」

　私の言葉に落ち込む、変わり者のゆんゆん。

　彼女がクラスの中で浮ういてるのは、こういったところがあるからかもしれない。

「で、ゆんゆんはどんなタイプの男性が好みなんですか？」

「えっ!?」

　私に話を振ふられ、目を白黒させて赤くなるゆんゆん。

「するんでしょう？　恋バナ。ちなみに私は、甲斐かい性しようがあって借金をするなんてもってのほか。気が多くもなく、浮うわ気きもしない。常に上を目指して日々努力を怠おこたらない、そんな、誠実で真面目まじめな人が良いですね」

「誠実で真面目な人、かあ。めぐみんて、意外と優やさしかったり面めん倒どう見みがいいところもあるから、その真逆なタイプのどうしようもなくダメな人に引っ掛かかりそうな……痛い痛い！　じょ、冗じよう談だんだから！　……私は、物静かで大人しい感じで、私がその日にあった出来事を話すのを、傍そばで、うんうんって聞いてくれる、優しい人が…………」




　──穏おだやかな昼下がり。

　自じ称しよう私のライバルと、取りとめのない話をしながら家に帰った。
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「帰りましたよー」

「姉ちゃんお帰り！」

　自宅に帰ると、元気な声と共にバタバタという足音が聞こえてきた。

　私を出で迎むかえてくれたのは、５歳になったばかりの、私の妹、こめっこだ。

　こめっこは私のお下がりのローブを着ているのだが、丈たけの余ったダブついたローブの裾すそは泥どろだらけになっていた。

「あーあー……。ローブの裾が泥だらけではないですか。留守番してなさいって言われてたのに、また外に遊びに行っていたのですか？」

「うん！　新聞屋のお兄ちゃんはげきたいしたから、その後に遊びに行った！」

「ほう、今日も勝ちましたか。流石は我が妹です」

「うん！　『もうみっかもかたいたべものをくちにしてないんです』って言ったら、お食事券を置いてってくれた！」

　こめっこが、そう言って自じ慢まん気げに戦果を見せびらかした。

　優ゆう秀しゆうな妹の頭を撫なでていると、こめっこは何かに気づいた様だ。

「姉ちゃんからいい匂においがする」

「おっと、流石は我が妹。お土産みやげです。魔神に捧げられし子羊肉のサンドイッチ！　さあ、その腹がはち切れるまで食くらうがいいです！」

「すごい！　魔ま王おうになった気分！　じゃあ、捕つかまえてきた晩ごはんは、明日の朝ごはんにしよう！」

　お土産のサンドイッチに喜ぶこめっこが、突然そんな事を言い出した。

　……捕まえてきた晩ごはん。

　以前、こめっこがセミをたくさん捕まえてきて、これを唐から揚あげにしようと言い出したのを思い出し、ちょっとだけ恐きよう怖ふを覚える。

「こめっこ、晩ごはんとは何ですか？　何を捕まえてきたのです？」

「見る？　しとうの末に打ち倒たおした、きょうぼうなしっこくの魔ま獣じゆう！」

　不ふ穏おんな言葉を残し、こめっこが家の奥に駆かけて行く。

　昆こん虫ちゆう系ではありませんように。

　昆虫系ではありませんように！

　祈いのりながら待っていると、やがてこめっこが抱かかえてきた物は……。

「にゃー……」

[image: ]

　一体何があったのか、疲つかれきった様にグッタリした、黒い子こ猫ねこだった。

「……これまた大物を捕まえてきましたね」

「うん。頑張った！　最初は抵てい抗こうしてきたけど、かじったらおとなしくなった」

「勝ったのは喜ばしい事ですが、むやみに何でもかじってはいけませんよ？」

　私の言葉に素す直なおに頷うなずくこめっこから、小さな黒猫を受け取る。

　その黒猫は私の手の中に収まると、よほど怖こわい目に遭あったのか、怯おびえる様に私の胸むな元もとに頭を寄せて丸くなる。

　こめっこは、お土産のサンドイッチを両手でわし摑つかんでひとしきり頰ほお張ばると、やがてそれをジッと見て、かじりかけのサンドイッチを私に差し出し。

「……食べる？」

「私はお腹なかいっぱいですから、こめっこが全部食べるとよいですよ。それより、この毛玉は私が預かってもいいですか？」

「うん！」

　こめっこはそのまま幸せそうに、サンドイッチをかじる作業に没ぼつ頭とうした。




　──自室に入り放してやると、堂々と私の布ふ団とんの上で丸くなった猫を見て呟いた。

「さて、こいつはどうしたものでしょうか」

　このふてぶてしさ。

　この子は意外と大物なのかもしれない。

　まさか、こめっこの希望通りに朝ごはんにするわけにもいかず、そうかといって、家で飼ってやれる余よ裕ゆうもない。

　しかし、このまま外に放ほうり出して再びこめっこに見つかれば、この子は今度こそ食われる事だろう。

　となると──
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　──教室内がざわついている。

「……めぐみん。……め、めぐみん」

「おはようゆんゆん。そんな顔をしてどうしましたか？」

　眉まゆ根ねを寄せて困った様な顔をしたゆんゆんが、おはようと返してくる。

「どうしましたかじゃなくて。……その子はなに？」

「使い魔まです」

　ゆんゆんが問いかけてきたその子こと、机の上で仰あお向むけになって私の指先にじゃれつく黒猫。

　改め、私の使い魔を皆みなに紹しよう介かいした。

「使い魔!?　使い魔を使し役えきする魔ま法ほう使つかいなんて、お伽とぎ話ばなしの中だけだと思っていたのに！」

「見て、あの愛くるしくもふてぶてしい顔を！　恐おそろしいわ、ああして無む垢くな子猫のフリをして、主人のめぐみんのために私達の昼ごはんを狙ねらっているのよ！」

「悔くやしいっ！　でも、ご飯あげちゃう！」

　クラスの子達は我が使い魔の魅み力りよくにメロメロの様だ。

　もしかしたら、この子は魅み了りようの魔ま力りよくでも持っているのかもしれない。

　ここにいれば少なくとも、自分の食い扶ぶ持ちぐらいは手に入れてくれそうで安心した。

「う、うわー……。ふわっふわだね……！　ねえめぐみん、名前は？　この子に、もう名前は付けてあげたの？」

　ゆんゆんが目をキラキラさせて猫を撫でようとするが、ゆんゆんがその手を伸のばすと、猫は警けい戒かいするように前足を構えた。

　猫にすらハブられるゆんゆんが、寂さびしそうな顔で手を引っ込める。

「なんだろうこの子は。めぐみん以外には懐なつかない感じなのかな？」

　あるえが、そんな事を言いながら伸ばしてきた指先は素直に受け入れ、目を細めて撫でられるがままの猫の姿に、ゆんゆんがいよいよ泣きそうになる。

「名前はまだです。というか、この子一匹ぴきで家に残しておくと身の安全が保障できない環かん境きようなので、毎日学校に連れて来ようかなと思いまして」

　その言葉に、クラスの子達が眉まゆを寄せて悩なやみ出した。

「可愛かわいいし、私は構わないけど先生が何て言うかが……」

「そうね。可愛いけど、先生が許すとは思えないわね。可愛いけど」

　むう。やはりあの担任が問題か……。




「──不許可」




　教室に入って来た担任は、開口一番で却きやつ下かした。

　私は愛くるしさを精せい一いつ杯ぱいに振りまく猫を持ち上げ。

「先生、これは私の使い魔なのです。この子は我が魔力を糧かてに生きているので、私から離はなれると、もれなく死んでしまいます」

「不許可。まだ魔ま法ほうも使えない者が使い魔だなどとは。学校は、使い魔禁止、おやつ禁止！　さあ、元いた所に返して来なさい」

　やはりダメか。ならば……！

「先生、これはもう一人の私です。私の力を宿した片割れなのです。力の大半は私が持っていきましたが、これはれっきとしたもう一人の私なのです。我々は一心同体。離れ離れになる訳にはいかないのです！」

「……もう一人のお前が、抱だかれるのを嫌いやがってもがいているが」

「私、そろそろ反はん抗こう期なもので」

　猫を放してやると、教室の隅すみの壁かべで爪つめを研とぎ出す。

「お前の片割れが、本能のままに爪を研いでいる訳だが」

「紅こう魔ま族ぞくはいつでも戦いに備え、爪を研ぐもの。私が知性と理性の大半を持っていってしまったため、もう一人の私はあのような、力と野性に満ちた獣けものの様に……」

「いいよ」

「そう、一見あの様に愛くるしい私ですが、その中身は……。……いいんですか？」

　途と端たんにアッサリと許可を出した担任。

　これから、いかに私とあの片割れが、この体を巡めぐっての死し闘とうを繰くり広げたかを語るつもりだったのだが。

「面おも白しろそうだから、このままでいいよ」

　と、ろくでもない事には定評のあるウチの担任が、そんな不安になる事を言ってきた。




「──ちょっとめぐみん！　トイレはちゃんと決められた場所でしなさい！　ほら、ここよここ！　ここでシーするの！　そう、よく出来ました！　偉えらいわねめぐみんは！」

「…………」

「めぐみんの食べ残し、ここに置いといたら臭におわない？　もっと日ひ陰かげの方がいいよ」

「……………………」

「あーっ！　もうっ、めぐみん！　あちこち爪を研いだりしないでよね？　そんな可愛い顔して首を傾かしげてもダメよ！　ダメ……。ああもう、可愛いなあ本物のめぐみんは！」

「ああああああああああーッ！」

「きゃーっ！　ニセめぐみんが急に凶きよう暴ぼうに！　愛らしさだけじゃなく、とうとう知性と理性も片割れに盗とられちゃったの!?」

　机をひっくり返した私に、一人のクラスメイトがニセめぐみん呼ばわりをしてきた。

「誰だれがニセですか、こっちが本物ですよ！　あちこちでめぐみんめぐみん言うのは止やめてください！」

「ど、どうしたのよめぐみん、めぐみんがあっちのめぐみんを片割れだって言ったのよ？　知ち恵えと理性のめぐみんと、力と野性のめぐみんなんでしょ？」

「めぐみんめぐみんめぐみんめぐみん、あちこちで私の名前を呼ばれるのは我が慢まんの限界なのですよ！　そいつに名前を付けてください！」

　いきり立つ私に、私の片割れを抱いたゆんゆんが。

「そ、そんな事言ったって、今日一日で、既すでにこっちがめぐみんって事で定着しちゃったし……。ほら見て、私にもようやく懐いてくれて、めぐみんを抱ける様になったの！　……もういっそ、この子じゃなくて、めぐみんの方が名前を変えた方が痛い痛い！」

「裏切り者！　ライバルの名前が変わってもいいんですか！　と言うか今日一日だけで、私が学校に入学してから今日までよりも、よほどめぐみんという名前が呼ばれてますよ！」

　私の言葉に、クラスメイトが渋しぶ々しぶといった表情で、

「せっかくめぐみんって名前がなんだか可愛く思えてきたのに……」

「ああー……。私の可愛いめぐみんが、あんまり可愛くないめぐみんに……」

「おい、その喧けん嘩か買おうじゃないか」

　売られた喧嘩は必ず買うのが掟おきての紅魔族として、椅い子すを構え、クラスメイトに襲おそい掛かかる体勢を取っていると。

「……のりすけ」

　あるえがポツリと呟つぶやいた。

　どうやら、この猫の名前候補らしい。

「……ぺれきち」

　更さらに他ほかのクラスメイトが呟いた。

「ちょいさー」

「まるも」

「かずま」

　次々と呼ばれるそれらの名前が気に食わないのか、ゆんゆんに抱かれた猫が、くしゃみでもするかのように鼻を鳴らしている。

　次々と名前候補が上がる中、ゆんゆんが猫を持ち上げ。

「この子、メスなんだけど……」

「……じゃあやっぱもう、めぐみんでいいじゃん」

「ぶっ殺」

　私が一人のクラスメイトと取っ組み合いを始めると、ゆんゆんが突とつ然ぜん大声で。

「クロ！　クロちゃん……！　……とか、ど、どうかな。ほら、その、黒猫だから……」

「「「「…………」」」」

　それに辺りが静まり返る。……と。

「まあいいかもね。変わった名前で覚えやすいし」

「えっ!?　か、変わって……!?」

　……ふむ。

　確かに変な名前だけど、その分覚えやすいかもしれない。

　それに名前を付けられた当の本人がゆんゆんに抱かれたまま目を細め、満まん更ざらでもなさ気な態度だ。

「では、取り敢あえずはこの、クロという変な仮か名めいって事で。もし本格的に私の使い魔になる際には、もっとちゃんとした素す敵てきな名前を付けてあげましょう」

「変!?　ねえ、やっぱ私、変なの!?　この里の中で変なのは私の方なの!?」

　ゆんゆんが涙なみだ目めで訴うつたえてくる中、私はクロを抱き上げた。
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「ねえめぐみん。今日は、小物屋に寄って行かない？」

　学校からの帰り道。

　確か、馴なれ合うのは昨日だけだとの話だったはずなのだけれど、ゆんゆんはなぜか、今日も私の後ろをついて来ていた。

　まあ、こちらはライバルだとは思っていないので、別にいいのだが。

「小物屋なんてこの里にありましたっけ？」

「鍛か冶じ屋やさんが、趣しゆ味みで小物を作り始めたんだって。その、め、めぐみん……」

「学校帰りに友達と可愛い小物を見るのが夢だったんですね、はいはい、行きましょう」

　ゆんゆんと一いつ緒しよに、鍛冶屋へ寄り道をして帰る事になった。




「──おうらっしゃい！　なんだ、族長のところの変わり者の娘むすめと、変わり者のひょいざぶろーのところの娘じゃねーか。なんだ、何が欲しい？　お前さん達みたいな子には、そうだなあ……。この巨きよ大だいな大たい剣けんなんてどうだ？　大おお斧おのとか、ハンマーなんかもあるぞ」

「か、変わり者……」

「か弱い乙女おとめになぜそんなゴツイ武器を持たせようとするんですか？　私達に武器なんて必要ないじゃないですか」

　そもそも、魔法使いの里に武器防具専門の鍛冶屋がある事が間ま違ちがってる。

　せめて、杖つえでも作ればまだ需じゆ要ようがあると思うのだけど。

「女の子が大きな武器を振ふり回すのがいいんじゃないか。ギャップだギャップ」

「どこの世界にそんな女の子がいるんですか。……ゆんゆん、どうしました？」

　隣となりではゆんゆんが、店内をキョロキョロと見回している。

「あの、ここで、趣味で小物を作り始めたって聞いたんですけど……」

「小物なら、そこにあるじゃねえか。異様に長い剣だとか、複雑な形をした武器しか好まない紅魔族の者には不評なんだけどな」

　大おお柄がらな鍛冶屋の店主が、店の隅を顎あごで指す。

　確かにそこには、小物というか、ナイフ類というか……。

「世間一いつ般ぱんでは、小物と言ったら小さな武器ではなく、ファンシーなアイテムの事を言うのですが」

「そんな事言われても。ウチは客が来ねえから、こんな物でも扱あつかわないと商売上がったりなんだよ」

　店を出す土地を間違っているのだと思う。

　と言うか、これでどうやって生計を立てているのか。

「その顔は、どうやって食ってんだって顔だな。俺だってアークウィザードの端はしくれだ。魔ま力りよくをふんだんに使い、普ふ通つうじゃ扱えない程ほどの熱量を持つ炉ろを操あやつって、上質の鎧よろいを作ってるんだよ。これでも、一部の鎧マニアには俺の鎧は評判がいいんだぜ？　名前は出せないが、とある大貴族のお嬢じよう様さまですら、ウチの鎧を愛用してくれてんだぞ」

「大貴族のお嬢様がどうして鎧を愛用するのですか。ゆんゆん、そろそろ……」

　ゆんゆんは、銀色の短たん剣けんを大事そうに手に取ってそれを見ていた。

「……気に入ったのですか？」

　ゆんゆんがこくこくと頷うなずいた。




　──その後、ゆんゆんと別れて自宅に帰ると、今日もローブの裾すそを泥どろだらけにしたこめっこが駆かけてきた。

「姉ちゃんお帰り！　お土産みやげは？」

「今日はお土産はなしです。というか、また外に出たのですか？　今、この里では、邪じや神しんの封ふう印いんとやらが解けかかっていたりするそうなので暗くなる前には帰るんですよ」

　私の言葉をどこまで聞いているのやら、こめっこが私の抱いているクロを、ソワソワしながらジッと見ていた。

「……じゅるっ」

「!?」

　怯おびえるクロが、こめっこの手が届かない場所に逃にげようと、私の肩かたに爪を引っ掛けよじ登る。

　飼い主様の体をよじ登ろうとするとは、なかなかに肝きもの据すわった猫ねこだ。

「姉ちゃん、晩ごはんはお肉だね！」

　愛あい玩がん動物も昆こん虫ちゆうも、平等に食べようとする我が妹に少しだけ戦せん慄りつを覚えながら。

「こめっこ、まあ待つのです。こんなにやせ細った状態では、食べるところなんて殆ほとんどありません。なので、もっと太らせてから食べるのです」

「なるほど。姉ちゃん、頭いいね！」

　屈くつ託たくなく笑うこめっこの、泥だらけの顔をハンカチで拭ぬぐってやる。

「で、こめっこはここのところ、外で何をして遊んでいるのですか？」

「おもちゃを見つけたから、それで遊んでる！　姉ちゃんもやる？」

　……おもちゃ？

　なぜか、その言葉に引っ掛かるというか、気になるというか。

　そう、確か私が…………。

「姉ちゃん、お風呂ふろ入ろう！　ついでにその子も一緒に洗っておこう！　アク抜ぬきって言うんだって！」

「こめっこ、私の肩でこの毛玉ががふるふる振しん動どうしてますので止めてあげて下さい」




　　　　12




　こめっことクロを風呂に入れ、風呂から上がると質素なご飯を食べて自室に戻もどる。

　階下が騒さわがしいのは、きっと母が帰って来たからだろう。

　父はどうせ、食べることも忘れて変わった魔ま道どう具ぐを作っているに違ちがいない。

　私は絨じゆう毯たんに敷しかれた薄うすい布ふ団とんの上に転がると、お腹なかの上にクロを乗せた。

　そして、思い出した。

「おもちゃと言えば。あの人と会った時、おもちゃを探してくれと頼たのみましたっけ」

　独り言を呟きながら、暗い部屋でクロを抱だき上げ、目の前に持って来て目線を合わせた。

　暗い中、クロはまるで私の言葉に聞き入る様に、ジッとこちらを見つめている。

　ふてぶてしくも、大きくて丸く、愛らしいとも思える瞳ひとみ。

　……なぜだろう。

　この子を見ていると、どうしてだかあの人を思い出す。

　私が布団を頭まで被かぶって潜もぐり込むと、当然のごとく布団の中に潜り込んでくる。

「おい、居い候そうろうの身で随ずい分ぶんな態度じゃないか」

　布団の中、勝手にお腹の上に乗り丸くなるクロの手て触ざわりを楽しみながら。

　私は、当分はこのまま、里から出る事もなく──

　学校へ行き、妹の面めん倒どうを見て。




　そんな、変わらない毎日を送るだけだと思っていた──
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「めぐみん！　分かってるわね、今日も勝負よ！」




　どこかの教師が行った天候操作の儀ぎ式しきの反動により、透すき通る様に晴れた朝のこと。

　私が教室に入ると、待ち構えていたゆんゆんに絡からまれた。

　今日はなんだか、妙みように機き嫌げんが良さそうだ。

　──と、機嫌が良い理由に気がついた。

　ゆんゆんの腰こしの後ろには、先日買った銀色の短たん剣けんがぶら下がっている。

　それを、こちらに見えるように幾いく度どとなく手で位置を変えてくるのが鬱うつ陶とうしい。

　似合っているとでも言って欲しいのだろうか。

　私はゆんゆんの彼氏でもないので、そんな面めん倒どう臭くさい乙女おとめ心ごころにはつき合いたくない。

「いいでしょう、受けて立ちます。でも、賭かけ金代わりのスキルアップポーションを持っていないのですがどうします？」

「賭け金……。そ、それじゃあ、私が勝ったらめぐみんは、なにか一つ、私の言う事を聞くって事で……」

「いいですよ。特別に、勝負方法はゆんゆんに有利なものにしてあげます。その、腰にぶら下がっている格好良い短剣を使った勝負です。どうですか？」

「この短剣を？　いいわ、どんな勝負か分からないけど受けて立つわ！」

　自信満々なゆんゆんを連れて自分の席につくと、私は机の上に手のひらを広げて置いた。

「では、その短剣を使って私の指の間を連続で突ついて下さい。十数える間に全すべての指の間を突けなければゆんゆんの負けです。簡単でしょう？」

「待って！　待ってよ！　無理無理、そんなの無理！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ゆんゆんの腕うでを信じてますから。もし刺ささっても我が慢まんします。では、よーいどん！　いーち、にーい……」

「もういいから！　今日も私の負けでいいからっ！」

　今日も、そんないつも通りの朝だった──

「……ふう。ごちそうさまでした。今日も美味おいしかったですよ」

「うう……。たまにはまともな勝負をして欲しいんだけど……」

　私が差し出した弁当箱を受け取りながらゆんゆんが涙なみだぐむ。

「……そう言えばゆんゆんは、後何ポイントで上級魔ま法ほうを覚えられるのですか？」

「ポイント？　あと……。３ポイント。３ポイントで上級魔法を覚えられるわ。そうしたら、その……。ここを卒業しちゃう事になるんだけど……。めぐみんは、後何ポイントで魔法を覚えられるの？」

　紅魔族の学校は、魔法さえ覚えればいつでも卒業が可能となる。

　ゆんゆんの言葉に自分の冒ぼう険けん者カードを見ると、そこに表示されているスキルポイントは46。

　そして、習得可能スキルと書かれた欄らんには、《上級魔法》習得スキルポイント30という文字が光っていた。

　でも私が覚えたいのは爆ばく裂れつ魔法だ。爆裂魔法の習得にはあと……。

「あと４ポイントですね。ということは、順当にいくと私よりもゆんゆんの方が先に卒業という事になりそうです」

「えっ!?　ちょ、ちょっと待って、成績はいつもめぐみんの方がいいのに、どうして私よりもポイントが少ないの？　ていうか、あれっ!?　私一人で卒業……!?」

　ゆんゆんがワタワタしている中、担任がやって来た。

　ざわめいていた教室内が静かになり、教きよう壇だんに立った担任教師が、名めい簿ぼを片手に名前を呼ぶ。

「よーし、出席を取るぞー」

　担任に名前を呼ばれ、次々に生徒が返事をしていく。

「……どどんこ！　ねりまき！　ふにふら！」

　生徒数が十一人しかいない小さな教室では、すぐに私の順番が回ってくる。

「めぐみん！　…………あとゆんゆん！」

「は、はいっ！　……先生、今の間はなんですか？　『あと』って言いましたか？　また忘れそうになっていませんでしたか？」

「よし、では授業を始める！　……と、言いたいところだが。実は近ちか頃ごろ、里の周辺のモンスターが妙に活発化していてな。俺も校長に頼たのまれ、里のニート……、ではなく、手の空いている者達を率いてモンスター狩がりをする事になった。お前達は昼を過ぎたら帰ればいい。それまでは、図書室にて各自自習をしている様に。以上！」

　質問を無視されたゆんゆんが涙目になる中、担任はそう告げると教室を出て行った。

　──ここは魔ま王おう軍ですら恐おそれる紅魔の里。

　そんなところでモンスターが活発化とは珍めずらしい。

　周辺のモンスター達は里に近づく事すらしないというのに……。

　そんな事を考えながら、図書室の中をウロウロして本を探す。

　先日読んだ、あの妙な本の続きが読みたい。

『暴あばれん坊ぼうロード二巻』、『暴れん坊ロード二巻』……。

　──見つけた。

「ゆんゆん、あなたが手にしているその本を探していたのですが。何冊かいろんな本を手にしていますが、すぐ読まないのなら先に読ませてはもらえませんか？」

　ゆんゆんが、数冊の本と一いつ緒しよに『暴れん坊ロード』の二巻を手にしていた。

「えっと……。いいけど、めぐみんもこんなの読むの？　じゃあ、はい」

　そう言って手て渡わたされた本は『ゴブリンだって会話ができる』『モンスターと友達になろう』。

「誰がこんなもん見せろと言いましたか！　そうではなく『暴れん坊ロード』の方です！」

「えっ、めぐみんもこれ好きなの!?　面おも白しろいよね、私、もう何回も読んじゃって！　二巻の『ニセ君主一行現る！』のラストなんて、まさかご老公が偽にせ者もののお供の二人と旅に出ちゃう超ちよう展開になるだなんて……」

「ネタバレはやめて下さい！　……っていうか、なんなんですかその他ほかの本のチョイスは。タイトルが酷ひどすぎますよ。酷すぎ…………。……これは酷い」

「やめてよめぐみん、どうしてそんな同情する目で私を見るの!?　これ見てよ、サボテンにだって心はあるんだってさ！　つまり、植物と友達にも……！」

　……この子は一体どうしたものか。

「まったく。そんなに友達が欲しいと言うのなら、私へのライバル宣言を取り消せば……」




「──ちょっとゆんゆん。あんた、またそんなもん読んでんの？　そんなに友達が欲しいのなら、あたしがなってあげよっか？」




　横合いからの突とつ然ぜんの声に振ふり向くと、そこには以前ゆんゆんに声を掛かけてきたクラスメイトの……。

　クラスメイト……の……。

「ふにくらではないですか。友達なんてものは、なってあげるものではないですよ。自然となっているものです」

「ふにふらよ！　あんた、クラスメイトの名前ぐらいちゃんと覚えなさいよ！」

　いきり立つふにふらに、ゆんゆんがガッと迫せまった。

「今なんて？　その、今なんて言ったの!?」

「ちょっ、ゆんゆん近い、顔近いって！　と、友達になろっかって言っただけで……！」

　真しん剣けんな顔で迫るゆんゆんに、軽く引きながらふにふらが慌あわてて言う。

　それを聞いてゆんゆんが、顔を赤らめながら何度もコクコクと頷うなずいた。

　おお……万年ぼっちのゆんゆんに、とうとう友達が！

　勝手ながらゆんゆんの将来を心配していたけれど、これで少しは安心できる……！

「ふっ……、不ふ束つつか者ものですが、これからよろしくお願いします！」

「ねえゆんゆん、あんた友達ってなにか分かってる!?　分かってるんだよね!?」

　……安心できる……だろう……。
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「ね、ねえゆんゆん！　新しいのあげるから！　髪かみ留どめのゴムぐらい、無くしたならまたあげるからさ！　めぐみんも反省してるみたいだし、そんぐらいで！」

「だってだって……！　友達から初めて貰もらった物なのに……！」

　──ちっとも安心できなかった。

　ふにふらが、あんたちょっとオシャレしなよとゆんゆんに髪留めをあげたらしい。

　それを貰ったゆんゆんは、嬉うれしくて、一いつ旦たん教室に戻もどり、机の奥に大事に仕し舞まっておいたらしい。

　──そして。

「ていうか、なんでめぐみんは私の机の中漁あさったりするの!?　なんで人のゴムを飛ばして遊んだりするの!?　子供なの!?」

　本を読むのに飽あきて早めに教室に戻った私が、暇ひま潰つぶしに窓の外にピンピン飛ばしていたゴムの中に、それが交ざっていたらしい。

　そして現在、髪留めは窓の外の木の天辺てつぺんに引っかかり、どうにもならない状じよう況きようにある。

　──私は教室の床ゆかに正座したまま。

「違ちがうのです。窓の外に見えるあの木の枝に、ほら、ミノムシがぶら下がってるじゃないですか。あれが凄すごく気になって気になって、もう撃うち落としたくてたまらなくなり、自分の机の中にあったゴムだけでは仕留め切れなかったので、つい拝借を……」

「『つい』じゃないでしょ、女の子のやる遊びじゃないから！　まったくもう……っ！」

　深々と頭を下げる私に、ゆんゆんがため息を吐ついた。

「ふにふらさん、ごめんね！　その、せっかく貰った物なのに！　家に持って帰ったら、金庫の中に仕舞っておこうと思ってたのに……！」

「そこまでしなくていーから！　重いよ！　ていうか、髪留めなんて使うもんだから！」

　ゆんゆんに軽く引き気味のふにふらが、

「それよりさ、そろそろお昼だし。どどんこも交ぜて、向こうで一緒に弁当食べようよ」

　なんでもなさ気にそんな事を言った。

「い、いいの!?　一緒にお弁当食べるとか、そんなのまるで友達同士みたいじゃない！」

「いやだから、友達だから！　あたし達、友達になったじゃん！」

　ゆんゆんのぼっち癖ぐせは既すでに末期に近かったらしい。

「そうですね、もういい時間ですしお昼を食べてとっとと帰りましょうか」

　床に正座させられていた私も立ち上がり、二人について行こうと……。

「……めぐみん、お弁当なんて持ってきてるの？」

「ないです」

「ダメじゃん」

　ゆんゆんの言葉に答える私に、ふにふらがダメ出ししてきた。

　……これはマズい、大変な事に気がついた。

　ゆんゆんに友達ができるまではよしとしよう。

　でもそれと同時に、今後、貧しい私の大切なライフラインが失われてしまう。

　弁当の包みを持ってよそに行こうとするゆんゆんを見ながらオロオロしていると。

「めぐみん、その……。半分だけなら……ちょ、抱だきつかないで！　拝まないで！」




　──しかし、女が三人集まれば姦かしましいとは言うが。

「でさー、絶対あの人って、あたしに気があると思うわけよ！　でもどうしよう、あたしってさ、ほら、前世で、生まれ変わったら次も一緒になろうって誓ちかい合った相手がいるじゃん？　だからこれって浮うわ気き？　みたいなね」

「いいじゃないの、前世は前世、今は今。私の運命の相手は最も深いダンジョンの底に封ふう印いんされてるイケメンな設定……じゃない、そのはずだから、私の場合は早く魔法を覚えて彼を助けに行かないとだし」

　なんだろうこの痛々しい会話は。

「そ、そうなんだ、凄いね二人とも！」

　ゆんゆんが、緊きん張ちようした笑えみを浮うかべて相あい槌づちをうった。

　クラスメイトのふにふら、どどんこの席で四人で昼食を食べているのだが、先ほどから謎なぞの恋こいバナが止まらない。

　脳内で作られた恋こい人びとの話と現実がごっちゃになっているらしい。

「で、ゆんゆんは？　ゆんゆんの好みのタイプ……じゃないや、前世での恋人ってどんな人だったの？」

　どどんこが、フォークでサラダをつつきながら尋たずねると。

「私!?　その、物静かで大人しい感じで、私がその日にあった出来事を話すのを、隣となりでうんうんって聞いてくれる、優やさしい人が……」

「地味ねえ」

「地味だわね」

「まあしょうがないですね、変わり者のゆんゆんですから。ちなみに私の前世は破は壊かい神のはずですから、恋人はいませんでした。あ、ごちそうさまです、美味おいしかったですよ」

「変わり者!?　ねえ、私って変わり者なの!?　っていうかめぐみん、半分って言ったじゃない！　なのにまたお弁当全部食べた！」
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　学校からの帰り道。

「良かったですね、友達ができて。ゆんゆんは、前世がダイオウコドクムシじゃないのかと疑うぐらいに、ぼっちを貫つらぬいてきましたからね。ちょっと心配だったのですよ」

　浮かれながら隣を歩いていたゆんゆんに、私は言った。

「好きで一人でいる訳じゃないからね！　……って、めぐみん口元。あーあー、女の子なんだから少しぐらいは身だしなみに気をつけなさいよ、ソースがついてるわよ？」

　言いながら、私の口元をハンカチでかいがいしく拭ぬぐってくるゆんゆんは、なんだか母親みたいだ。

「実はゆんゆんの事を、友達になろうと言いながら近寄ってくる悪い男に、簡単に騙だまされそうな社会適応能力のない子だと思っていたので、明日あしたからは少し安心できますよ」

「私はめぐみんの事を、ご飯を奢おごってあげるよと言いながら近寄ってくる悪い男に、簡単に騙されそうな生活能力のない子だと思っていたから、明日からが少し不安なんだけどね」

　私の口元を拭っていたゆんゆんと視線を交かわすと、その場でバッと大きく距きよ離りを取る。

「面白い事を言ってくれますね。この私がご飯欲しさにノコノコ男について行く、チョロいお手軽女だとでも？」

「めぐみんこそ、幾いくらなんでも私の事を侮あなどり過ぎじゃないかしら。友達って言葉さえつけばホイホイ男についてく様な、チョロい尻しり軽がる女だとでも？」

　道みち端ばたでゆんゆんと対たい峙じしながら、不敵に笑いあった。

「おやおや、私には……『俺達友達だろ？』って一言でダメ男にいいように使われているゆんゆんの未来が、簡単に幻げん視しできるのですがねえ！」

「私には、生活能力がないから簡単に路頭に迷い、めぐみんのタイプとは真逆な感じのダメ男に、プライド捨ててご飯奢って下さいと泣きつく姿が幻視できたわ！」

　……ライバルを自じ称しようするこの娘ことは、ここで決着をつけておかないと！

　威い嚇かくするポーズを取る私に、警けい戒かいしながら身構えるゆんゆん。

　一いつ触しよく即そく発はつな状況の中、突然横合いから声が掛けられた。

「あれ、めぐみんじゃないか」

　そちらを見ると、我が家の近所に住む、靴くつ屋やのせがれが立っていた。

「ぶっころりーじゃないですか。こんな所で何してるんです？」

　私やこめっこにとって近所のお兄さんみたいな存在なのだが、『世界が俺を必要とする日がくるまで力の温存をする』とか言い張り、毎日家でゴロゴロしている人だ。

　そんな彼が外をうろついているのは珍めずらしい。

「最近、モンスターが活発化して、里の近くにまで出しゆつ没ぼつしたらしくてね。さっきまで、里周辺のモンスターを駆く除じよしてたんだ。いやあ、『今こそ温存してきたその力を振るう時だ！』って頼たよられてさ、張り切っちゃったよ」

　そういえば担任が、里のニート達を率いてモンスター狩がりをするとか言っていた。

　体ていよくタダ働きさせられたのだろうけど、本人は満足そうだしそっとしておこう。

「そういや、普ふ段だんは見かけない妙みようなモンスターがいてね。あれは何だったんだろう？　この里の周辺にあんなヤツいたかなあ……」

　そんな事を呟つぶやくぶっころりーが、ふとゆんゆんと目が合った。

「……我が名はぶっころりー。アークウィザードにして上級魔ま法ほうを操あやつる者……。紅こう魔ま族ぞく随ずい一いちの靴屋のせがれ、やがては靴屋を継つぎし者……！　族長の娘さんだね。どうぞよろしく」

「あっ！　は、はい、ゆんゆんです、よろしくお願いします……」

　ぶっころりーの大おお仰ぎような自己紹しよう介かいに、恥はずかしそうに顔を赤らめ、俯うつむきながら小さな声で名乗るゆんゆん。

　せっかくの名乗りチャンスなのに、やはりこの娘は変わり者だ。

「で、二人は何してたんだい？　なんか、バトルっぽい熱い雰ふん囲い気きだったけど」

「そうでした！　この娘と、どちらが上かを決める血みどろの殺し合いをするのでした！　さあゆんゆん、いきますよ！」

「待って！　普ふ通つうの勝負するだけじゃなかったの!?　そんな覚かく悟ご私には無いから！」
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　立てつけの悪い我が家のドアを開け、玄げん関かんから中へと呼び掛かける。

「帰りましたよー」

　ドタドタと廊ろう下かを走る音と共に、出で迎むかえの大声が家に響ひびいた。

「姉ちゃんお帰り！」

　こめっこが、満面の笑みで玄関先に飛び出してきた。

　ほっぺたに泥どろをつけ、ローブの裾すそも泥にまみれている。

　どうやら、またどこかに遊びに行っていた様だ。

「こめっこ、どこへ出で掛かけているのかは知りませんが、なんでも里の周辺にまでモンスターが出没したそうです。妙なモンスターを見たとの話もあるので、あまり出歩いてはいけませんよ？」

「分かった！　あんまりは出歩かない様にする！」

「……いいと言うまで、外に出ない様に」

　と、こめっこが、玄関先で靴を脱ぬぐ私へ一枚の紙を渡わたしてきた。

「……？　なんですかこれは？」

「なんか、顔色の悪い綺き麗れいなお姉ちゃんが来て、『こちらに凄すご腕うでの魔ま道どう具ぐ職人さんはいますか？』って言うから、凄腕の魔道具職人はいないよって言ったら、そうですかって言って、これを置いて帰ってった」

　……？

　よくよく見れば、それは魔道具の注文の紙のようだ。

　その隣にはえらく達筆な字で、

『あなたの製作なされる素す晴ばらしい魔道具の数々に胸を打たれました。ぜひとも、当店と良いおつき合いをさせて頂きたく……』

　そんな文章と共に、以下、父を褒ほめちぎる内容が書かれている。

　……確かに、父は魔道具を製作する職人だ。

　だが、我が父の作る魔道具は強い魔ま力りよくを持つものの、どれもこれもが欠けつ陥かん品ひんばかり。

　どこの店主か知らないが、他ほかの職人と勘かん違ちがいしているようだ。

　もし勘違いでないのなら、この店主は商売センスが狂くるっているとしか思えない。

「まあ、他の職人と間ま違ちがえたか、ただの冷やかしですね。店の所在地は駆かけ出し冒ぼう険けん者の街アクセルですか。名前は……」

　と、私が手紙を最後まで読み終える前に、こめっこが服の裾をグイグイと引っ張りだした。

「姉ちゃんお腹なか空すいた！　料理して！　材料は用意してあるから！」

「はいはい、今何か作ってあげますよ。……というか、大した材料はなかったはずなのですが。野菜か何かが余ってましたっけ」




　──こめっこに引っ張られて台所に立つと、そこには調味料や皿が並べられ、既すでに鍋なべも用意されていた。

　それらの横には野菜の切れ端はしなどが置かれている。

　貧びん乏ぼうな我が家においての、何の変へん哲てつもないいつもの材料。

　野菜スープでも……と思っていると、鍋からカタカタと小さな音が。

「……？」

　ふたを開けると、そこには……。

「……こめっこ、その、この子はもう少し太ってからにしましょうね」

「昨日よりは太ったよ！　いつぐらいに食べる？　明日？」

「も、もうちょっと待ちましょう、もうちょっと」
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　今日は、こめっこに朝ごはんをたくさん食べさせたから大だい丈じよう夫ぶだと思って置いていったのだが、やはりこれからは学校に連れて行こう。

　──うん、そうしようと決めると、私は鍋の中で震ふるえるクロを抱だき上げた。
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　今日は学校が休みだ。

　週に一度の忌いま々いましいこの日は、私にとって苦難の一日となる。

　なぜならば…………。

「姉ちゃん、おはよう！　今日は学校ないんでしょ？　じゃあわたしと一いつ緒しよに朝ごはん食べよう！」

「……こめっこ、朝ご飯は、朝早く出掛けて行った我が母が台所に用意してあるはずです。一緒に置いてある、私の分も食べていいですよ。私はこのまま、カロリー温存のために一日動かずにいますから」

　私は布ふ団とんから出ず、起こしに来たこめっこに告げた。

　だがこめっこは、その場から動かず。

「学校がない日はゆんゆんから朝ごはんもらえないんでしょ？　食べよう！」

　……妹の言葉を聞き、仕方なく布団から出た。

　学校が休みな以上、今日はゆんゆんから得られる弁当を頼れない。

　普段は、学校で朝食が食べられるからと、自分の分の朝ごはんを育ち盛りのこめっこに与あたえているのだが。

　優やさしい妹は、休みの日になると朝ご飯を一緒に食べようと誘さそいに来る。

「しょうがないですね、今日の朝ごはんはなんですか？」

「おにぎりとシャケ！」

「……月末ですからこの献こん立だてもしょうがないですね。でも、私はシャケは苦手なので、代わりにこめっこが食べて下さい」

「それじゃあ、コイツの餌えさにしよう」

　言いながら、こめっこは私と一緒に布団から這はい出てきたクロを見た。

　本当は自分で食べたいだろうに。

　そんな、優しい妹の頭を撫なでていると……。

「……じゅるっ」

　……クロを見てヨダレを垂らした妹を促うながし、台所に。

「クロ、わたしのシャケの皮も食べる？」

「にゃうー」

「皮には栄養があるんですよ、残さず食べるのがよいです」

　こめっこと食事を終えると、私は今日の事に頭を巡めぐらす。




　──父は魔道具を作る職人なのだが、父の作る魔道具はいかんせんクセがある物ばかりでなかなか売れない。

　売れたとしても二束三文で買い叩たたかれるため、我が家はいつも貧乏だ。

　月の終わりに、母と二人で街へ魔道具を売りに行くので、この時期は私と妹の二人で生きていく事となる。

　今日の朝から出掛けると言っていたので、数日は帰って来ないだろう。

　食料が置いてある冷蔵室には、大した食べ物はなかったはず。

　となると……。

「こめっこ。これから里に散歩に行きますよ。そして、食料を……」

　がりっ。

「ミギャッ！」

　……何かをかじる様な音と共に、クロが小さな鳴き声をあげた。

「……今、クロをかじりましたか？」

「生は美味おいしくなかった」

　──これはいよいよ急がなくてはいけない。




「こめっこ、いいですね？　あなたの目標はおじいちゃんです。私は、この溢あふれ出る魅み力りよくで若い男に貢みつがせてみます」

「魔ま性しようの姉ちゃん！」

「ふふふ、見ていなさいこめっこ、あまりこんな事はしたくありませんでしたが、冷蔵室を見る限り、かなりマズい状じよう況きようの様です。……おっと、言っている間にも早さつ速そくカモが」

　クロを、まるでぬいぐるみの様に片手で抱き締しめているこめっこの手を引き、良い姉を演出しながら私はカモに近づいた。

「靴くつ屋やのイケメンぶっころりーではないですか。おはようございます、いい朝ですね」

「……俺、無職だし金ならないぞ」

　庭で決めポーズの練習をしていたご近所さんのぶっころりーは、私の笑え顔がおに警けい戒かいしながら先手を打ってきた。

　ただのニートだと思っていたが、侮あなどれない男かもしれない。

「まさか。この私が、幼い頃ころからお世話になってきた尊敬するぶっころりーに、お金をせびろうとする訳がないではないですか。ちょっとお腹が空いているだけですよ」

「何が尊敬するだよ、結局タカる気は満々じゃないか！　肩かた身みの狭せまい無職な俺には、家から何か食べ物を持ってきてやるだなんてできないよ。悪いけど、他をあたって……」

「お兄ちゃん、お腹空いた！」

「待ってろよこめっこ！　お兄ちゃんが、ちょっと家から食い物かっぱらってきてやるからな！」

　駆け出して行くぶっころりーの背中を見送りながら、私の手を握にぎるこめっこに。

「……今日からは、魔性のこめっこを名乗ってもよいですよ」

「我が名はこめっこ！　家の留守を預かる者にして紅こう魔ま族ぞく随ずい一いちの魔性の妹！」

　魔性の妹は、この後もたくさんの貢ぎ物を巻き上げていった。
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「めぐみん！　分かってるわね!?」

　朝からなぜそんなにテンションが高いのか、今日も教室に着くと同時にゆんゆんに絡からまれた。

「分かってますよ、朝ごはんの時間ですね。ついでにこの子の食事もお願いします」

「朝ごはんの時間ってなによ！　毎日、どうして私が負けるのが前提で……。……えっ、この子って、クロちゃんの分？　クロちゃんのごはんも私が用意するの!?」

　ゆんゆんが朝からテンション高く叫さけぶ中、私は自分の肩かたにへばりついていたクロを、これみよがしに抱かかえ上げた。

「嫌いやなら別に構いませんが。ただ、我が家はあまり裕ゆう福ふくな方ではないので、受け入れられないと言うのならばこの子は飢うえる事に……」

「分かったわ！　分かったわよ、その子の分もごはんをあげればいいんでしょう!?　で、でも、それはあくまでめぐみんが勝ってからだからね!?　それに、その子の分までごはんを用意しろって言うのなら、今日の勝負内容は私に決めさせてもらうわよ！」

「いいですよ」

「それが嫌だって言うのなら…………えっ？　いいの？」

　驚おどろきの表情を浮うかべるゆんゆんに、私はもう一度。

「いいですよ。勝負内容はゆんゆんが決めてくれて構いません」

「……ッ！」

　私のその言葉にゆんゆんは、パアッと顔を輝かがやかせて小さくガッツポーズを取る。

　そして、途と端たんにハッと表情を引き締めて。

「勝負は一回こっきりだからね？　勝負内容を決められるのは三回勝負の内の最初の一回だけだとか言い出さないでよね!?」

「言いませんよそんな事、私をなんだと思っているのですか」

　即そく答とうする私の言葉に、だがゆんゆんは未いまだ疑わしそうに。

「今負けたのは本物の我ではない。今のは我の仮の姿。この後の第二形態に勝ってこそ、真にゆんゆんの勝ちと言えるだろう……なんて、もう言わないわよね？」

「あんな昔の事をまだ覚えていたのですか。ちなみに私には第四形態までありますが、今日は一度でも勝てばその場で負けを認めてあげますよ」

　それを聞き、今度こそゆんゆんは、安心したようにホッと息を吐はいた。

「じゃっ……、じゃあ！　勝負は腕うで相撲ずもう！　これなら貧弱なめぐみんには負けないわ！」

　ゆんゆんは自分の机の上に腕を置き、袖そでをまくり上げて自信たっぷりな笑みを浮かべた。

　抱えていたクロをゆんゆんの視界に入るように机の隅すみに置き、私も袖をまくって腕を置いた。

　そのまま、手を合わせてしっかり握ると、そんな騒さわぎに興味を持ったのか、眼帯をつけた長身のクラスメイト、あるえが近づいてくる。

「あるえ、ちょうどいいです。審しん判ぱんをお願いします」

「……ふむ、いいだろう。我が魔眼の前には何なん人ぴとたりとも不正は通らず。それでは、両者、構えて……！」

　私の頼たのみに、あるえは身につけていた眼帯を大おお仰ぎように外すと床ゆかの上に正座する。

「ところでゆんゆん。今回は私が勝ったら、私とクロ吉きちの分のごはんをもらう訳ですが。今日も私はスキルアップポーションを持っていません。あなたが勝った際には何を要求するのですか？」

「えっ!?　わ、私の要求!?　そ、そっか、そうよね……。それじゃあその……。い、一緒に……。明日あしたの朝から、私と一緒に、学校へ……！」

　床に正座したまま机の上に顎あごを乗せ、机の端はしに両手をかけたあるえが叫んだ。

「ファイッ！」

「そおいっ！」

「えっ？　あああああっ！　待って！　くうううう！」

　あるえの不ふ意い討うちの開始の声と共に一気に勝負を決めに入るが、ゆんゆんはギリギリで持ち堪こたえた。

　体格的には私よりも上のゆんゆんは、そのままジリジリと押し戻もどしてくる。

　不意討ちが効かなかった以上、かくなる上は……！

「くっ……。このままでは、今日の朝はごはんは抜ぬきですか……。ゆんゆんのお弁当は美味しいので、毎日のささやかな楽しみだったのですが……」

「!?　そ、そんな事言ってもダメだからね!?　今日こそはめぐみんに勝つの！　そして、紅魔族随一の天才の肩かた書がきは私がもらうわ！　族長の娘むすめゆんゆんじゃなく、それ以外の肩書きを……！」

　ゆんゆんは、族長の娘ということで特別扱あつかいされている事を気にしていたらしい。

　私に毎日突つっかかってくるのは、単に私以外に構ってもらえる相手がいないだけかと思っていた。

　だが、紅魔族随一の天才という肩書きだけは譲ゆずれない……！

「くっ、このままでは、私はおろかクロ助までもが食事にありつけなくなります……！　貧しい我が家ではクロ太た郎ろうの食事までは手が回らないのです。大切なクロ平べいのためにも、負けるわけには参りません……！」

「えっ！　そ、それは……。ていうか、大切とか言いながらクロちゃんの名前が細かく変わってるじゃない！　ダシに使ってるだけなんでしょ!?　私の良心につけ込もうとしているだけなんでしょ!?」

　良心を刺し激げきされ、ゆんゆんの力が抜けて膠こう着ちやく状じよう態たいになる中で、あるえが真しん剣けんな表情で。

「膠着状態！　残り制限時間は三十秒！　この時間内に決着がつかなければ二人は死ぬ！」

「「ええっ!?」」

　突とつ然ぜんそんな自分ルールを追加したあるえに戸と惑まどっていると、クロが机の上を歩き、ゆんゆんの傍そばに寄る。

　そして、私と拮きつ抗こうして腕を震ふるわせているゆんゆんの手をクンクン嗅かいで甘えだした。

「や、やめてクロちゃん、私が勝ってもクロちゃんのごはんぐらいはあげるから……！　そんな仕草を見せないで……！」

「ペットの物は飼い主の物！　私の分のごはんが無ければクロのごはんを取り上げると知るがいいです！」

「卑ひ怯きよう者ー！」

「ウィナー、めぐみん！」

　あるえが私の右みぎ腕うでを上げ宣言した。
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「先日、里のニート……手の空いていた勇ゆう敢かんなる者達を引き連れ、里周辺のモンスターを駆く除じよした事は知っているな？　おかげで現在、里の周りには強いモンスターがいない。弱いモンスターはあえて残してもらって、危険なものだけを駆除してもらった。今日の授業は野外での実戦だ。比ひ較かく的てき安全になった里周辺で、我が紅魔族に伝わる、養よう殖しよくと呼ばれるレベル上げ方法を使って全員のレベルの底上げをする。という訳で、校庭に集合する事！　あと、三人グループを三つとペアを一つ作っておくように！　以上だ！」




　出欠を取り終えた後、担任は今日の予定を告げて出て行く。

　と、教室内が賑にぎやかになった。

　クラスメイト達が好きな者同士で寄り集まっていく中、ゆんゆんが自分の席に座ったまま、私の方をチラチラ見てくる。

「なんですか？　自じ称しよう私のライバルのゆんゆん」

「自称!?　いや、その……そうだけど……。……グループ作りだってさ」

「そうですね。グループだそうですね。それが何か？」

　突き放した言い方をしてみると、目に見えてオロオロしだすゆんゆん。

　……まったく。

　相変わらず、一いつ緒しよに組みたいと自分から素す直なおに言い出せないらしい。

　まあ、ごはんももらった事だし、ここは自分から、

「めぐみん。組む人がいないなら私とどうだい？」

　自分の方から誘さそおうとしていると、いつの間にか近くにいたあるえが声を掛かけてきた。

　確か、三人グループでも良かったはずだ。

「いいですよ。一緒に組みましょうか」

「!?」

　隣となりではゆんゆんが、そんなやり取りを見ていよいよ困ったようにソワソワしだした。

　そんなゆんゆんを、私とあるえがなんとなく見る。

　ゆんゆんは、やがてこちらに向けてオドオドしながら、

「あ、あの、めぐみん、私も」

　何かを言いかけた、その時だった。




「ねーゆんゆん、あたし達と一緒に組むでしょ？」

「うんうん。いつもあぶれてるよね？　入れてあげるよ」




　ふにふらとどどんこがゆんゆんに声を掛けてきた。

　二人はにこにこと笑えみを浮かべながら、ゆんゆんの席にやって来る。

「えっと……。でも……」

　だが誘われたゆんゆんは、どうしようかと迷う視線でこちらをチラッと見て。

「ほら、行こーよゆんゆん。クラスメイトなんだしさ」

「そうそう、友達でしょ？」

「!?　とっ、友だ……！　う、うん、それじゃあ……」

〝友達〟の一言で、ゆんゆんは顔を赤くしながら立ち上がった。

　チョロい、なんてチョロい。

　やはりこの子は、将来悪い男に振ふり回されそうな気がする。

　ゆんゆんはまだこちらを気にしながらも、ふにふらに背中を押されながら教室から出て行った。

　その後ろ姿を見送る私に、あるえがポツリと……。
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　校庭で、担任教師がマントをなびかせながら声を張り上げた。

「よし、全員揃そろったな！　武器を持っている者は自分のを使っていいぞ。武器を持っていない者は、モンスターにトドメを刺さすのにこれを使え！」

　言いながら、地面に置かれている物を指す。

　それは様々な武器の山。特筆すべきは多くの武器が……、

「せ、先生！　武器が大き過ぎてどれも持てそうにないんですが……」

　そう、どれもこれもがえらく大きかった。

　長身のあるえの身の丈たけをも超こえる大たい剣けんや、私の体よりも大きな刃はを持つ斧おの。

　オーガですら振り回せそうもない巨きよ大だいな鉄球がついたモーニングスターなど……。

　と、担任が私達の目の前で巨大な大剣を軽々と持ち上げた。

　細身な体格のクセに、担任は顔色一つ変えずに片手で持ち……！

「コツは、自らの体に宿る魔ま力りよくを肉体の隅すみ々ずみまで行き渡わたらせる事だ。それにより、我々紅こう魔ま族ぞくは一時的に肉体を強化させる事ができる。今日までの授業を通して、実はお前達にその基き礎そを叩たたき込んできた。意識さえすれば、自然とその力が使えるはずだ！」

　担任のその言葉に、あるえが一歩前に出る。

　そして……。

「……我が魔力よ、我が血脈を通り我が四し肢しに力を与あたえよ！」

　あるえは一声叫さけぶと、身の丈以上もある大剣を片手で持ち上げた！

「「「おおっ！」」」

「えっ!?　す、凄すごい……！　凄いけど、今のセリフは必要だったの!?」

　一人ツッコんでいるゆんゆんを尻しり目めに、他ほかの生徒達も次々と武器の前に群がった。

「この子、私の持てる全すべての魔力を注いでも壊こわれないだなんて……！　さあ、あなたには名前をあげる！　そう、今日からあなたの名前は……！」

　巨大なハルバードを両手で抱だきかかえ、武器に名前をつける者。

「フッ!!　……へえ、今の素す振ぶりにも耐たえるなんて、なかなかの業わざ物ものね。いいわ、これなら私の命を預けられる……！」

　片かた刃ばの長ちよう剣けんを何度も素振りし、不敵な笑みを浮うかべる者。

　それらを横目にしながら、私も巨大な斧を手にした。

　私の魔力ならば、これぐらいいけるはず……！

「……くっ、まだ魔力が足りない様ですね……！　我が魔力よ燃え上がれ……！　さあ、その力を、その恩おん恵けいを我に……！」

　私は斧を手にして、ふらつきながらも持ち上げた。

　まだだ。まだ魔力が足りない！

　私は紅魔族において随ずい一いちの天才！　私ならこれくらいは……！

　歯を食い縛しばりながら斧を持ち上げる私の横で、ゆんゆんが。

「せ、先生、これ全部ハリボテじゃないですか……。木に金属メッキがされてるだけで、どれもこれも凄く軽いんですけど……」

「ゆんゆん、減点五だ」

「ええっ!?　ちょ、先生っ！」

　私は重い斧を放ほうり出し、一番小さい木ぼつ剣けんを拾い上げた。




　──里の外に広がる森の中。

　担任の前に並んだ私達は、各自思い思いの武器を手にしていた。

　皆みなが刃のない武器を携たずさえる中、ゆんゆんだけが本物の武器を握にぎっている。

　先日鍛か冶じ屋やで買った、銀色の短たん剣けんだ。

「よし！　いいかお前ら、よく聞けよ。先ほども言ったが、先日、この周辺の強力なモンスターは軒のき並なみ狩かった。なので、残っているのは弱いモンスターばかりだ。そいつらも念には念を入れて、俺が片かたっ端ぱしから魔ま法ほうで身動きを取れなくする。お前達は、動けなくなったモンスター達にトドメを刺せ」

　担任が巨大なハリボテの剣を手にしたまま言ってきた。

「問題ないとは思うが、もし何かあったら大声を出すように。では、解散！」

　担任はノリノリでそう告げると、どこへともなく走って行った。

　それに伴ともない、クラスメイト達があちこちに散らばっていく。

　──と、その時。

「『フリーズ・バインド』！」

　担任が去っていった方向から、そんな声が聞こえてくる。

　私とあるえがそちらに向かうと、そこには……。

「「おお……」」

　流石さすがは、腐くさっても紅魔族で魔法を教える教師。

　恐おそらく担任がやったのだろう、そこには首から下を氷こおり漬づけにされた、小さく呻うめく大トカゲがいた。

「『フリーズ・バインド』ー！」

　またも遠くから聞こえる担任の声。

　嬉き々きとして付近のモンスターを無力化させている様だ。

　私はあるえと顔を見合わせ。

「お先にいいかい？」

　あるえの呟つぶやきに私はコクリと頷うなずいた。

　あるえがハリボテの大剣を両手で構えて振りかぶる。

「その生命を以もつて、我が力の糧かてとなるがいいっ！」

　大剣がトカゲの頭に振り下ろされ、首から下を氷漬けにされたトカゲはキュッと鳴いた後、クタッと動かなくなった。

　あるえは自分の冒ぼう険けん者カードを見ると、満足そうに一つ頷く。

　レベルが一つ、上がったらしい。

　私が爆ばく裂れつ魔法を覚えるのに必要なスキルポイントは、残り４ポイント。

　ここで狩りまくれば、今日中に魔法を習得するのも不可能ではない！

　経験値の素もとを探して辺りを見回すと、首から下を氷漬けにされた角の生えた大きな兎うさぎを前に、何やら騒さわいでいるグループがいた。

　角持ちの兎に銀の短剣を構えたまま動かないゆんゆんだ。

　悲しげな目で命いのち乞ごいをするかの様にキューキュー鳴く兎を目にして、トドメを刺せずに固まっているらしい。

「ゆ、ゆんゆん、早く殺やりなよ！　早く狩って、次に行かないとさ！」

「そ、そうそう、成績二番手の優等生なんだから、まずはゆんゆんがお手本見せてよ！」

　短剣を手にしたまま戸と惑まどっているゆんゆんを、グループを組んだ二人が急せかしていた。

「ご、ごめん、この子と目が合っちゃって……！　ごめん、無理！」

　涙なみだ目めで首を振り、短剣をしまって二人に差し出すゆんゆんに、二人はそれを受け取らず。

「今からそんな事言っててどーすんの！　あたし達紅魔族は、そんな甘っちょろい種族じゃないっしょ？　そんなんじゃ舐なめられるから！」

「そそ、そうそう、動かないんだから簡単よ、クラス二番手の実力を見せてよ！　それでサクッと……！」




「では、サクッといってみましょうか」




　私はゆんゆんを煽あおっていた内の一人、どどんこの背後に立つと、その背中をグイグイ押して、

「えっ!?　ちょっ！」

　ゆんゆんから短剣を奪うばうと、慌あわてた声を出すどどんこの手にそれを強ごう引いんに握らせた。

　驚おどろくどどんこを後ろから抱きかかえるように、短剣をしっかり握らせ、腰こしの前に構えさせる。そして……。

「さあどどんこ！　殺るのです！　このつぶらな瞳ひとみをした憐あわれな兎を、あなたの経験値の足しにするのです！」

「待って！　ねえ待って！　めぐみん待ってお願い許して！」

「何を遠えん慮りよしているのですか、この無む垢くな兎を汝なんじの力の生いけ贄にえに……！　さあ、成績二番手のゆんゆんではなく、首席の私が直々に指導を……！」

「待ってえっ！　やめて、ほんとやめて！　それ以上押したら刃が刺さる！　キューって鳴いてる！　この子、キューって鳴いてるっ！」

「ちょ、めぐみんやめっ！　どどんこ泣いてっから！　やめ、おいやめろってば！」

　ふにふらとどどんこが騒ぐ中。




「……おい君達。なにか、ヤバイのがいるんだけど」




　あるえが森の方を指さして呟いた。

　言われるままに視線をやると、そこには一体のモンスター。

　両手に鋭するどい爪つめを持ち、漆しつ黒こくの毛皮に覆おおわれ、コウモリの翼つばさを生やした人型の悪あく魔ま。

　爬は虫ちゆう類るいの顔にクチバシがついたその頭が、辺りをせわしなく見回している。

　強そうだとか色々あるが、一番の問題点はそいつが氷漬けにされていない事。

　ここは、そっと離はなれて担任を……。

　──と、そいつの視線が、コソコソと逃にげようとしていた私に真っ直すぐ向けられた。
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「「先生先生先生先生────ッ!!」」

　ふにふら、どどんこの二人が大声で叫びながら全力で逃げる中。

「めぐみん、アレは知り合い？　なんか、思い切り狙ねらわれてるけど」

「知り合いな訳ないじゃないですか、アレは私に秘ひめられた力を恐れし、魔ま王おうの尖せん兵ぺいか何かで……、ほ、本当に、なぜ私を追いかけてくるんですか！」

「めぐみんの日ひ頃ごろの行いが悪いからよー！　こないだ、エリス教の祭さい壇だんに置かれてたお供えかじってるの見たんだからね!?」

　両りよう隣どなりを走るあるえとゆんゆんの声を聞きながら、私はモンスターに追われていた。

　空に舞まい上がったモンスターは他の者には目もくれず、なぜか私だけを追いかけてくる。

　他の生徒の姿も目に入っているだろうに、ゆんゆんの言う通り罰ばちでも当たったのだろうかと心配になる。

　私とあるえは、走る邪じや魔まになるあの大きな武器はとっくに捨てていた。

　散っていった他のグループの者もこちらの騒ぎに気づいた様だが、魔法を使える者がいないこの状じよう況きようでは……！

　と、背中でモゾモゾしている何かに気づく。

　背中に爪を立てて引き剝はがされまいとしているクロだ。

　──閃ひらめいた！

　私は背中にへばりついていたクロを引き剝がすと、それをモンスターに見えるように高々と掲かかげ。

「仕方ありません、この毛玉を差し出しましょう！　どうです？　私よりも美味おいしそうでしょう！　我が妹がごはんにしようと言い出す程ほどですから！」

「流石は首席、発想が違ちがうね！」

「酷ひどすぎる！　そんな事ばかりしてるからモンスターに追われるのよ！」

　ゆんゆんに叱しかられながらもクロを掲げると、モンスターは空中で旋せん回かいし、目の前にゆっくりと降りてきた。

　外見は凶きよう暴ぼうそうだが、その行動にはあまり敵意は感じられない。

　ふにふらとどどんこの二人は既すでに遠くに逃げ、他ほかの生徒達が遠巻きに見守る中で、私はモンスターと対たい峙じした。

　と、ゆんゆんが無言で私の前に立つ。

　両手で握った短剣の、銀色の刃やいばを煌きらめかせ、私とあるえを後ろに庇かばい、モンスターへと身構えた。

　まともな武器を持っているのはゆんゆん一人。

　どうやら、兎も殺せない小心者のクセに私達を守る気らしい。

　私の隣となりで、あるえが自分の冒険者カードをチラリと見た。

　この場で強力な魔法を覚えられないかを確かく認にんしたのだろう。

　……私なら、既に上級魔法を習得できる。だが、それをやってしまうと爆裂魔法が……。

　しかし、引っ込み思案で小心者なゆんゆんがこうしている以上、ここで私が、ゆんゆんに後おくれを取る訳には……！




「闇やみ色いろの雷らい撃げきよ、我が敵を撃うち貫つらぬけ！　『カースド・ライトニング』！」




　そんな叫さけびと共に、一条の黒い稲いな妻ずまがモンスターの胸を貫いた。

　声もなく崩くずれ落ちるモンスターを横目に声がした方を見ると、そこには、巨きよ大だいな剣けんを肩かたに載のせ、悠ゆう然ぜんとこちらに歩いてくる担任の姿。

　普ふ段だんはちょっと問題のある教師だが、こんな時には頼たよりになるし格好良い。

　──と、担任を呼びに行ってくれたのだろう、その隣にいたクラスメイトが。

「先生、魔法の詠えい唱しようも終わってたのに、どうしてあんなギリギリまで待ってたんですか!?」

「？　一番格好良いタイミングで助けるために決まってるだろう」

　……ちょっとじゃなく、酷く問題のある担任教師だった。
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「ねえ聞いた？　めぐみん達を襲おそったモンスターって、この辺りじゃ見た事もないヤツらしいよ。空を飛べるモンスターなんて、里の周りにはいないんだってさ」

　あのモンスターの乱入で野外授業は中止になり、早々と学校に帰ってきたのだが、教室内では早さつ速そくそんな噂うわさが飛び交かっていた。

　机の上のクロのしっぽを引っ張ったりしてそんな話に耳を傾かたむけていると、なんだか疲つかれた様子の担任が入ってきた。

　担任は肩を落としながら教きよう壇だんに立つと。

「お前らよく聞けー。邪じや神しんの墓の封ふう印いんが解けかけていた事は話したな？　今朝の野外授業で、変わったモンスターに出くわしただろう。調査の結果、アイツは邪神の下僕である可能性があるとの事だ。封印の欠片かけらを探しているのだが、相変わらず欠片は見つかっていないそうだ。急いで調査を進めないとマズい。という訳で俺も、今から駆かり出される事になった。昨日に続いてモンスター狩りだ。……よって、今日も午後の授業は無しだ。先日も言ったが、墓の再封印がなされるまでは一人で帰らず集団で下校するように。以上だ！」

　担任はそれだけ伝え、教室から出て行った。

　邪神だかなんだか知らないが、迷めい惑わくな話だ。

「めぐみん。……あ、あの……きょ、今日も……」

　何か言いたそうにチラチラとこちらを見るゆんゆん。

　まったく、一いつ緒しよに帰ろうと素す直なおに言ってくれればいいのに。

「……ゆんゆん、一緒」

「ねえゆんゆん、一緒に帰ろう！　ていうかさ、ちょっと話があるんだ！　それと、さっき置いて逃げちゃった事を謝りたくってさ！」

　……私の言葉を遮さえぎる形で、ふにふらがゆんゆんに声を掛かけた。

「えっ!?　あ……、う、うん」

　押しに弱いゆんゆんは、断りきれずにアッサリ頷うなずく。

　相変わらず、雰ふん囲い気きに流されやすい危あやうさのある子だと思う。

　見知らぬ男でも、土下座されてお願いされたら言う事聞いてしまいそうな。

「えっと、じゃ、じゃあねめぐみん。また明日あした……」

　どことなく不安そうで、寂さびしそうな表情のゆんゆんは、二人の後について帰って行った。

　…………。

　万年ぼっちなゆんゆんに友達ができるのは良い事だ。

　良い事なのだけども、なんだかちょっと……。

　と、背後に気配を感じて振ふり向くと、何か言いたそうなあるえがいた。

「………………寝ね取と」

「それ以上言ったら、その忌いまわしい巨きよ乳にゆうをエライ目に遭あわせますよ！」
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　──翌日。

　猫ねこのクセにやたらと肩に引っついてくる人ひと懐なつっこいクロを連れ、教室に入ったのだが。

「あ、めぐみんおはよう。……クロちゃんもおはよう」

　いつもは私の姿を見つけると、嬉き々きとして勝負を挑いどんでくるゆんゆんが、なぜか普ふ通つうに挨あい拶さつしてきた。

「おはようございます。……どうしたんですか？　いつもは私の顔を見ると、まるで野や盗とうか山さん賊ぞくのごとく、必ず喧けん嘩かを売ってくるクセに」

「私、そこまで無法者だった!?　いや、まあ間ま違ちがってはいないけどさ、も、もうちょっとこう、言い方を……。ライバル同士の勝負、とか……」

　もにょもにょ言うゆんゆんの傍そばに、二人組が近づいて来る。

　ふにふらとどどんこだ。

「ゆんゆんおはよう！　昨日はありがとね！　助かったあー！　やっぱ、持つべきものは友達だよね！」

「そうそう、ありがとね！　さすがゆんゆん！」

「あ、その……。わ、私も、友達の助けになったのならよかったよ……！」

　ゆんゆんがパアッと顔を輝かがやかせ、笑えみを浮うかべた。

　……なにがあったんだろう。

「よーし、お前ら席に着けー！　では、出欠を取る！」

　ゆんゆんに聞こうか聞くまいか迷っていると、担任が来てしまった。

　──出欠を取り終えた担任が、魔ま法ほうの詠唱文を黒板につらつらと書いていく。

　魔法を習得するには、ただスキルポイントを貯ためればいいだけではない。

　まず、習得したい魔法の詠唱を全すべて覚えなければならない。

　そして、魔法が少なく詠唱の必要もない初級魔法とは違い、上級魔法の習得にはそれなりに手間が掛かる。

　が、首席の私は既に全魔法の詠唱を丸暗記してしまっている。

　そして、それは私の隣で退たい屈くつそうにしている、成績二番手のゆんゆんも同じらしい。

　暇ひまを持て余した私は、ゆんゆんにちょっかいを掛ける事にした。

『ふにふら達と、昨日何かあったのですか？』

　ノートの切れ端はしにそんな事を書き、それを丸め、ゆんゆんの机の上に飛ばしてやる。

　ゆんゆんがそれに気がつき、私からのメモを読むと……。

『友達同士の秘密な事だから、ライバルのめぐみんには言えない』

　そんな返事が書かれたメモを、私の机の上に転がしてきた。

　…………凄すごく、イラッときた。

『万年ぼっちだった子が、友達ができて一日二日経たっただけで、随ずい分ぶん大きく出ましたね』

　そんなメモを送ってやると、

『めぐみんだって、なんだかんだ言って結構ぼっちじゃない』

　そんな返事が転がってきた。

　ゆんゆんの方をチラッと見ると、こちらを見て勝ち誇ほこった様にニマニマしている。

　………………。

『新しい友達ができたから……。……それで、私に勝負を挑まなくなったんですね？　ゆんゆんに友達ができて嬉うれしい反面、寂しいですね……』

『ちょっと待って、ごめん、ごめんね？　別に、そんなつもりで勝負を挑まなくなったんじゃないから！　単に、昨日色々あったからそんな気分じゃなかっただけで……！』

『いいんです、いいんですよ、私の事は。でも、なんだかんだ言って、毎朝のゆんゆんとの勝負、結構楽しみにしてたんですよ？　お弁当的な意味だけではなく』

『違うから！　本当に！　本当に、違うから！　私もめぐみんとの勝負が楽しみで、毎日お弁当作るのも楽しみで……！』

『……そう言ってくれるだけで十分です。私達、きっとライバル同士でさえなければ、いい友人になれたと思いますよ？』

　…………。

　私がそこまで書いて送ったところで、ゆんゆんの返事が止まった。

　ゆんゆんの方をチラ見すると、真っ赤な顔で何かを書きかけて固まっている。

　遠目でなんとなくゆんゆんの手元を見ると、

『いつか、めぐみんと……友』

　まで書いたところで止まっていた。

　そんなゆんゆんの様子を見て、私はある事を書いたメモを丸め、固まっているゆんゆんの視界に入る様にペシと飛ばす。

　目の前に転がってきたそれを見て、赤い顔で固まっていたゆんゆんがハッと顔を上げた。

　なんだか期待が入り混じった様な顔で目を潤うるませながら、飛ばしたメモを開き……！

『……とでも言うと思ったか？　バカめ！』

　──紙を見て椅い子すを蹴けって立ち上がったゆんゆんが、泣きながら襲い掛かってきた。
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　学校前の校庭で、私とゆんゆんは未いまだに言い合っていた。

「……まったく。この子はどうしてこんなに冗じよう談だんが通じないんでしょうか」

「何が冗談よ！　絶対に許さない！　絶対に！」

　本気で泣いて突つっかかってきたゆんゆんのおかげで、前の授業は二人仲良く廊ろう下かに立たされた。そして今は、戦せん闘とう訓練という名目の体育の授業中だ。

「ほらそこ！　うるさいぞ、この授業でも立たされたいのか。幾いくら詠唱を暗記しているからといって、授業の妨ぼう害がいだけはするな。二人とも減点二十だ！　……よし。では、この時間は戦闘訓練だ。だが、今日の訓練は一味違ちがうぞ。……先ほどから睨にらみ合っているそこの二人！　お前達に質問だ。戦闘で生き残るために最も必要なものとは何か？」

　担任の質問に、ゆんゆんが前に出た。

　その雰囲気から、あきらかにこちらを意識しているのが分かる。

「仲間です！　仲間がいれば、生存率は飛ひ躍やく的てきに上じよう昇しようします！　もっとも、たとえ冗談でもやっちゃいけない事があるというのを理解しない、頭に大きな欠けつ陥かんがある仲間は論外ですが！」

　……お、おのれ……！

「ふむ。……では、次！　めぐみん！　戦闘で生き残るために必要なものとはなにか？」

「火力です！　仲間だなんだと綺き麗れい事ごとをゴネゴネ言う寂しがり屋も、一緒に吹ふっ飛ばすような超ちよう火力！　力！　圧あつ倒とう的てきな力！　友達欲しい、仲間が欲しいとモジモジするぐらいなら、私は孤こ高こうの魔ま法ほう使つかいを目指します！」

「ぐぐぐぐ……！」

　ゆんゆんが、未だに涙なみだ目めのままで私を睨みつけてくる。

　担任は私達の答えを聞いて、腕うでを組みながらうんうんと頷いた。

「「先生、何点ですか!?」」

「共に三点。ガッカリだ！　お前達にはガッカリだよ！　お前達二人は、そこで正座でもして話を聞いてろ！　……ペッ！」

　この教師、とうとう唾つばを吐はいた！

　ゆんゆん以上に、この教師にこそ腹が立つ！

　悔くやしさでプルプル震ふるえながらも大人しく校庭で正座する私達を尻しり目めに、担任が大声を張り上げた。

「あるえー！　お前なら分かるだろう！　そこの、成績のみ優ゆう秀しゆうな〝なんちゃって紅こう魔ま族ぞく〟とは違うお前なら！」

　なんちゃって紅魔族！

　ゆんゆんと二人で正座しながら、私達はギリギリと歯を食い縛しばる。

　やがて、担任から指名を受けたあるえが前に出た。

　片目を隠かくしている眼帯を、くいっと上げて──

「戦闘前のセリフです。これさえ間違わなければ、たとえ武器が大根一本だろうが、一人で百万の軍勢に立ち向かおうが死ぬ事はありません。逆に、どんなに強力な力を持つ魔ま王おうでも、『冥めい土どの土産みやげに教えてやろう！』や、『お前達が私に勝つ確率は０・１％だ』などとのたまうと、高い確率で死にます」

「百点！　後でスキルアップポーションをやろう！　紅魔族に伝わる『死なないためのセリフ名めい鑑かん』は全員暗記しているな？　では、各自ペアを作り戦闘前のセリフを練習せよ！」

　担任の言葉にクラスメイト達が思い思いにペアを作った。

　とはいえ、このクラスの人数は十一人。

　普ふ段だんは私が体育をサボっているので数が合うが、今日のところはサボる気はない。

　私は正座を解いて立ち上がり、同じく隣となりで正座していたゆんゆんに。

「……ゆんゆん、ペアを組みますよ。ふにふらとどどんこは、恐おそらく二人で組むでしょう。なら、あなたは余りますよね？」

「……いいわよめぐみん、組もうじゃない。セリフの練習なんかで終わらせないから！」

　どうやらお互たがい、考えている事は同じのようだ。

「先生、余りそうなので私と組んでもらっていいですか？」

「おう、構わんぞあるえ。……では、各自始めー！」




　──クラスメイト達が和気あいあいと名乗りを上げる中、私とゆんゆんだけは真しん剣けんな表情で対たい峙じしていた。

「いよいよ決着をつける時がきたようですね。コツコツと積み重ねてきた者が、最後には必ず勝つのです。私は、そう信じています。貧しい家庭の生まれながらも、一歩一歩歩んできた私ですが……。族長の娘むすめとして、生まれながらのエリートとして育ったあなたには負けられません！　生まれや才能なんかではなく、努力した者が勝つって事を私が証明してみせます！」

「私は今まで、ただの一度もあなたに勝った事はなかった……。でも、たとえ勝てる可能性がほんの僅わずかだとしても……。それがゼロじゃないのなら、私は絶対に諦あきらめないっ！」

　お互いが決意を秘ひめた言葉を紡つむぎ……、

「「…………」」

　そして、対峙したまましばらく黙だまり込んだ。

「……なんですか！　ずるいですよ、そんな主役みたいなセリフ吐いて！　私が負けそうな気がしてきたじゃないですか！　さっきは仲間がどうとか言っていたのですから、それらしいセリフを吐くべきです！」

「めぐみんだって、火力がどうとか言ってたんだから、もっと悪役っぽいセリフ言いなさいよ！　大体、なにがコツコツと積み重ねてきた者よ、めぐみんは天才肌はだじゃない！　それに、私の家の事を持ち出すのはズルいわよ！」

　戦闘前のセリフにより、勝利の確率を上昇させる。

　紅魔族に伝わるこの秘技は、相手が紅魔族では意味をなさない……！

「もう面めん倒どうです！　戦闘訓練の授業なのですから、実際に拳こぶしでケリをつけましょう！　お互いそれで言いっこなしです！」

「私なら別に構わないわよ！　でも、体格で下回るめぐみんが私に勝てるの？　今日は、いつもみたいな小細工は通用しないわ！」

　ゆんゆんが、そんな事を叫さけびながら先手を打って攻こう撃げきしてきた！

　牽けん制せいする様に前に出たゆんゆんが、私の腹の辺りを軽く蹴る。

　それで私との距きよ離りを測ったのか、腰こしを落として地面を踏ふみしめ……！

「みゃー」

　私のお腹なかの部分から聞こえた声に、ゆんゆんが動きを止めた。

　正確には、お腹というか服というか。

　懐ふところに潜もぐっていたクロが、ゆんゆんに軽く蹴られた事で鳴いたらしい。

「あ……ああ……」

　ゆんゆんが状じよう況きように気づき、途と端たんにオロオロしだした。

「どうしたのですか？　ワタワタしだして。それ以上こないというのなら、今度はこちらから行きますよ？」

「待って待って！　ねえ待って！　お腹にクロちゃん入れるのやめてよね！　それじゃ攻撃できないじゃない！」

　にじり寄る私に対し、不安気な表情で後ずさるゆんゆん。

「先ほど仲間がどうとか言っていたゆんゆんなら、こんな時はどうするのですか？　ほらほら、仲間というのは一方的に助けてくれるものじゃなく、時にはこうして、人ひと質じちに取られたり足を引っ張ったりもするのですよ！　私なら、仲間もろとも超火力でぶっ飛ばしてやりますが！　ほらほら、攻撃できるものならしてみなさい！　あなたが名づけたこの猫ねこを、蹴れるものなら蹴るがいいです！」

「卑ひ怯きよう者ーっ！」
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　ゆんゆんとの対決に勝利し、その帰り道。

「めぐみんって、私との勝負でまともに戦った事ってないよね！」

「勝負の後は言いっこなしだと言ったのに、ゆんゆんって根に持つタイプですね！」

　一人で帰ろうとする私の後を、邪じや神しんの墓に再さい封ふう印いんがなされるまで一人で帰るのは危ないからと、律りち儀ぎについてくるゆんゆんと未だ言い争っていた。

「大体、ゆんゆんがあの二人と何があったのかを教えてくれないから、変に気になってこんなにこじれたのではないですか。そんなに恥はずかしい事なのですか？　ちょっとぐらい教えてくれたっていいじゃないですか」

「は、恥ずかしい事じゃないから！　ていうかダメよ、絶対に他ほかの人には内ない緒しよだからって口止めされてるんだもの！　だって、友達の秘密は守るものでしょ？」

　本当に、この娘はなんてチョロい。

　断言できる、ゆんゆんは将来、絶対にダメな男に引っ掛かかる。

　私は絶対にこうはならない様にしよう。

「……まあいいです。でもゆんゆん、あなたの友人の悪口を言うつもりはないですが、あの二人についてはあまりいい噂うわさは聞かないですよ？　何があったかは知りませんが、少しは疑ったりした方がいいですよ」

「めぐみんが疑うたぐり深過ぎるのよ。一体どう育ったらそんな風に人を疑えるの？」

「我が家の家庭事情では、まずは疑って掛からないと。ただでさえ生活がギリギリなのに、おかしな詐さ欺ぎにでも引っ掛かったら皆みな路頭に迷います。ウチの妹の話ですが、先日も、我が父の作る欠陥ばかりの魔ま道どう具ぐが素す晴ばらしいと、えらく褒ほめちぎってきた店主がいたそうですよ？」

「そ、それは……。まあ、そこまでいくと私も詐欺だとは思うけど……」

　暗に、ゆんゆんも父の作品を欠陥商品だと認めているのだが、これはもう仕方がない。

　たとえば、暗い所で読み上げると周囲を照らす事ができる魔ま法ほうの巻スクきロ物ール。

　それだけ聞くと便利なアイテムの様に聞こえるが、暗い所ではそもそも巻き物が読めず、僅かな灯あかりでもあると巻き物の効果が無いという、訳が分からない代しろ物ものだ。

　他にも、開けると爆ばく発はつするポーション、衝しよう撃げきを与あたえると爆発するポーションなど、一体何に使うのかも分からない物ばかり作っている。

　趣しゆ味みに生きるのもいいが、最低限のお金は確保して欲しいものだ。

　……まあ、ネタ魔法と呼ばれる爆ばく裂れつ魔法を覚えようとしている私が言える事でもないのだけど。

　やがて我が家が見えてくると──

「……まあそんなに、友達がいない友達がいないと、あまり気に病やむ事はないと思いますよ？　案外、ゆんゆんの事をちゃんと理解している人もいるかもしれませんしね」

　キョトンとしているゆんゆんに、私はそれだけ告げると家に帰ろうと……。

　して、不ふ審しんな男が家の前をウロウロしているのに気がついた。

「ね、ねえめぐみん、誰だれかいるよ!?」

「窓から中の様子を窺うかがってますね。一体どこのストーカーでしょう……、おや？」

　窓から家の中を覗のぞいている男。

　それは、暇ひまを持て余しているご近所さん、靴くつ屋やのせがれのぶっころりーだった。

　私に用があるなら堂々と訪ねてくればいいものを。

「そこで何をやっているんですか？」

「うおっ!?　あ、ああ、めぐみんか……。よかった、待ってたんだよ。というか実は、相談したい事があってね。といっても、今日はもう遅おそいから……。明日あしたは祝日だし、学校も休みだろ？　明日の朝……。できれば、そっちのゆんゆんにも相談に乗って欲しいんだ。若い女の子にしかできない相談でさ」

　私達は、そう言って頭を搔かくぶっころりーを前に、顔を見合わせた──




「──帰りましたよー」

「姉ちゃん、お帰り！」

　ドタドタと駆かけて来るこめっこに。

「お腹空すきましたか？　今、何か作りますからね」

　そう言って笑い掛けると、こめっこはふるふると首を振ふった。

「空いてない。たくさん食べたよ」

　……たくさん食べた？

　家にそんな余分な食べ物は無かったはずだが。

　これでクロを家に置いていたとしたら怖こわいセリフだけど、ちゃんと私の肩かたにしがみついているのでそれもない。

　不思議に思い、台所へ向かうと……。

　そこに大量の食べ物が置かれているのを見て絶句した。

　野菜に果物、お菓か子しまで。

　というか、ちょこちょこオモチャまで交じっているのだが……。

「これはどこで手に入れたのですか？」

　私の問いに、こめっこは真剣な顔で。

「我が名はこめっこ！　家の留守を預かる者にして紅こう魔ま族ぞく随ずい一いちの魔ま性しようの妹！」

　そう言って、ポーズを決めた。




　──この子は将来、絶対大物になる。
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「おはようめぐみん。朝食は食べた？」

「おはようございます。最近、妹が色んな方から貢みつがせている様でして。そのおこぼれをもらっているので、お腹いっぱいですよ」

「そ、それって人としてどうなの？」

　今日は紅魔族の祝日なので休校日だ。

　快晴とは言えない曇くもり空。

　私とゆんゆんはぶっころりーの相談に乗るべく、こうして朝早くから集まっていた。

「ふふっ、めぐみん、これを見て！」

　ゆんゆんが、嬉き々きとして何かを取り出す。

　それは、とあるボードゲームだった。

　確か、王都で人気のある対戦ゲームのはず。

「どうしたんですか、それ？」

「王都に旅行に行ってたおじさんが、お土産みやげにくれたのよ。『これは一人じゃ遊べない物だから、これがあればきっとお前も……』とか、よく分からない事言ってたけど」

　……ゆんゆんのおじさんも色々と気を回しているのだろう。

「これを学校に持って行こうかと思うんだけど、その前に、ぶっころりーさんが来るまでやってみない？」

「……まあ構いませんが。頭を使うゲームで負ける気はしませんよ？」

　芝しば生ふの上でボードゲームをする事に。

「じゃあまずは、私からいくわね……！」

　──三十分後。

「くうううう！　こ、ここっ！　このマスに、『ソードマスター』を前進させるわ！」

「このマスに『アークウィザード』をテレポート」

「めぐみん、テレポートの使い方が嫌いやらしい！　……ねえ、『アークウィザード』は使用禁止にしない？」

「しません。ほら、そうこう言っている間にリーチですよ」

「ああああ、待って、待って！」

　──一時間後。

「や、やった、このままいけば何とか勝てそう……！　さあめぐみん、これで終わりよ！　このマスに『クルセイダー』を……」

「エクスプロージョーン！」

「あーっ！　めぐみんズルい、盤ばんをひっくり返すのはズルいわよ！」

「でも、このルールブックにちゃんと書いてありますよ？　ほらここに、『アークウィザードの駒こまが自じ陣じんに残っている際には……』」

　──二時間後。

「もう一回！　ねえめぐみん、もう一回お願い！」

「何度やっても私の勝ちですよ、もう諦あきらめてください。……というか、このゲーム結構面おも白しろいですね。勝者の権利として、しばらく借りていきますよ」

「ああっ！　ま、待って！　ていうか、このゲームのルールがおかしいのよ！　エクスプロージョンとかテレポートとか！　誰だれよこんなルール考えた人は！」

　涙なみだ目めのゆんゆんが、悔くやしげに駒を指で弾はじく。

「しかし、肝かん心じんのぶっころりーが遅おそいですね。一体何をしているのでしょうか」

「……呼びに行ってみる？」

　ゆんゆんの言葉に従い、近所にあるぶっころりーの家へ向かう。

　ぶっころりーの家は、この里随一の靴くつ屋やさん。

　この地には靴屋が一軒けんしかないので、自然と里随一の靴屋になる。

　店に入ると、店主であるぶっころりーのお父さんがいた。

「ごめんください。ぶっころりーはいますか？」

「おっ、めぐみんじゃないか、らっしゃい！　せがれならまだ寝てるぜ」

　……おい。

「すいません、起こしてもらっていいですか？　実はぶっころりーから、『いたいけな少女の君達に相談があるんだよ、はあ……はあ……！』とか言われてまして」

「あの野や郎ろう！」

　ぶっころりーのお父さんは、即そく座ざに二階へと駆かけ上がっていく。

「ちょ、ちょっと！　ぶっころりーさんが言っていた事とは、大体合ってるけど大きく違ちがうわよ！」

「人を呼びつけといて吞のん気きに寝ているニートには、このぐらいしてやらないと」

　二階から怒ど鳴なり声と悲鳴が聞こえ、やがてぶっころりーが駆け下りてきた。

「ひいいっ！　ああっ、めぐみん！　酷ひどいじゃないか！　親おや父じに、『このロリコン野郎！』とか怒鳴られていきなり叩たたき起こされたよ！」

「人に相談を持ち掛かけといて、約束の時間を過ぎても寝ているからではないですか。ほら、とっとと行きますよ！」

「あっ、ちょっと待ってくれ！　俺、まだ着き替がえてもいない！」




　──着替えを済ませたぶっころりーと共に外に出た私達は、里に一つしかない奇き抜ばつなメニューの喫きつ茶さ店てんに入る事に。

「ゆんゆん、好きな物を頼たのんでください。ぶっころりーの奢おごりなので遠えん慮りよする事はないですよ。あ、私はカロリーが一番高いパフェをお願いします」

「それって俺が言う事じゃないのか!?　金なんてほとんど無いのに……」

「ええっと、私はお腹いっぱいなので、その、お水でいいです……。めぐみん、今朝はたくさん食べたんじゃなかったの？」

　テーブルに着いて注文を終えた私達は、改めてぶっころりーの相談に乗る事に。

「今日はすまないね。相談っていうのは他ほかでもない。実は俺……。好きな人ができたんだ」

「ええっ！」

「ニートのクセにですか!?」

「ニートは関係ないだろ！　ニートだって、飯も食えば眠りもするし、恋こいだってするさ！」

　ぶっころりーが抗こう議ぎしてくるが、既すでに私とゆんゆんは聞いてはいなかった。

「こ、恋バナだ！　ねえめぐみん、恋バナだよ！」

「まさか、身近な人のこんな甘あま酸ずっぱい話を聞くだなんて思いもしませんでしたね。……というか、相手は誰なんですか？　ひょっとして、私達の知っている人とか。いえ、もしかして、私達のどちらかだとか……！」

「おい、失礼な事言うなよ。二人とも自分の年を考えてくれ。俺はロリコンじゃ……や、止やめろっ、止めろよ二人とも！　悪かったから、俺のコーヒーにタバスコ入れようとするのは止めてくれ！」

　慌あわてて謝るぶっころりーは、急に真しん剣けんな表情をすると。




「……その。俺が好きな人っていうのは……」
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　──魔ま力りよくの豊富な紅こう魔ま族ぞくは、魔ま法ほう関連の仕事に就つく事が多い。

　魔ま道どう具ぐ職人だったり、ポーション職人だったり。

　そして、ぶっころりーが片思い中の女ひとは、普ふ段だんは占うらない屋を営み、修しゆ行ぎようが好きで、暇ひまな時には一人で山に籠こもって必ひつ殺さつ技わざの練習をしてたりする、どこにでもいる普ふ通つうの性格の紅魔族だ。

　喫茶店を出た私達は、そんな彼女の店へと向かっていた。

「しかし、よりにもよってそけっとですか。ニートのクセに、理想が高いですね」

「ニートのクセにって、ニートが理想を高く持っちゃいけないのか。いいかめぐみん、人間、理想は高く持つべきなんだ。それは仕事においてもそうだ。俺は靴屋なんかじゃなく、もっとデカい仕事に就きたいんだ……！」

「でも、お付き合いしたいっていうのなら、お仕事ぐらい見つけてからの方が……」

　変な持論を展開しているぶっころりーについていきながら、そけっとについて考える。

「相手は、紅魔族随ずい一いちの美人と呼ばれるそけっとです。それに対してこちらは、なんの取り柄えも変へん哲てつもない、親の仕事を継つぐのも嫌がる将来性もないニート。……ぶっころりー、今日のところは私達二人が遊んであげますから、もう諦めませんか？」

「冷静に分ぶん析せきしないでくれ！　もしかしたら、ダメ男が好きな変わり者かもしれないじゃないか。まずは好みのタイプがどんな男かを聞くべきだ」

「自分がダメ男だという事は理解しているのですね。そこは好感が持てます。まあ、どうせ暇ですし、やるだけやってみましょうか」

「あ、あの、自分がダメだって分かっているのなら、努力して真っ当な人間になるってのじゃいけないんですか？　タイプの男性像を聞いてくるぐらい構いませんけど……」

　私やゆんゆんの言葉を背に受けながら、ぶっころりーはズンズン進む。

　同性の私達に、そけっとから、現在気になっている男性はいないのか。そして、好みの男性のタイプはどんな人なのかを聞き出して欲しいらしい。

　ぶっころりーが私達に相談を持ち掛けてきたのは、つまりはそういう事だった。

「好きなタイプぐらい自分で聞けばいいと思うのですがね。その方が、話のきっかけだってできると思いますし」

「そんな度胸と社交性があったなら、未いまだにニートなんてやってる訳ないだろ。……おっ、見えてきた！」

　どうしようもない事を自信満々に言うぶっころりーは、そけっとの店を、木に隠かくれながら遠巻きに観察する。

　占い屋の前には、紅魔族一の美人と呼ばれるそけっとが、ほうきを手にして掃はき掃そう除じをしていた。

　そけっとほどの美人だと、そんな当たり前の姿も絵になるものだ。

「そけっとは、相変わらず綺き麗れいだなあ……。ゴミになって、あの人の足あし下もとに散らばって集められたい……」

「ニートなんて既にゴミみたいな存在ものではないですか」

「め、めぐみん！」

　そんな事を言いながら観察していると、そけっとは大きく背せ伸のびをして店に引っ込んでいってしまった。

　そこでハタと閃ひらめいた。

　閃いてしまった。

「ぶっころりー！　これです！」

「ど、どれ!?　ゴミになって足下にって作戦か？　いや、いくら何でもそんな変わったプレイはお付き合いしてからの方が……」

「何をバカ言っているのですか、違います！　良い考えが浮うかんだのですよ。そけっとの店は、占い屋です。彼女はとても腕うでのいい占い師ですから、彼女に占ってもらうのです！　そう、ぶっころりーの未来の恋こい人びとを！」

「ああっ！　それはいいかも！　占いで、そけっとさんの姿が映れば良し！　告白する手間も省けるし、そのままお付き合いすればいいわ！　そして、他の女性が映ったのなら何をしてもうまくいかないって事だから……」

　告白して見事にフラれるよりは、傷も浅いのではないだろうか。

　そんな私の提案に、だがぶっころりーは。

「ニート舐なめんな、占いをしてもらう金があったなら、毎日店に通い詰つめてるさ」

「私達、もう帰ってもいいですかね」

　帰ろうとする私達に必死で頭を下げるぶっころりー。

　しかし、こうなると一つ問題が。

「ねえ、そけっとさんは店に入っちゃったし……。私達が好みのタイプを聞くにしても、いきなり訪ねていって唐とう突とつにそんな事を言うのもどうかと思うんだけど……」

　そう、私達にとっても初対面に近いそけっとの店に、いきなり訪ねていってそんな事を聞けるはずもなく。

　と、ぶっころりーが腕を組み、真面目まじめな顔を見せた。

「仕方ない。ここは一つ、占い代を工面しようか……！」
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　紅魔族の里の周りは、強力なモンスターが多数生息している。

　並の冒ぼう険けん者では倒たおすどころか逃にげる事すら難しい、その手て強ごわいモンスター達の毛皮や内臓は、物によっては高値で取引される。

　そんな高値で捌さばけるモンスターを狙ねらい、私達は里のそばの森へと足を踏ふみ入れていた。

「ね、ねえめぐみん……。本当に大だい丈じよう夫ぶかな……？　いくらぶっころりーさんがついてるからって、一度にたくさんのモンスターが襲おそってきたら……」

「まあ大丈夫でしょう。このニートは、ニートなだけあって常に暇を持て余し、この森にもちょこちょこ入って小こ遣づかい稼かせぎや経験値稼ぎをしているみたいですから」

「ニートニートうるさいよ。ニートにだって人権はあるんだ。……それにしてもモンスターがいないな。この間めぐみん達の野外実習のために、手の空いてる者で強いモンスターを駆く除じよして回ったからなあ。……おっと、ようやく見つけた！」

　先頭を歩いていたぶっころりーが声を潜ひそめた。

　その視線の先には、木の根をほじくり返している一匹ぴきの黒い生き物。

　強きよう靱じんな前足で、人の頭など一発で刈かり取る威い力りよくを誇ほこる必殺の一いち撃げきを放つ、一いち撃げき熊ぐまというモンスターがいた。

「一撃熊か。あれの肝きもは高く売れるんだ。……よし」

　ぶっころりーは何かの魔法の詠えい唱しようを始め、やがて……。

「『ライト・オブ・リフレクション』」

　唱えていた魔法を発動させた。

　それと同時に、しばらく先を歩いていたぶっころりーの姿が搔かき消える。

　光を屈くつ折せつさせて姿を見えなくする魔法を使ったらしい。

　草が所々踏みつけられていくのを見るに、姿を消したまま近づいて行っている様だ。

　と、一撃熊が突とつ如じよ立ち上がり、鼻をふんふんと蠢うごめかせる。

　やがて──




　思い切り、こっちを向いた。

「「ちょっ!?」」

　隠れながら見ていた私達とバッチリ目が合った一撃熊は、獲え物ものを見つけた喜びからか咆ほう哮こうを上げ、真っ直すぐこっちへ向かってくる。

「ゆんゆん、確か短たん剣けんを……！　短剣を持っていたでしょう！　格好良い我がライバルゆんゆん、私のために戦ってください！」

「普段は適当にあしらってるクセに、こんな時だけライバル扱あつかいするのは止やめてよね！　こんな短剣一つで、あんなの相手にできる訳ないじゃないのよー！」

　逃げようとするも、一撃熊が意外に速い！

　というか、ぶっころりー！

　ぶっころりーはっ!?

「あのニートはどこに隠れているのですか!?　早く退治してくださいぶっころりー！」

「ああああ、こここ、こっち来ないでえええええええっ！」

　一撃熊が間近に迫せまったその時。




「『ライト・オブ・セイバー』ッ！」




　何も無い空間から、突とつ然ぜんぶっころりーが現れると、叫さけぶと同時に手刀を振るう。

　振るわれた手刀に沿って、光の筋が走り抜ぬけた。

　光の筋が走った跡あとには、ぶっころりーに背を向けたままの一撃熊。

　肩かたから脇わき腹ばらまでを一いつ閃せんされた一撃熊は、こちらに向かって数歩進むと、光が通り抜けた部分から二つに分かれて崩くずれ落ちた。

「ふう……。いつもなら、俺の匂においに気づいてもしばらくキョロキョロして、すぐに警けい戒かいを解くんだが……。二人とも、どうだった？　倒すタイミングは良かったかな？　もしそけっとが危機に瀕ひんしている時があったなら、今ぐらいのタイミングで飛び出せば……痛いっ！　ちょっ、ちょっと待ってくれ！　悪かった、いや、飛び出すタイミングを計るのは紅こう魔ま族ぞくなら当たり前の事で……！」

　私とゆんゆんは、ぶっころりーに無言で肩パンし続けた。




「──まったく、こんな危険な場所でふざけるもんじゃないよ。モンスターの死体はすぐに処理しないと、血を嗅かぎ付けて、他ほかのモンスターが集まってくる事があるんだぞ？」

　地面に転がされたぶっころりーが、服に付いた泥どろを払はらいながら立ち上がる。

「私達が怒おこる原因を作った、あなたがそれを言いますか。その熊くまの肝を取って、とっとと帰りますよ」

　数人の紅魔族が狩かりに出る場合は、あえてこうして死体を処理しないままさらし、他のモンスターを呼び寄せる事もある。

　だが、この中でまともに戦えるのはこのニートだけだ。

「……ねえ」

　と、ゆんゆんが私の服の袖そでをクイクイ引いた。

　そちらを見ると、ゆんゆんは表情を引きつらせ、真っ青な顔で私達の後ろを見ている。

　そして……。

「ああ、あれ……」

　小さく震ふるえながら、ある方向を指さした。

　嫌いやな予感を覚えながらそちらを見れば……！

「逃げますよっ！　ぶっころりー、熊の肝は諦あきらめましょう！　この作戦は失敗です！」

「うおおおおおお、ちょ、ちょっと待ってくれええええ！」

「「「「ゴルアアアアアアアアー！」」」」

　そこには、仲間を殺されて気が立っている一撃熊の群れがいた──！
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「──さてゆんゆん。そろそろお昼ですし帰りましょうか」

「そうね。それじゃあまた明日あした、学校でね」

「待ってくれ！　二人とも見捨てないでくれ！　頼たのむよお……！」

　里に逃げ切った私達がそう言って帰ろうとすると、ぶっころりーが泣きついてきた。

　一撃熊の群れを一人で引きつけてきたせいか、あちこちが泥まみれになっている。

　タダでさえそんな汚よごれた格好で、私達の前に土下座し、顔を歪ゆがめて泣く年上のニートの姿は、さすがに同情を誘さそうが……。

「……はあ。分かりましたから、いい大人が、学生に土下座しないでください。もうちょっとだけつき合いますから……。しかし、どうしましょうかね。ぶっころりーの恋人候補を占うらなってもらう作戦が……」

「というか、どうしてあの一撃熊達はあんなところに集まっていたんだろう。本来、一撃熊ってのは群れたりしないはずなんだが……」

　ぶっころりーがしょげ返りながらそんな事を。

「お父さんも最近の森の様子がおかしいって言ってたけど、あの変わったモンスターが出た事と関係あるのかな？」

　ゆんゆんも考え込みながらそんな事を言ってくるが、私達に分かるはずもない。

「ともかく、ここでこうしていても始まりません。そけっとの店に戻もどりましょうか」

　──と、私の提案で再び店へと向かったのだが……。

「……準備中の札が掛かかってるわね。そけっとさん、どこかに出かけたのかな？」

　そんなゆんゆんの言葉を聞き。

　ポンと私達の肩を叩たたいたぶっころりーが……。
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　と、目をキラキラさせて、とびきり濃のう厚こうな情報を教えてくれた。

「……ま、まるでいつも見ている様な言い草ですね、軽く引きますよ。……どうしてそんなに詳くわしいのですか？」

「そりゃあ、暇ひまさえあれば、ここに来ては色々と調べてるからさ。そして俺は、自じ慢まんじゃないが里の中で一番暇がある」

　本当に自慢じゃない。

　というか……。

「そ、それってストーカ」

「おっとゆんゆん、それ以上言うのはいくら族長の娘むすめでも許さないぞ」

　この男、ここで背後から襲おそって埋うめてしまった方がいいかもしれない。

「ともかく、肝かん心じんのそけっとが居ないのでは仕方ありません。今日はもうお開きという事で……」

　私の言葉にゆんゆんがコクコク頷うなずくも。

「大だい丈じよう夫ぶだ、行き先なら見当がついているんだ」

　ぶっころりーが自信あり気に言ってきた。




「──本当にいましたね」

「うん……」

　そこに居た事を喜んでいいのか、ここまで知っているぶっころりーを通報した方がいいのか。

　ぶっころりーに案内された私達は、複雑な思いで、雑貨屋の店先で商品を眺ながめるそけっとを遠巻きに見ていた。

「な？　俺だってやれば出来る。このくらいの調査は朝飯前だ」

　だから調査じゃなくてストーカー……。

「……まあ何にせよ、今回は外にいます。あれなら私達が声を掛けても不自然ではないでしょう。ゆんゆんと二人で、さり気なく好みのタイプとやらを聞いてきますよ。行きますよゆんゆん。私に会話を合わせてください」

「分かったわ。早く聞いて、こんな事さっさと終わらせようよ」

　どんよりと疲つかれた目をしているゆんゆんを連れ、私達はそけっとがいる雑貨屋へと入った。

「おっと、ゆんゆん見てください。これなんて可愛かわいくないですか？」

「か、可愛いね！　こんなのを好きな人に贈おくったら、きっと…………ええっ!?　こ、これの事!?　この、ドラゴンが彫ほられた木刀の事!?」

　完かん璧ぺきな出だしの私に対し、ゆんゆんが余計な所でつまずいていた。

（ゆんゆん、ちゃんと話を合わせてください！）

（だ、だって、めぐみんの感性がおかしいから！　これには流石さすがに同意できないもの！）

　ヒソヒソとゆんゆんとやり取りしていると、私の隣となりに居たそけっとが。

「あら、可愛いわね。彫り込まれたドラゴンが素敵だし、ちょっと街に出で掛かける時なんかに腰こしに下げておくと似合いそうだわ」

「えっ！」

　そけっとが発した言葉に、ゆんゆんが驚おどろきの声を上げる。

「ですよね、実用性と可愛らしさを兼かね備えた素す敵てきなアイテムだと思われます。……ところでそけっと。さり気なく聞きたいのですが、好みの……、な、何するんですかゆんゆん！」

　自然な流れでそけっとの好みを聞き出せそうだったところを、突とつ如じよゆんゆんに腕うでを引っ張られ妨ぼう害がいされる。

（ちっともさり気なくないよ！　それより、私のセンスが変なの!?　やっぱり、私の方がおかしいの!?　こんな木刀のどこが可愛いのかがちっとも分からない！）
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（ゆんゆんのセンスはいつだっておかしいですよ、猫ねこにクロなんて変わった名前を付けてみたり……、ああっ！）

　私達がコソコソと話をしている間に、そけっとは買い物を済ませて店を出てしまっていた。

「何をやっているのですか、いい流れだったのに！」

「だって！　だって!!」

　二人で言い争っていると、ぶっころりーがやって来る。

「ちょっと二人とも、何やってるんだよ！　そけっとが行っちゃったじゃないか！」

「いえ、あと一歩のところだったのですよ、それが思わぬ妨害に……。というか、日ひ頃ごろ腰こしに短たん剣けんをぶら下げている危険人物が、なぜ木刀を嫌きらうのですか！　ほら、いつまで言っているんですか、行きますよ！」

「私のオシャレな短剣を、あんな木刀と一いつ緒しよにしないで！」

「二人とも、喧けん嘩かは後にしてくれ！」




　──私達のしばらく前を、上じよう機き嫌げんのそけっとが、先さき程ほど可愛いと評していた木刀を握にぎり歩いていた。

「……木刀を振ふり回しながら歩くそけっと。そんなお茶ちや目めなとこも可愛いなあ……」

「はたから見ると危ない人にしか見えないと思う」

　私は、そんな事を小さく囁ささやき合う二人の声を聞きながら、木刀を片手で振り回すそけっとを観察していた。

　私達は今、ぶっころりーの魔ま法ほうにより、姿を隠かくした状態でそけっとの後をつけている。

「どうやら、あの木刀が気に入ったみたいですね。木から落ちてくる葉っぱに斬きりかかってますよ。何かの修しゆ行ぎようのつもりでしょうか」

　私達が後ろで見守っているとも知らず、そけっとは、枯かれ葉を落とそうとして木の幹を木刀で殴なぐったりゲシゲシと蹴けりつけたりしていた。

「あ、あの、そけっとさんのどこがそんなに気に入ったんですか？　ぶっころりーさん的には、木を蹴りつけているあの姿は大丈夫なんですか？」

「顔かな。俺が気に入ったのは、そけっとの顔とスタイルだよ。美人なら、あんな行動だって可愛く見えるもんさ」

　何の躊ちゆう躇ちよもない、むしろ清すが々すがしさすら感じるぶっころりーの発言に、ゆんゆんが無言になる中、私はふと思いついた。

「ぶっころりー。通りすがりを装よそおって、さり気なくそけっとを手伝ってあげてはいかがでしょうか。あの木に風系の魔法を唱えて木の葉を落とし、彼女の修行の手助けをするというのは」

「それだ！　流石は紅こう魔ま族ぞく随ずい一いちの天才！　めぐみん、頭良いな！」

「あっ！　わ、私だってぶっころりーさんが女性に好かれる方法を考えられますから！　たとえば、その寝ね癖ぐせなんかはＮＧだし、まずは仕事を……」

　対たい抗こう心しんを燃やしてきたゆんゆんの言葉には聞く耳持たず、ぶっころりーが姿を消したままの状態でソロソロとそけっとに近づいていく。

　そして……！




「『トルネード』！」




　ぶっころりーが巻き起こした竜たつ巻まきにより、そけっとが空高く舞まい上げられた──




「──バカじゃないんですか？　バカじゃないんですかっ!?」

「埋めましょう。このニートは埋めてしまいましょう！」

　そけっとの無事を確かく認にんし、慌あわててその場から離はなれた私達は、ぶっころりーの首を絞しめ付けていた。

「待ってくれ！　二人とも、ちょっと落ち着いてくれよ！　あと、もっと静かな声で！　見つかったらどうするんだ！」

　舞い上げられたそけっとは、遠目にも真っ青に見える表情で、風の魔法を自分に使い、何とかバランスを取りつつ地上に降り立っていた。

　そして魔法を唱えた犯人を探しているのか、キョロキョロと紅あかい瞳ひとみを辺りに向けている。

　私達の周囲の空間は、ぶっころりーの魔法により光がねじ曲げられ、大声さえ出さなければそけっとに見つかる事はない。

　そんな中、ゆんゆんがぶっころりーの胸むなぐらを両手で摑つかみ、律りち儀ぎに小さな声で食って掛かかる。

「そけっとさんの事が好きなんじゃなかったんですか!?　それがどうして、あんな致ち命めい的てきな魔法を食くらわせたんですかっ!?」

「ち、違ちがうんだ！　そもそも俺は、上級魔法しか使えないから手加減が……！　それに、最初は離れた所に魔法を使って、葉っぱだけを吹ふき散らそうとしたんだよ！　でも気づいたんだ、風の魔法をより彼女に近づけたなら、スカートが……」

「埋めましょう」

「うん、埋めよう」

「待ってくれ！　頼たのむよ、話を聞いてくれ！」

　私達がバカな事をしている間に、そけっとはやがて、悔くやしそうにしながらも私達に背を向け、遠ざかっていってしまった。

　どうやら、犯人探しは諦あきらめてくれた様だ。

「ふう……。何にせよ、彼女が無事でよかったよ。それに……。彼女の好きな色が分かっただけでも良しとしようかな」

　私達は声を揃そろえて呼び掛けた。

「「そけっとさーん！」」

「ややや、止やめ──！」




　　　　５




　──そろそろ昼ご飯の時間だ。

　早く帰って、こめっこと一緒に食事を取って……。

「待ってくれ！　二人とも、俺を見捨てないでくれ！」

　溜たまっている洗せん濯たく物ものを洗った後は、久しぶりに遊んであげて──

「頼むよ、無視しないでくれよ！　酷ひどいじゃないか、おかげでそけっとを撒まくのに苦労したよ！　あとちょっとで顔を見られるところだった！」

　そして、一緒にお風呂ふろに入って、ついでにあの毛玉も洗ってやろ……、

「お願いだよおおおおお！　頼むよおおおおお！　ああああああああ」

「うるさいですよさっきから！　ついてこないでください、私達にまでストーキングするつもりですか？　もう諦めて、新しい相手を探した方がいいですよ」

「めぐみんの言う通り、もう諦めた方がいいですよ。……そういえば、紅魔の里の近くには、安楽少女っていう可愛かわいらしいモンスターが出るそうです」

「どうして俺にそんな情報を教えるんだよ！　モンスターで我が慢まんしろって事!?　大人しそうな顔して案外キツい事言うね！」

　帰ろうとする私達の前へ、ストーカーがそんな事を喚わめきながら回り込む。

　──そけっとをようやく撒いてきたぶっころりーに、先程からずっとこうしてまとわりつかれていた。

「……まったく。何度頼まれても無む駄だですよ。私達も暇ひまではないのです。ニートと違って学生の休みは貴重なのですよ」

「そこを何とか！　お昼ご飯奢おごるから！」

　私達の前で手を合わせ、祈いのるように頭を下げるぶっころりー。

「私達だって子供じゃないんだし、そんな事ぐらいで釣つられませんよ。ねえめぐみん……。あれっ？」

　ゆんゆんが、ぶっころりーにホイホイついていく私を見て声を上げる。

「まずは腹ごしらえをしながら作戦会議といきましょうか」

「ちょっとめぐみんそれでいいの!?　……わ、私も手伝うから、置いてかないでよー！」




　──里に一軒けんしかない喫きつ茶さ店てんにて。

「要は、最初のきっかけ作りだと思うのですよ」

　子羊肉のサンドイッチを頰ほお張ばりながら、私はピッと指を立てた。

　私とゆんゆんが昼食を食べるのを、ひもじそうな顔をしたぶっころりーが眺ながめていた。

　このニートは、私達の食事代でいよいよお金が尽つきたらしい。

「「きっかけ？」」

「そうです。今のところ、そけっととは何一つ接点がないのでしょう？　となれば、まずは知り合いになれるきっかけを私とゆんゆんで作りましょう。本当はお客として通い詰つめ、常連になって仲良くなるというのが一番なのですが。それは、無収入の今の時点で言っても仕方ありませんしね。出会いのきっかけぐらいは、私達でなんとかしましょう」

「わ、分かった！」

「ねえ、きっかけ作りってどうやるの？　何か考えでもあるの？」

　ゆんゆんの言葉に、私は食後のジュースを飲み干すと。

「そんなものは簡単ですよ。まずゆんゆんが覆ふく面めんでも被かぶり、短剣を手にそけっとを襲おそいます。そこに通り掛かったぶっころりーが……」

「それだ！」

「嫌いやよ！　バカじゃないの!?　バカじゃないのっ!!」

　喫茶店でギャイギャイと騒さわぐ私達に、喫茶店の店主が言った。

「さっきからちょこちょこそけっとの名前が出てるみたいだが、何か用なのか？　そけっとなら、木刀持って森に入っていったぞ」

「いえ、大した用事では……。……森？」

　店主の言葉に、私とゆんゆんは思わず顔を見合わせる。

　私達の意図するところを察したのか察していないのか。

　ぶっころりーが、自じ慢まんげに……。
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「ドン引きですよ。というか、そんな物ぶつ騒そうな個人情報はどうでもよいです、それよりも……！　先ほど私達が森に入った時、一いち撃げき熊ぐまが群れを成していましたよね？　最近は、モンスター達の様子がおかしいと聞くじゃないですか。そんな中、そけっとは……」

「ちょ、ちょっと、それって大だい丈じよう夫ぶなの!?　ねえ、変なモンスターの目もく撃げき情報だってあるんだし、里の人を呼んだ方が……」

　と、私とゆんゆんが口々にそんな事を言う中、ぶっころりーが小さく呟つぶやき立ち上がる。

「行かなきゃ……」

　まるで、ヒロインのピンチを知った主人公みたいに。

「ぶ、ぶっころりー……さん……？」

　真しん剣けんな表情で立ち上がったぶっころりーに、ゆんゆんが驚おどろきの表情を浮うかべる。

「俺、急いで森に行ってくる！　そして、そけっとを探さないと……！」

　その言葉に、ゆんゆんがパアッと顔を輝かがやかせた。

「そ、それです！　それですよ！　今のぶっころりーさんは、何だかとても……！」

　感かん極きわまったゆんゆんが、拳こぶしを握にぎって叫さけぶ中。

「もしかしたら、そけっとも一撃熊の群れに遭そう遇ぐうしているかもしれない……！　そこに、俺が颯さつ爽そうと駆かけつけたなら？　そして、まさにピンチだったそけっとを助けたら？　それこそもう、抱だいてとか言われちゃうんじゃないのかな!?　……？　ゆんゆん、今何か言い掛けたかい？」

「いえ、一撃熊に囓かじられちゃえばいいのにって思っただけです」




　　　　６




　再びやって来た森の中は、先程とは様子が違っていた。

「……なんでしょうこれは、既すでに激しい戦せん闘とうでも行われた後みたいですが」

　森の入り口だというのに、何者かが争った跡あとがある。

　炎ほのおか電でん撃げき系の魔ま法ほうでも使ったのか、辺りの木々が焦こげている。

　そして、黒く焦げた木々の中央には、頭頂部からほんのりと煙けむりを放つ、一撃熊の死体が転がっていた。

「木が焦げた臭においが消えていない。この魔法を使った人はまだ近くにいるな」

　戦闘跡を観察したぶっころりーがそう言って、警けい戒かいしながら前に進む。

「というか、足手まといにしかならない私達がついてくる必要はあったのでしょうか。一撃熊が出てきても、私達には悲鳴を上げて逃にげ惑まどうぐらいしかできませんよ」

「うん。正直、もう帰りたいんだけど……」

「何言ってるんだ。俺一人でそけっとに会ったところで、会話が成り立つ訳ないじゃないか。自慢じゃないが、年とし頃ごろの女性と対たい峙じしたらまともに話せなくなるぞ」

「そんなコミュ障みたいな事言っていてどうするのですか。ゆんゆんも、何か言ってやって……。……ゆんゆん？」

「ッ!?　な、何？」

　コミュ障という言葉にビクッとなったゆんゆんが、挙動不ふ審しんに目を泳がせる。

　……ここにも一人、コミュ障がいたんだった。

　──と、その時。

「……雷かみなりの魔法？」

　ここからそう遠くない場所に、空から一条の光が落ちた──




「『ライトニング・ストライク』！」

　その力強い声と共に、空が一いつ瞬しゆん光ったかと思うと次の瞬しゆん間かん、木々の枝の間を縫ぬって、轟ごう音おんと共に雷が落ちた。

　雷の直ちよく撃げきを受けた一撃熊は、頭頂部から煙を上げながら崩くずれ落ちる。

　凄すさまじい落らく雷らいの音に、獣けものの本能のせいか、一撃熊の群れが身を震ふるわせて固まった。

　その群れの中央には紅あかい瞳ひとみの一人の女性。

　木刀を手にして瞳を爛らん々らんと輝かせたそけっとが、嬉き々きとした表情で魔法を唱えていた。

「『ライトニング・ストライク』ッ！」

　先さき程ほどの木々の焦げも、この魔法でできたのだろう。

　そけっとの声が響ひびくと同時、身動きが取れないでいる一撃熊の脳天に、空から一条の光が突つき刺ささる。

　それを受け、二匹ひき目めの一撃熊が倒たおれた時、ぶっころりーが駆け出した。

　その表情は、いつものだらしないニートの顔ではない。

　好きな人を守ろうとする、一人の紅こう魔ま族ぞくのものだった。

　目を紅く輝かせたぶっころりーは、気合いを入れて唱えた魔法に膨ぼう大だいな魔ま力りよくを注ぎ込んでいく。

　そして、新手の敵である私達に気づき、行動を始めた一撃熊の群れの直ただ中なかに。

「地じ獄ごくの業ごう火かよ！　荒あれ狂くるえっ！　『インフェルノ』ーッ！」

　最高位の炎の魔法を、全力で解き放った──！

　……そけっとをも巻き込んで。

「そそ、そけっとさーん！」

「何をやっているんですかこのニートは！　早く！　早く救助しないと……っ!?」

　一撃熊の群れはおろか、木々をも焼き焦がして炎が燃え盛る中、体の周りを薄うすい水の膜まくで覆おおわれたそけっとが、こちらへと歩いてくる。

　あの一瞬にも拘かかわらず、水の防ぼう御ぎよ魔法で身を庇かばった様だ。

「ぶ、無事で良かった……！」

「全くですよ！　心臓が止まるかと……！　ぶっころりー、この炎を何とかしてください！　森が全ぜん焼しようしてしまいます！」

　私の言葉にぶっころりーが、慌あわてて水の魔法で炎を消していく。

　普ふ段だんは締しまらないニートとはいえ、流石さすがは腐くさっても上級魔法を習得した紅魔族。

　ぶっころりーが本気で放った炎の魔法は、一撃熊の群れを全ぜん滅めつさせていた。

　未いまだ残り火があちこちに残る中、水の皮ひ膜まくを解除して、潤うるんだ瞳をぶっころりーへと向けるそけっと。

　戦闘によるものなのか、それとも違ちがう意味でのものなのか。

　そけっとは、頰ほおを紅く上気させ、何を言うべきかに困っていた。

　緊きん張ちようした面おも持もちのぶっころりーが、同じく頰を上気させ、そけっとの前へと向き直る。

　だが、このちょっとだけ格好良かったニートは、肝かん心じんの時になってヘタレたようだ。

　緊張して、何と声を掛かけるべきかテンパってしまっている。

「……ぶっころりーがそけっとに、伝えたい事があるそうですよ」

「「「ッ!?」」」

　私の助け船に、その場の三人が息を吞のんだ。

　ゆんゆんは、赤い顔で事の成り行きを見守る様に。

　ぶっころりーは、何を言ってくれるんだという様な、慌てた様子で。

　そして──

「それは奇き遇ぐうねぶっころりー。私も、あなたに伝えたい事があったの」

　そんな、そけっとによるまさかの言葉に、私とゆんゆんはおろか、ぶっころりーまでもが驚きよう愕がくした。

「そそ、それは……！　その、もしかして……！」

「そう。きっと、今のあなたと同じ気持ちよ」

　そう言って、柔やわらかい笑えみを浮かべるそけっと。

　美人のそけっとに微笑ほほえまれ、ぶっころりーがトマトの様に赤くなる。

　危ないところを助けられたからだろうか。

　怖こわい思いをすると、一いつ緒しよにいる人を好きになる、吊つり橋ばし効果というものがあると聞くが、それだろうか？

　ニートのクセに里一番の美人を射止めるだなんてと、ちょっと納なつ得とくがいかない私だったが、頰を赤くして目を輝かせているゆんゆんを見ていると、これはこれで良かったかなという気になってくる。

　意を決して拳を握り、ぶっころりーがそけっとに──！

「お、俺、ずっと前からそけっとが……！」

「そんなに私の事が嫌きらいだったなんて、もっと早く言ってくれればよかったのに。この森の中なら丁度いいわね。あなたも私と同じく、森に入って修行ばかりしていると聞いているわ。相手にとって不足はないわね。……さあ、決けつ闘とうしましょうか！」

　…………。

「「「えっ」」」

　そけっと以外の三人で、思わず小さな声が出た。

「私の何が気に入らないのか知らないけど！　前々から後をつけられていたのには気づいていたけど、今日は一味違ったわね！　まさか、里の中でいきなりトルネードで殺されかけたかと思えば、今度はモンスターに囲まれて無防備なところに、インフェルノで不ふ意い討うちだなんて……！　ふふっ、やってくれるわね。色んなモンスターを相手にしてきたけれど、こんな窮きゆう地ちに陥おちいったのはあなたが初めてだわ！」

　そけっとが握る木刀が、ギリッと軋きしんだ音を立てる。

「ちちちち、違ちげー！　違うんだ、大きく誤解している！　今の魔法だって、俺はモンスターに囲まれたそけっとを助けようとしただけで……！　巻き込んじゃったのは悪かった、さっきは無我夢中で！」

　青い顔で手を振ふるぶっころりーの言葉に、そけっとは握りしめていた木刀から力を抜ぬいて眉まゆをひそめ。

「……。じゃあ、さっきのトルネードの魔法は何だったのよ？　顔を隠かくしてたみたいだけど、ネタは割れてるのよ。私の後をつけて回る人なんてあなたぐらいしかいないんだから」

「あれは、その……！」

　ぶっころりーが、助けを求める様にこちらを向く。

　私達は、そんなぶっころりーに指を差す。

「「スカートをめくるためにやったって言ってました」」

　木刀を振り上げたそけっとが、ぶっころりーに襲おそい掛かかった。
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　淡あわい紫むらさき色いろの布が所々に掛けられた店の中で、そけっとが呆あきれて言った。

「本当に、あなた達もいい迷めい惑わくね。そこの変態に無む理りやり付き合わされたんでしょう？」

　森から帰った私達は、そけっとの店で手当てをしていた。

「おい、変態は止やめてくれよ。アレはやらしい気持ちでやった訳じゃないんだよ。紅魔族の女性達がどんな色を好むのかという、魔ま法ほう使つかいとしての、純じゆん粋すいな知的探究心から……。すいません、やましい気持ちがありました。その木刀は早く捨ててください」

　壁かべに立てかけてあった木刀に手を伸のばしたそけっとに、怯おびえた様子のぶっころりーが、包帯を巻かれながら慌てて言った。

　そけっとの木刀で散々しばき回されたこの変態は、現在ゆんゆんの手当てを受けている。

　そんな姿を見ながら、そけっとが深々とため息を吐ついた。

「……まったく。森に入ってお金を稼かせごうとするほど占うらないをして欲しかったのなら、相談してくれれば最初の一回ぐらいサービスするのに」

「いいの!?」

　──結局このチキンニートは、森に入った本当の理由も言い出せず。

　占って欲しい事があるから、その占い代を稼ぐために森に入ったと言い訳していた。

　途と中ちゆう、モンスターに囲まれていたそけっとを助けようと魔法を唱えた、と。

「トルネードの魔法は論外だし、森では危あやうく焼き殺されそうになったけれど、一応魔ま物ものの群れから助けようとしてくれた結果だそうだし。まあ、一回だけね？　……で、一体何を占って欲しいのよ？」

　そけっとは部屋の奥から水すい晶しよう球だまを持ってくると、それをぶっころりーの前に掲かかげる。

「そ、それはその……。俺の未来の彼女……、いや、嫁よめ……。いやいや、俺を好きになってくれる人？　……ああっ、どれにしよう！」

　いきなり本来の目的を見失いだしたぶっころりー。

　それを見て、呆れた表情のそけっとが、面めん倒どう臭くさそうに水晶球に手をかざす。

「要するに未来の恋こい人びとね。この水晶球の中には、あなたと将来結ばれる可能性の高い女が見えてくるわ。未来は変えられるもの。だから、ここに映る人が絶対だとは言えないけれど……、っと、そろそろ見えてくるわよ……！」

　そけっとの水晶球が淡い光を放ち。

　やがて、光が収まったそこには……！

「……何も見えないんだけど」

「あ、あれっ!?」

　トルネードの魔ま法ほうで空に舞まい上げられた時ですら冷静に行動していたそけっとが、驚おどろきの表情で水晶球をブンブンと振っている。

「ちょ、ちょっと待ってね。どうしたのかしら、こんなはずは……。どんな人でも、最低一人ぐらいは姿が浮うかんでくるものなんだけれど……！」

「そういった心にくる事は、本人がいない所で呟つぶやいてくれ」

　そこに何も映らないという事は、もちろんそけっとと結ばれる芽もないという訳で。

　それを知って泣きそうな顔になっているぶっころりーに、そけっとが気の毒そうに憐れん憫びんの目を向けた。

「……その、大だい丈じよう夫ぶよ。私の占いは必ず当たるって訳じゃないから……。私が子供の頃ころに天気を占った時、曇くもりって結果が出たのに五分ほどにわか雨が……」

「止めてくれ！　占いの精度を自じ慢まんしているのか慰なぐさめているのか分からないよ！　何だこれ、普ふ通つうに断られるよりも余計辛つらいんだけど！」

　そんな二人から距きよ離りを取り、私とゆんゆんはヒソヒソと囁ささやきあう。

「いくらニートとはいえこれは流石に気の毒ですよ。一いつ切さい何も映らないという事は、さっきゆんゆんが、冗じよう談だんで言っていた女型のモンスター、安楽少女にすら相手にされないという事で……」

「どうしよう、私、ここまで酷ひどいだなんて思ってなくて……」

「二人とも聞こえてるよ！　話すなら、もっと小さな声で話してくれ！」




　──ぶっころりーが、半泣きで店を出ていった後。

「そういえば。占いのおかげでうやむやになっちゃったけど、二発の魔法の理由はともかく、日ひ頃ごろ、私をつけ回している理由を聞くのを忘れていたわね」

「それは……。ぶっころりーのためにも、これ以上は聞かず、そっとしておいてあげてください」

　私の言葉に、そけっとが首を傾かしげる。

　半泣きで、痛む体を引きずって帰って行ったぶっころりーの背を見送りながら。

「ダメ人間だけど結構面おも白しろそうな人なのに。不思議ねえ……」

　そう呟きながら、そけっとは手の平の上で水晶球を転がしていた。
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　そけっとの店からの帰り道。

「結局、上手うまくいかなかったね。まあ、ぶっころりーさんの場合は、まずは仕事を探すべきだと思うけど……」

「というか、元々が不ふ釣つり合いもいいとこでしたし。近所なのでぶっころりーの事は幼い頃から知っていますが、あの男は根っからのダメ人間ですからね」

　隣となりを歩いていたゆんゆんが、私の言葉に振り返る。

「そういえば、めぐみんのお兄さんみたいなもんだよね。……そ、その、幼なじみってヤツじゃないの？　ねえめぐみん、ぶっころりーさんにちょっと情が湧わいちゃったりとかは……」

「ないですね」

　何かを期待するかのようなゆんゆんに即そく答とうする。

「そ、そう……。ていうか、前から思ってたんだけど、めぐみんには食い気しかないの？　素す敵てきな恋人が欲しいとか、そういった感情はないの？」

「私にはやるべき事があるのです、色ボケてなんかいられませんよ」

　キッパリ告げるも、ゆんゆんはなおも食い下がる。

「で、でもほら、めぐみんはいずれ冒ぼう険けん者になるんでしょう？　冒険者っていえば、パーティーメンバーと一緒に寝しん食しよくを共にして、助けたり助けられたり……！」

「確かに冒険者は、同じパーティー内のメンバー同士で結けつ婚こんする事が多いと聞きますが……。まあ、私の場合はそういった事にはならないでしょうね」

「言い切ったわね。まあ、めぐみんが赤くなったりだとか誰だれかにくっついたりだとか、そんな姿はちょっと想像できないけど……」

　そんな話をしている間に、家の前についてしまった。

「いずれにしても、私が誰かを好きになるとしたら……。きっと、どんな相手にも負けない格好良い勇者とかだと思いますね」

「案外、めぐみんは普通の人と結婚しそうなんだけどなあ……」




　ゆんゆんに別れを告げ、家に入ると──

「帰りましたよー」

「姉ちゃんお帰り！」

　クロを抱だきしめたこめっこが、ドタドタと駆かけてきた。

　きっと私が留守にしている間、散々おもちゃにされたのだろう、ぐったりとしたクロが頭を下にした状態で抱きかかえられていた。

「姉ちゃん、ごはん食べよう！　美味おいしいのがたくさんあるよ！」

　……美味しいのがたくさんある？

「美味しいのって、一体どうしたんです？　また食べ物をもらってきたのですか？」

「ぶっころりーが持ってきた。大きくなって美人になったら、ぜひ家に……」




　こめっこが最後まで言い終わる前に、私は家を飛び出し靴くつ屋やへと殴なぐり込みに出で掛かけた。
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　傷心のぶっころりーが、家に引き籠こもってから三日が経たった。

　それ以外には特に何事もないと思っていたのだが……。




　──最近、ゆんゆんの様子がおかしい。




「めぐみんおはよう。はい、これ」

　教室に入った私は、ゆんゆんから弁当を手て渡わたされた。

　突とつ然ぜんの事にどう反応していいのかが分からない。

　弁当を手に持ったまま、ようやく一言。

「なんですか？　ひょっとして私の事が好きなんですか？　いきなり一足飛びに、こういった愛妻みたいな事をされてしまうとちょっと……」

「愛妻ってなに!?　ねえなに言ってんの!?　今日は勝負するつもりもないから、素す直なおにお弁当渡すだけよ！　お弁当あげるから絡からんでこないでねって事！」

　……なあんだ。

「というかその言い方だと、弁当をもらえない場合私がゆんゆんに弁当をたかる無法者みたいに聞こえるのですが」

「毎日勝負を挑いどむ私も大たい概がいだけれど、めぐみんも無法者じゃない」

　アッサリと言ってくれたゆんゆんをどうしてやろうかと考えていると、担任が教室に来てしまった。

　ざわめいていた教室内が静まり、担任が教きよう壇だんに立つ。

「おはよう。この間の授業で現れた、邪じや神しんの下僕と思われるモンスターが里の中でも目もく撃げきされたらしい。流石にうかうかしていられない状じよう況きようになってきた」

　担任の言葉に、再び教室内がざわめいた。

　紅魔族の姿を見るだけで、先日の一撃熊クラスでもなければ、大概のモンスターは逃げてしまうはずなのだが。

　それが里の中にまでモンスターが入ってきたというのは尋じん常じようではない。

「という訳で、まだ準備は足りていないが人数を集めて強ごう引いんに再さい封ふう印いんを行う事になった。儀ぎ式しきは明日あしたの夕方から明後日あさつての朝にかけて行われる。万が一失敗でもした際には、里に邪神の下僕が溢あふれる事になる。そのための対策も講じてはあるが、儀式が始まったら家からは出ないように」

　普ふ段だんはいい加減な担任が、珍めずらしく真面目まじめな表情で言ってきた。

　今までは大して気にも留めてはいなかったが、案外大おお事ごとになっているのかもしれない。

「よし。それでは、先日のテストの結果を発表する。例によって、成績上位者三名にはスキルアップポーションだ！　名前を呼ばれた者は前へ！　……三位、ねりまき！」

　担任の声を聞きながら、私は自分の冒ぼう険けん者カードを見た。

　フフフ、後４ポイント。

　後４ポイントで、念願の爆ばく裂れつ魔ま法ほうが覚えられる。

「二位、あるえ！」

　私は担任の声を聞きながら、カードを見てニヤニヤしていた。

　…………二位、あるえ？

「一位、めぐみん！　よくやった。さあ、ポーションを取りにこい」

　名前を呼ばれて立ち上がりながら、私はふと隣となりを見た。

　拳こぶしを握にぎって、なんだかオドオドした様子のゆんゆんを。

「一時間目は格好良い装備品の作り方だ。あるえが身に着けている眼帯のような、個性を引き出すワンポイントアイテムを作る。穴あきグローブやバンダナもオススメだな。全員家庭科室へと集まるように。以上！」

　担任が教室を出て行く中、私は受け取ったスキルアップポーションをこれみよがしに見せびらかし、ゆんゆんの隣に椅い子すを近づけた。

　ゆんゆんが気まずそうにふいっと視線を逸そらす中、私はなにも言わず、無言のままでポーションをチャプチャプさせる。

「……って、なにか言ってよ！　無言でそうやっていられると気まずいんだけど！」

　耐たえきれなくなったゆんゆんが机を叩たたいて立ち上がった。

　だがなにか後ろめたい事でもあるのか、いつもほど怒おこり方にキレがない。

「……では言いましょうか。ゆんゆんの取り柄えといったら、料理が上手うまい事と真面目な優等生な事、あとは存在感がない事ぐらいじゃないですか。それが、今回は一体どうしたんですか？」

「ねえ、最後におかしな取り柄があったんだけど！　私って存在感ない!?　あと、いくらなんでも、もう少し取り柄はあるから！」

　赤い顔で食ってかかるゆんゆんの前に、スキルアップポーションを突つきつけた。

「先ほどは勝負はしないと言っていましたが、どうします？　確かゆんゆんは、上級魔法を習得するのに必要な残りスキルポイントは３ポイントでしたね。私は残り４ポイント。……いいのですか？　せっかくこの私よりもリードしているのに。せっかく先に卒業できそうなのに追いつかれてしまっても。ほらほら、どうします？」

　挑ちよう発はつする私の言葉にゆんゆんは、複雑そうな表情でこちらを見ると……。

「さっきも言ったけど、今日はその、勝負はいいから……。そのポーション、飲んじゃうといいよ」

「……そうですか。仕方ないですね。では、お弁当も食べちゃいますよ？」

　ポーションを飲み干して弁当を食べ始めた私を見て、なぜかゆんゆんがホッとした表情を浮うかべた。




　──やはり、最近のゆんゆんはどこかおかしい。
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「ねー知ってる？　この里に勇者候補が来てるって噂うわさ！」




　午前中の授業が終わり、昼休みに入ると、私とゆんゆんの席に弁当を持ってきたふにふらが、嬉き々きとしてそんな事を言ってきた。

　里の周辺は強いモンスターが多い危険地帯な上に、のどかな田舎いなか村といった感じの紅こう魔まの里。

　こんな地に、勇者候補が何をしに来たのだろう。

　勇者候補とは、神々に特とく殊しゆな力を与あたえられた、変わった名前をした人達の俗ぞく称しよう。

　変わっているのは名前だけでなく、性格や行動、日常の習慣なども他ほかとは違ちがうと聞く。

「知ってる知ってる！　ていうか私、昨日その人と会ったんだから！　爽さわやかなイケメンでさ、なんでも、魔ま王おうを倒たおすための仲間を探しにここに来たんだって！　腕うで利ききの魔ま法ほう使つかいを募ぼ集しゆう中ちゆうらしくってさー。あーあ、なんで今来るかな？　魔法を覚えた頃ころにまた来てくれたならついて行くのにー」

　言いながら、どどんこが残念そうにため息を吐ついた。

　……ふうむ、爽やかなイケメン勇者候補か。

　今は魔法を使えないのでパーティー加入は無理だけども、私のような大魔法使い候補ならば、その勇者候補とはいつか出会うかもしれない。

　選ばれた強者というのは惹ひかれ合う存在だからだ。

　確か、類は友を呼ぶとも言う。

　ゆんゆんが、少し興味を引かれたのかどどんこに尋たずねた。

「勇者候補かあ……。どんな感じの人なの？　強そうだった？」

「二人の女の子を連れて、凄すごい魔ま力りよくを感じる剣けんを携たずさえた、優やさしそうな人だったよ。職業はソードマスターって言ってたかな？　確か、ミツ……ラギ……？」

　強力な魔法の剣を持ったソードマスターか。

　ここ紅魔の里の周辺は、強いモンスターが多数生息している。

　そんな危険地帯を抜ぬけて里まで来たのだから、その強さは本物だろう。

「なるほど。その人はどのぐらいここに滞たい在ざいするのでしょうかね？　しばらくいるというのであれば、魔法を習得したならぜひ一いつ緒しよに連れて行って欲しいものですが」

　私の言葉にどどんこが首を振ふった。

「近日中には里を出るって言ってた。しばらく残ってくれるって言うなら、私だってキープしたんだけど」

　それは残念。

　勇者候補というからにはさぞかし人間ができた立派な人だろうし、どんなピンチもアッサリと乗り越こえる、英えい雄ゆう譚たんに出てくるような人なのだろう。

　私もいつかは魔法使いとして冒険者パーティーに入るつもりでいるが、所属するならばそんな勇者候補の下もとへ行こう。

　どんな困難にも真っ向から立ち向かう様な、真っ直すぐで正義感に溢れた、誰だれもが憧あこがれる勇者候補が率いるパーティーに。

　そして、私の魔法で魔王の幹部だろうがなんだろうがぶっ飛ばし、世界にその名を轟とどろかせるのだ。

　魔王を滅ほろぼし、私こそが新たな魔王、めぐみんとして──！

「めぐみん、ねえ聞いてる？　どうしたのニヤニヤして……。だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大切な考え事をしていて聞いてませんでした。なんでしょうか？」

　妄もう想そうに浸ひたっていたところをゆんゆんに現実に戻もどされた。

　ふにふらとどどんこの二人は、既すでに別の話題で盛り上がっている。

　ゆんゆんがそんな二人を気にしながら、申し訳なさそうに言ってきた。

「ねえめぐみん。ちょっといいかな？　帰りに相談があるんだけど……」
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　ゆんゆんが上位に入れなかった事以外、特に変わった出来事もなく学校が終わり、ゆんゆんと帰る途と中ちゆう。

　相談があると言ったままずっと黙だまっていたゆんゆんが、ようやく口を開いた。

「……ねえめぐみん。友達、ってさ。一体、どんな関係の事を言うのかな……？」

　予想していたよりもずっと重かった相談に、私は思わず目め頭がしらを押さえて足を止めた。

「ちょ、ちょっとめぐみん、どうしたの!?　ね、ねえ、私、なにかめぐみんが泣くような事言った!?　ねえったら！」

「いえ、ゆんゆんがぼっちをこじらせていたのは知っていましたが、まさか友達がどんなものかすら知らないレベルだとは思っていなかったもので……」

「知ってるよ！　一応は知ってるから！　一緒に買い物に行ったりだとか、遊びに行ったりだとか！　そういう事じゃあなくって！」

　ゆんゆんはひとしきり怒った後、ちょっと沈しずんだ様子で。

「あのさ、めぐみんは私によくたかってはくるけど、お金をたかる事ってないじゃない？　奢おごって欲しそうに目で訴うつたえたりだとか、食事の時間になると、ご飯を分けて欲しそうに目の前をウロウロしたりだとかはするけど」

「当たり前です。そこら辺の、越えてはいけない一線はわきまえてますよ。お金をたかりだしたら、代価として私の体を要求されても嫌いやとは言えなくなりますし」

「要求しないわよそんな物、私をなんだと思ってるの!?　っていうか、私も友達って、お金のやり取りはするもんじゃないって思ってたんだ。でも……。あのさ、こないだ相談されたんだけど……。ふにふらさんの弟が、重い病を患わずらってるらしくってさ……」

　ふにふらの家庭の事はあまり知らないけれど、確か、ふにふらが溺でき愛あいしている年の離はなれた弟がいるのは知っている。

「それでね、薬を買うお金が必要らしいんだけど、こういう時って、お金を渡わたしても失礼にならないのかな、って……。友達が困ってる時は、助けてあげるのが当然だって思うんだけど、お金を渡して嫌きらわれたりしないかなって思って……」

「ふにふらから直じかに、お金を貸して欲しいと言われたのですか？」

　私の問いに、ゆんゆんは慌あわてて手を振り、

「あ、ち、違うよ？　薬のお金に困ってるって言ってただけで。でもどどんこさんが、じゃあカンパしてあげるって言い出して。で、私もカンパした方がいいのかな、って……」

　まったくこの子は、相変わらずなんというチョロさだろう。

　ここ最近の流れでピンと来てしまった。

　普ふ段だんからあまり良い噂を聞かないあの二人が、突とつ然ぜんゆんゆんに親しくしてきたのは不思議に思っていたのだ。

　そして、どどんこがゆんゆんの目の前でわざとらしくカンパする。

　なんというか、友達なら出すよねといった雰ふん囲い気きが出来てしまう。

　私に相談してくる以上、ゆんゆんも心の奥では気づいているのだろう。

　でも友達がいないこの子は、嫌われるのが嫌で、流されそうになっているのではないか。

「私ならば、お金ではなく別の方法で助けますね。というか、お金がないという根本的な問題がありますから」

「……別の方法？」

「そうです。……たとえば、顔を隠かくして友達と一緒に薬屋を襲しゆう撃げきするとか」

「ねえ、それってお金貸してあげた方がいいんじゃないの!?」

　私はゆんゆんに小さく指を振ると。

「友達だと言うのなら、ただ与えるのではなくて、一緒に苦しんであげる事も友情ですよ？　なにかを一方的にあげる事なら誰でもできます。でも、困難な事に付き合ってあげるのは、とても大変な事ですよ？」

「つまりめぐみんがお腹なかを空すかせてたら、お弁当をあげるんじゃなくて一緒に我が慢まんしてた方がいいって事？」

「…………いいえ、それはそれ、これはこれです。……でもまあ、ゆんゆんの納なつ得とくがいくようにすればいいと思いますよ？　友達なんてものはお金で買うものではありませんが、友達が本当にどうしようもなく困っているのなら、友達のために大切なお金を投げ出すのも有りだとは思います。私は年中本当に困っていますが」

「今、さり気なく自分をアピールしたわね。……でも、分かったわ。ありがとう、好きな様にやってみるね」

　ゆんゆんはそう言ってはにかんだ。

　……お人ひと好よしのこの子の事、どうする気なのかぐらいすぐ分かる。

　胡う散さん臭くさいと気づいていても、きっと放ほうっては置けないだろう。

　お金を渡すとしたら、明日あしたの朝か放課後だろうか。

　本来なら私には関係のない話だけど、明日は──




　と、話が一段落し、それ以上話す事もなく歩いているとぶっころりーに出くわした。

「あっ、ぶっころりーさん、ど、どうも！」

「おやぶっころりー、こんな所でなにをしているのですか？　そけっとにフラれて引き籠こもっていじけていると聞いたのですが」

「めぐみん！　シーッ！」

「いや、シーッて気を遣つかわれる方が傷つくよ！　それに、告白なんてしていないからまだフラれていない、ノーカンだ！」

　見苦しい事を言うぶっころりーが、ふと真面目まじめな顔で。

「というか、気が付いたんだ。世界が俺の力の覚かく醒せいを待っているのに、色いろ恋こいにかまけている場合じゃない、って……。ただでさえ最近、邪じや神しんの下僕だとかいうモンスターがあちこちで目もく撃げきされているからね。また俺の力が必要とされるかもしれないから、自主的に里を巡じゆん回かいしているんだよ」

　要訳すると、失しつ恋れんから立ち直ったニートが暇ひまを持て余して散歩をしていたようだ。

「聞きましたよ。なんでも、里で昼間からフラフラしているニート仲間を集めて、自警団みたいなものを作ったとか」

「自警団はやめてくれよ。ちゃんと名前があるんだ。『対魔レツド王軍アイ・遊撃デツドス部隊レイヤー』っていう立派な名前がね」

　この里には魔王軍も怖こわがって近づかないのに、一体なにを遊撃するつもりなのだろうか。

　ただの自警団に、名前だけは大おお仰ぎようなのを付けるところが紅魔族らしい。

「というか、里の大人達は例のモンスターに随ずい分ぶんと手こずっていますね。先生が、明日強ごう引いんに再さい封ふう印いんをするとか言ってましたが。わざわざそんな面めん倒どうな事をせず、もういっそ、邪神とやらの封印を解いて里の人間総出で討とう伐ばつしてしまえばいいのでは？」

　ここ、紅こう魔まの里は超ちよう一いち流りゆうのアークウィザード達がたむろする集落だ。

　近きん隣りんの国々ですらもこの里には干かん渉しようしてこない。

　この里の人達が集まれば、邪神だって倒たおせない事はないと思うのだが……。

「いや、一応そんな声も上がったんだけどね。でも、里の外れに邪神が封印されているのは、俺達のご先祖様がよその土地に封ふうじられていた邪神を、わざわざここまで連れてきて封印したのが発ほつ端たんらしいからね」

「ええ!?　私、初耳なんだけど！　なんで!?　なんでご先祖様達は、なんの意味もない上にそんなはた迷めい惑わくな事をしたの!?」

　叫さけぶゆんゆんに、ぶっころりーがキョトンとした表情を浮うかべた。

「だって、邪神が封印されている土地だなんて、なんだか格好良いだろ？　……まあ、という訳で今回も封印しとこうって事になったんだよ。邪神なんて、天然記念物もいいところな希少な存在だしね。この地には他ほかにも、持ち出すと世界を滅ぼしかねない禁断の兵器だとか、信者が一人もいなくなったために、その名も忘れ去られた傀かい儡らいと復ふく讐しゆうの女め神がみだとか、物ぶつ騒そうな代しろ物ものがたくさん封じられているからね」

「実に迷惑な話ですが、禁断の兵器とやらには私も少し興味がありますね。里の人達の気持ちは分からなくもないです」

「分かるの!?　ていうか、私の方がおかしいの!?　私の感性の方がズレてるの!?」

「「ズレてる」」

「ッ!?」
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　──翌日。

　クロを詰つめた鞄かばんをブラブラさせながら、いつもより早めに学校へ向かっていると、予想通り、通学途中で見覚えのある三人を見つけた。

「ありがとうゆんゆん！　助かったー！　お礼は必ずするからね！」

「い、いいよお礼だなんて！　と、友達だから！　そ、その……、それより、このまま一いつ緒しよに学校に……」

　それは、ふにふら、どどんこ、ゆんゆんの三人だった。

　ゆんゆんからなにかを受け取ったふにふらは、愛あい想そ笑いを浮かべながら。

「あー……。ご、ごめんね？　今から、すぐにこれ持って行ってあげないとさ」

「そうそう、急がないとふにふらの弟が……。ゆんゆんは先に行ってて？」

「あ、そ、そっか……。ごめんね気が利きかなくて……。それじゃ、また学校で」

　そう言って、二人に笑え顔がおを見せたゆんゆんは、一人トボトボと学校へ向かった。

　しょんぼりと肩かたを落としながら歩く後ろ姿が哀あい愁しゆうを漂ただよわせる。

　それをしばらく見送ると、ふにふらとどどんこがポツリと言った。

「ちょ、ちょっとだけ良心が……」

「い、痛むよね……」




「フフフ……。それならば、そんな事しなければいいものを」




「「!?」」

　背後からの私の声に、二人はビクッと震ふるえ慌てて振ふり向く。

「めぐみん!?　いつからそこに!?」

「わ、私達とゆんゆんの話は、どこから聞いていたのさ!?」

　私は隠れていた茂しげみの中からゴソゴソと這はい出しながら。

「どこから聞いていた、ですか？　それは……」

























「と、ゆんゆんに、恥はずかしい秘密を暴ばく露ろされたくなければ黙だまってエッチな要求を聞けと、二人が脅おどしていたところからですよ」

「してねーから！　あたし達、そんな事はしてねーから！」

「なんでそんな要求するのさ！　あんた、私達をなんだと思ってんのよ！」

　私の軽い冗じよう談だんに、二人は真っ赤になって抗こう議ぎする。

「ちょっと、その……。ゆんゆんからお金を借りただけよ。実は、あたしの弟が、さ……」

「そ、そうそう。ふにふらの弟が病気で、その薬代が必要になって。私達の手持ちじゃ足りなくって、カンパしてもらってたのよ」

「ほう、そんな大変な事に……。まったく水みず臭くさい、それならそうと、この私にも相談してくれればよかったものを」

「「えっ!?」」

　私の言葉に驚おどろきの声を上げてのけ反る二人。

「なんですか？　この私が、困っている人を助ける事がそんなに驚きですか？　それとも私に喧けん嘩か売ってるんですか？」

「ち、ちがっ……！　そうじゃないけどさ、ほら。その……。あんたって超ちよう貧びん乏ぼうじゃん」

「だよね。いくら困ってても、めぐみんにお金借りるってのだけはないわー」

「ぶっ殺」

　鞄をブンブンと振り回して攻こう撃げき態勢に移った私に、二人は顔を引きつらせた。

「じゃ、じゃあ、どんな手助けをしてくれるつもりだったのさ！」

「そうそう、そこまで言うならお金貸してくれんの!?」

「貸すわけないじゃないですか。誰だれに物を言っているんですか。相手を見てお金を借りるといいですよ？」

「「こ、こいつ……!!」」

　二人がこめかみをヒクヒクさせながらこちらを睨にらみつけてくるが、私としても別にからかっている訳じゃない。

「まあ落ち着いて聞いてください。二人がお金を欲ほつしているのは薬のため。なら、別にお金でなくとも、どうにかして薬が手に入ればいいのですよね？」

「えっ……！　いやまあ、そうなんだけどさ……」

「どうにかして、薬が手に入るあてでもあるの？」

　口々に言ってくる二人に私は不敵に微笑ほほえんだ。

「まあ、紅魔族随ずい一いちの天才に任せてください」

　その自信たっぷりな私の言葉に、二人は不安気な顔を見合わせた。
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　ふむ。二人にはああ言ったものの、一体どうやって薬を手に入れようか。

　こめっこを薬屋に連れて行って、オネダリでもさせてみようか。

　妹のあの魔ま性しようぶりならば、不可能ではないかもしれない。

「クロちゃん！　クロちゃんしっかりして！　なにがあったの!?　どうしてグッタリしてるの!?　めぐみん、鞄にクロちゃんが入ってるのを忘れたまま、登校中に振り回したりとかしてないでしょうね!?」

　隣となりの席で、クロを抱だき締しめながら騒さわぐゆんゆんの声を聞き流しながら、私は、どうやって病やまい治ち療りようのポーションを調達するかを考えていた。

　やがて、気け怠だるげな担任が教室内に入って来る。

　そして、いつもの様に出席を取ると……、

「あー。今日の夕方より、邪じや神しんを強ごう引いんに再さい封ふう印いんするって話をしたな？　失敗する事はまあないだろうが、万が一って事もある。俺は再封印が失敗した時に備え、ずっと温存しておいたアレを用意して待機しておく。……ま、アレは使わないに越こした事はないがな。再封印の成功確率は九割を超こえるそうだから、俺の出番はないだろうさ。そう、アレはできれば、使わないで済むならその方がいい……」

　と、担任は失敗フラグが立ちまくりなセリフを吐はいた。

　なんだかソワソワしているところを見ると、本音では失敗して欲しいのだろう。

　そして、誰にも聞かれてないのにペラペラと自じ慢まんしだした、温存しておいたアレとやらを使いたいのだろう。

「まあ、そんな訳でだ。今日は寄り道せずに真っ直すぐ帰る事。夕方には全員家の中にいるようにな。では、一時間目は魔ま道どう具ぐ作製の授業だ。全員、実験室に集まる事！　以上！」

　担任は、そう話を締めくくると、さっさと教室を出て行き──

　私はハタと気がついた。魔道具作製……！




　──実験室は、学校の地下に造られている。

　危険な薬品や爆ばく発はつする系統のアイテム等も扱あつかうため……、ではなく。

　魔ま法ほう使つかいといえば地下で怪あやしい実験だろうとの事で、ここに造られたらしい。

　実験室では空いている席に好きに座ればいいのだが、私は常に最前列だ。

　担任がボリボリと頭をかきながら教きよう壇だんに立つ。

「ではこれより、魔道具作製の授業を始める。魔法薬や魔道具の製造などは、我々魔法使い職の者にとっては大切な収入源となる。覚えておいて損はないぞ。では……。…………めぐみん、やる気があるのは良い事だが前に出過ぎだ」

「すいません。この授業が一番好きなもので」

　最前列で話を聞く私に、担任は、もっと下がれとばかりに手を振り瓶びんを手にした。

「では、既すでに何度もやってはいるが、基本は大切だ。まずは簡単な体力回復のポーションを……。どうしためぐみん、手を挙げて。質問か？」

「そんな単価の安いポーションよりも、もっとお金になる高難易度なポーションの作り方を教えて下さい」

「よし、お前はこの授業の間は俺の助手をやれ。二度とそんなバカな事を言い出さないようにこき使ってやる」

　理り不ふ尽じん！

　──私が渋しぶ々しぶと仕事を手伝う中、担任が授業の説明を始めた。

「それでは、各自好きな材料を使っていいからポーションを作ってみろ。上手うまくできたら、そこにアレンジを加えてもいい。調合の比率によって、ポーションの効果が変わってくるからな。自分だけのレシピを作ってみろ」

　助手としてクラスメイト達に道具や材料を配り終えた私は、本来の目的を思い出した。

「先生。質問なのですが、病を治療するポーションは私に作れたりしますか？」

「病の治療？　無理だとは言わんが、その手のポーションは難しいぞ。ちなみに、病治療のポーションは製作に金がかかる割には、あまり売れず、金にならない品だぞ？」

「先生が私をどんな目で見ているのかがよく分かりました。お金のためではありませんよ、病気で困っている人がいるので、自作する事ができたらなと思いまして」

　私の言葉に、担任があごをさすりながら。

「……そういった事情なら、材料は好きに使えばいい。これがポーションのレシピだ、持っていけ。……しかし、個人主義で金に目がなく、モンスターにトドメを刺さす事にも躊ちゆう躇ちよのないお前にも、ちゃんと人の心はあったんだなあ」

「先生が私をどんな目で見ているのかが、本当によく分かりました」

　卒業の際には、絶対にこの担任へお礼参りをしてやろうと心に誓ちかいながら、レシピを見てポーションの材料を集めていく。

　ファイアードレイクの肝きもにマンドラゴラの根、カモネギの……。

「めぐみん、そんな材料を集めてきて何を作るつもりなの？　それよりも、体力回復ポーションは？　クロちゃんがグッタリして弱ってるんだけど、できればこの子の薬を……」

　私が集めてきた材料を見て、近くにいたゆんゆんが心配そうな顔で言ってきた。

「これは友達との秘密の事ですので、ライバルのゆんゆんには言えません」

「あっ！　な、なにそれ！　ふにふらさん達からの相談を内ない緒しよにした事への当てつけ!?」

　騒ぐゆんゆんを無視し、高価な材料をすり鉢ばちの中へと放ほうり込む。

「いいわ、クロちゃんは私が助けるから……！」

　ふとゆんゆんの方を見ると、未いまだにぐんなりしているクロを机に置き、体力回復のポーションを作ろうと息巻いていた。

「スパルタが我が家の教育方針なので、家うちの子をあまり甘やかさないでくださいね」

「鞄かばんに詰つめて振ふり回すのは、スパルタじゃなくて虐ぎやく待たいって言うの！　まだ子こ猫ねこなのよ!?　大事に扱ってあげなさいよね！」

　気短に怒おこるゆんゆんがクロを撫なでてやりながらそんな事を言う。

　ゆんゆんはそう言うものの、私はこの猫はそうそう死なない予感がするのだけど。

　人様によじ登ったりふてぶてしかったり、それに子猫のクセになんでも食べる。

　なんだか猫らしくないのだが、我が家の過か酷こくな環かん境きように慣れてきたからなのだろうか？

「まあなにはともあれ、まずは薬作りです！　我が魔道技術を見るがいい！　病など一いち撃げき必殺です！　ふはははははは……！」

「何を作ろうとしてるのかは知らないけど、劇薬を作ってるんじゃないわよね？　体に良い、ポーションを作るんだよね!?　一撃必殺とか物ぶつ騒そうなセリフが聞こえたんだけど！」

　ゆんゆんが不安気に顔を引きつらせる中、高難易度のポーション作りが始まった──

　まずは、乾かん燥そうさせたファイアードレイクの肝を粉にする。

　続いて、生命力の強いマンドラゴラの根っこを……。

「きゃー！　めぐみんのすり鉢から火の粉が飛んできてるんだけど！　ちょっとめぐみん、何作ってるのよ!?」

「ちょっ！　こっちにも火が！　ああっ、火が広がってく！　先生、先生ーっ！」

「『クリエイト・ウォーター』！」

　誰かの悲鳴を聞き流しながら、マンドラゴラの根っこを細かく刻もうと包丁を……。

「ねえー！　マンドラゴラが何本か逃にげてる逃げてる！　誰よマンドラゴラなんて持ってきたのは！」

「……!?　えっと、めぐみんの包丁を白しら刃は取どりしてるその植物って、マンドラゴラ……なんだよね……？」

　別の誰かの疑問の声を聞きながら、激しい抵てい抗こうをみせるマンドラゴラをなんとか捌さばき、根っこを刻んで鍋なべに投入。……だが、まだ足りない。

　何本か逃げたマンドラゴラを捕つかまえないと……。

「ほい。一本捕まえたよ。何を作るのか知らないけど、面おも白しろそうな事をやってるね」

　逃げたマンドラゴラの葉の部分を握にぎり締めたあるえが、クイッと眼帯を指で上げ、ニヤリと笑うと、マンドラゴラをこちらに差し出し言ってきた。

「高難易度の病治療ポーションを作っているのですよ。あるえは自分のポーション作りは終わったのですか？　手が空いているのなら手伝って欲しいのですが」

「構わないさ。よし、とりあえずコイツを細かく刻んで……」

「いいですよあるえ、コイツが抵抗しないよう、その調子で押さえておいてくださいね！　植物形モンスターです、情けは無用ですよ！　ええい、暴れないでください！　おろしがねで削けずられたいのですか！」

　あるえが調合を手伝ってくれる中、四苦八苦する私達の作業の様子を、ゆんゆんが青い顔で眺ながめていた。

「あわ……あわわわわ…………」

　涙なみだ目めのゆんゆんの視線を浴びながら、無事マンドラゴラを刻み終え、次はいよいよ最後の材料へと取りかかる。

　餌えさとなるネギを常に背負い、カモの様な愛らしいレアモンスター、カモネギの……！
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「やらせはしない！　それ以上はやらせはしないわ！」

　ゆんゆんが突とつ然ぜん叫さけび、私の手を横から摑つかむ。

「なにをするのですか、調合の邪じや魔まをしないでください」

「だってだって！　ここ、こんなに……こんなに可愛かわいいカモネギを……！」

　ブンブンと首を振り、ゆんゆんが涙目で訴うつたえかける。

　いつの間にか、周りの生徒達もなんだか泣きそうな表情で、私の方を注視していた。

　そして、キョトンとして首を傾かしげる、つぶらな瞳ひとみのカモネギにも。

　まあ、確かに可愛らしい。可愛らしいが……。

「ゆんゆん、コイツはこんなに可愛くてもモンスターですよ？　世の中には、無害に見えてもその実恐おそろしいモンスターだっているのです。里の周辺には安楽少女と呼ばれるヤツが生息しているのを知っているでしょう？　強きよう烈れつな庇ひ護ご欲よくを湧わき立たせ、その傍そばから離はなれられなくして衰すい弱じやく死しさせるモンスターです。どんなに可愛くても、モンスターを倒たおす事を躊躇ためらってはいけません」

「そうなんだけど！　そうなんだけどっ!!」

　未だ食い下がるゆんゆんの肩かたにポンと手を置き、あるえが言った。

「まあ落ち着いて。めぐみん、ポーション作りに必要な材料は、カモネギのどの部分なんだい？　内臓系だと絞しめなきゃいけないけど、それ以外なら……」

　あるえの言葉にゆんゆんが、恐こわ々ごわと上うわ目め遣づかいでこちらを見てくる。

　私は、そんなゆんゆんに。

「カモネギの背負っているネギが材料です。……これで、安心しましたか？」

　そう言って、安心させる様に笑いかけた。

　それを聞いてホッと息を吐ついたゆんゆんが、摑んでいた私の手を放してくれた。

「元々、ネギは病気の治ち療りように効くと言うからね。ネギを、食べたり巻いたり刺してみたり。カモネギのネギは、あらゆるネギの中でも至高の品らしいよ？」

　あるえが、言いながらカモネギの背負ったネギを数本抜ぬき取った。

　私は、ネギを刻みだしたあるえを見ながらゆんゆんに。

「まったく……。私をなんだと思っているのですか？　自分にだって、可愛い生き物を愛めでる心ぐらいあります。無意味な殺せつ生しようなどしませんよ」

「そ、そうだよね、ごめんね！　よかった……。カモネギは、倒すと大量の経験値が得られるレアモンスターな上に、食べると凄すごく美味おいしいって聞くから……」

「…………」

　大量の経験値が得られるレアモンスター？

　食べると凄く美味しい？

「本当にごめんね。薬の材料になるし、レベル上げにもなるし、お昼ご飯にもなるしで、一石三鳥とか言ってやらかすかと……」

「キュッ！」

　私の手で絞められたカモネギが、小さな悲鳴を上げてクタッとなった。

　自分の冒ぼう険けん者カードを見てみると、一気にレベルが二つ上がり、スキルポイントも２ポイント加算されている。

　口をパクパクさせているゆんゆんに、カードを自じ慢まん気げに掲かかげると。

「めぐみんは、レベルが上がった」

「ばかああああああああーっ！」
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　──放課後。

「なによカモネギスレイヤー。こんな所に呼び出して」

「めぐみん。あんた、ゆんゆんに謝んなさいよ？　今朝の事がよっぽどショックだったみたいで、ずっとメソメソしてたわよ？」

　私は、校舎裏に呼び出したふにふらとどどんこに、開口一番そんな事を言われた。

「今度カモネギスレイヤーと呼んだら酷ひどい目に遭あわせますよ。というか、ゆんゆん以外にも、多数のクラスメイトにトラウマを植えつけた今朝の騒さわぎは、元はといえば二人が原因なのですよ？　私が何を作っていたのか分かりますか？」

　私の言葉に、二人は顔を見合わせると……。

「まさか……」

「その、手に持ってるポーションって……」

「そう、自作の病治療ポーションです」

　二人は心底嫌いやそうな顔をした。

「不安なのは分かります。ですが、レシピ通りに作ったので問題ないですよ。多少材料を多く入れましたが、効果が大きくなるだけだと思われます。ささ、遠えん慮りよなくどうぞ」

「ええー……」

　ふにふらは心底不安気な表情ながらも、私の作ったポーションを渋しぶ々しぶ受け取った。

「さあ、これでゆんゆんから借りたお金は必要なくなりましたね。それでは、これと引き換かえにお金を返してもらいましょうか」

「えっ！　ちょ、ちょっと待ってよ、まだ、その薬が効くかどうかも……！」

　焦あせりながら言ってくる、ふにふらの言葉を遮さえぎる様に。

「そんな事は関係ありません。というか、ふにふらの弟が本当に病気なのかどうかも私にとっては関係ありません」

　黙だまらせるように、キッパリ言った。

「う……、い、いやそれは……」

「い、いや……。びょ、病気だから！　ふにふらの弟は本当に病気だから！」

　口ごもるふにふらを庇かばう様に、どどんこがなおも言い募つのる。

　が、そんな事はどうだっていい。

「私が言いたいのは、寂さびしがり屋なぼっちの良心につけ込んでお金を巻き上げた事です。あの子は私の次に頭がいいんです。バカではないのですよ？　私がこれだけ怪あやしいと思っている事を、あの子が気づかない筈はずがないでしょうに」

　言いながら詰つめ寄る私に、二人は青い顔で慌あわてて言った。

「分かったって、お金なら返すからさ！　ちょ、あんた、目の色が真っ赤だから！」

「本気で怒おこらないでよ、こ、怖こわいって！」

　そう言いながら、ゆんゆんから借りたお金を差し出してくる。

　おっといけない、どうやらかなり本気になっていた様だ。

　紅こう魔ま族ぞくは感情が昂たかぶった際、紅あかい瞳の輝かがやきが増す。

　このままでは、私のクールなイメージが崩くずれてしまう。

「……まあいいでしょう。では、このお金は私からゆんゆんに返しておきます。本当に友人になりたくてあの子に近づいたのならともかく、人の良さとチョロさにつけ込む気ならやめてください。さもなくば、私が魔ま法ほうを覚えた際には、最初の試ためし撃うちの相手になりますよ」

「わ、分かったってば！　まあいいでしょうとか言いながら、あんた、まだ目が真っ赤だから！　ゆんゆんの事がどれだけ好きなのさ！」

「もうあんた達の仲の邪魔はしないからさ、今後はちょっかいかけないから、二人で好きにしてよ……！」

　ふにふらとどどんこが、焦りながらそんな事を…………。

「……なにか誤解してはいませんか？　別に、私とゆんゆんはそれほど仲の良い間あいだ柄がらではないですよ？　……というか、友達でもありませんし」

「はいはい、もういいから」

「ていうか、これだけ必死に庇っておいて、友達じゃないってのならどんな関係なのよ」

　二人は面めん倒どう臭くさそうに、手の平で自分達の顔をパタパタとあおる。

　熱い熱いとでも言いたげに。

「どんな関係と言われても、ただの……。その、ライバルと言いますか……」

「はいはいはいはい、もういいからいいから。なんていうか、傍はたから見てると百合ゆり百合ゆりしいのよあんた達」

「めぐみん、目が真っ赤なんだけど。こういう時って、私達紅魔族は、噓うそがつけないのが困りものよね」

　…………。

「ま、今回は折れてあげるけど。あんたも、自分が首席だからってあんまり調子には乗らない事ね」

「そうそう。あんた達がイチャイチャしてる間に、私達が下から追い抜くかもしれないからね。もし私が首席にでもなったら、あんたの愛妻が私をライバル視しちゃうかもよ？　ま、そうならないように、せいぜい今の内に……」

　私は二人のそんな捨て台詞ぜりふを、最後まで言わせる事なく襲おそいかかった。

「ちょっ！　ああっ、せっかくのポーションを割ろうとしないでよ！　あんたズルい、卑ひ怯きようよ！　やめっ、やめてえ……！」

「こんな時ぐらい空気読みなよ！　これは、こういった時のお約束の捨て台詞で……！　ちょっ、やめっ……！」
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　二人に逆ぎやく襲しゆうし終えた私が、スッキリ艶つや々つやとした顔でクロと鞄かばんを取りに教室へ戻もどると、教室内にゆんゆんが、一人ポツンと残っていた。

「……一人で、そんな所でなにをしているのですか？」

「なにしてるじゃないでしょ!?　めぐみんを待ってたんだけど！　クロちゃんを置きっ放しでどこ行ってたの!?」

　どうやら、私と一いつ緒しよに帰ろうと待っていてくれたらしい。

「いえ、ちょっとふにふらに用がありまして」

　いつの間にか一緒に帰るのが当たり前の間柄になっていて、ふにふら達の捨て台詞が脳のう裏りをよぎった。

　……ま、まあ、邪じや神しんの下僕が里の中でも目もく撃げきされたぐらいだし、ライバル関係はしばらくお預けでもいいだろう。

　そう、友人なんて間柄ではないが、こんな物ぶつ騒そうな時ぐらいは……。

　ゆんゆんは、口では怒いかり気味の口調ながらも、一人で待っていてちょっと寂しかったのか幾いく分ぶんホッとした表情だ。

「めぐみんがふにふらさんに用だなんて珍めずらしいわね。それじゃあ帰ろうか。確か先生が、今日の夕方から邪神の再さい封ふう印いんをするから、早く帰れって言ってたし……」

「はい、これどうぞ」

　私は、帰り支じ度たくをしていたゆんゆんに、ふにふらから返してもらったお金を手て渡わたした。

　お金の入った小さな袋ふくろを手に、キョトンとしているゆんゆん。

　私は用は済んだとばかりに鞄を手に取り、中にクロを詰めようとするものの、なぜかクロは鞄の中に入りたがらない。

　私の肩かたの部分に爪つめを立ててしがみつき、激しい抵てい抗こうを見せていた。

「ねえ、このお金……」

「ふにふらからです。弟さんへの薬はなんとかなったらしいですよ。だから、それは返すそうです。よかったですね」

　ゆんゆんに受け答えしながら、クロを肩から引き剝はがそうとする。

　こ、こいつ……、それほど鞄の中が嫌なのだろうか……！

　私とクロが激げき闘とうを繰くり広げていると、ゆんゆんが。

「ねえめぐみん。ふにふらさんの弟さんに、めぐみんがなにかしてあげた訳じゃあないの？　たとえばその、めぐみんが……。病治療ポーションでも作ったりだとか……」

　そんな事をゴニョゴニョと呟つぶやいた。

　ほらみなさい、ふにふら、どどんこ。この子は私の次に頭が良いのですから。

「現実主義な私が、自分の利益にもならない人助けなんて、する訳ないじゃないですか」

「そう言われると、確かに凄すごく説得力があるわね」

　…………。

「ねえ、なんでサッサと帰ろうとするの!?　ずっと待ってたのに置いてかないでよ！」




　──学校の外に出ると、太陽が西の空に傾かたむいていた。

　もうそろそろ夕暮れ時だ。

　後ろからはゆんゆんが、慌てて追いかけて来る。

　どうしても鞄に入ろうとしないクロを肩に乗せ、帰り道を歩いていると。

「ねえめぐみん、本当になにもしてないんだよね？」

「疑うたぐり深い子ですね。というか、万が一私がふにふらの弟に薬を作ってあげたとして、別に誰だれにも迷めい惑わくなんてかけていないし、いいではないですか」

「け、今朝の授業で、色んな子が迷惑してたあの騒ぎは……？」

　私はそれには答えず無言で歩いていると、ゆんゆんが早足で慌てて隣となりに並んでくる。

　そして、私の横顔を見ながら言った。

「……ねえ、めぐみん。別に、お礼だとか、特にそんな意味はないんだけどさ。……どこかに寄って行かない？　お金が返ってきた事だし、奢おごるからさ」

　そちらの方をチラと見ると、ゆんゆんが笑っていた。

　……頭の良い私のライバルは、既すでになにがあったのか、大体分かっているらしかった。
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「奢るとは言ったよ。うん。奢るとは言ったんだけどね」

　店を出て、家への帰り道。

　ゆんゆんが、財さい布ふを覗のぞき込みながら深いため息を吐ついていた。

「ごちそうさまでした。こんなに食べたのは生まれて初めてです。今日は、流石さすがにもう食べられないですよ」

「それはよかったわね！　ああもう……っ！　そりゃあ、好きなだけ食べていいって言ったのは私なんだけど……！」

　ゆんゆんの怒り声を聞きながら、夕暮れで赤くなった道を歩く。

「ふう……。流石に、これだけ食べた後は歩くのが苦しいのですが。ちょっと消化するまで、どこかで休んでいきませんか？」

「もう……、もう……っ！　そんなになるまで食べるだなんて、どれだけ食い意地張ってるのよ……！」

　怒ったような呆あきれたようなゆんゆんを連れ、紅魔の里の公園に立ち寄った。

　公園といっても、ベンチと池、雨除け代わりの小さな建物がある程度だが。

　肩にくっついていたクロを剝がし、そのままベンチに仰あお向むけになる。

「め、めぐみん！　スカート引っかかってぱんつ見えてるから！　ああもう……っ！　女の子の行動じゃないと思うの……」

　ゆんゆんが、かいがいしく私のスカートの裾すそを直してくれた。

「ゆんゆんは良い奥さんになりそうですね。卒業したら私を養ってくれませんか？　私はご飯とか食べても、ちゃんと毎日、美味おいしいって言う人ですよ」

「い、嫌いやよ！　どうして私が!?　美味しいって言ってくれるだけで、私が喜ぶとでも思ってるの!?　……そんな、毎日ご飯が美味しいってだけで……。……毎日。……うーん……」

　突とつ然ぜん悩なやみ出したチョロいゆんゆん。

　こんなバカな事を言っているから、ふにふら達に百合百合しいとか言われてしまうのかもしれない。

「卒業と言えば、ゆんゆんは私が卒業した後はどうするんですか？　私はもう、あと一回スキルアップポーションをもらえれば、それで卒業できるのですが」

「えっ、どうして？　めぐみんって、確か魔法習得までの残りのスキルポイントって、あと４ポイントだって言ってなかったっけ？　それが、昨日もらったスキルアップポーションで残り３ポイントになって、私と同じに…………。……ああっ!!」

　ゆんゆんが途と中ちゆうまで言いかけ、何かに気づいた様に突とつ然ぜん大声を上げた。

「今朝のカモネギ！　カモネギを絞しめて、レベルが……！」

「そうです、あれでレベルが二つも上がり、先日のスキルアップポーションと合わせて、スキルポイントを３ポイント入手。魔法習得に必要な残りポイントは１ポイント。おそらく、次のテストで卒業です」

　ベンチに横になる私のお腹なかの上にクロが乗る。

　この子はなぜこんなにもふてぶてしいのだろう。

　──ゆんゆんが、泣きそうな小さな声で呟いた。

「そ、そんなあ……。一緒に卒業できないなんて……。せっかくスキルポイントを合わせたのに……」

　ゆんゆんが、しょぼくれながらそんな事を──




　──私は、ベンチから跳はね起きた。

　お腹に乗っていたクロが転がり落ちる中、私はゆんゆんに問いただす。

「今なんて言いました？　ひょっとして、私と一緒に卒業するためにスキルポイントの調整をしたのですか？　先日も、テストで三位以内に入れなかったのではなくて、わざと手を抜ぬいて三位以内に入らず、スキルアップポーションをもらわなかったのですか？」

「ッ!?」

　ゆんゆんが、しまったといった表情でビクッと震ふるえた。

　肯こう定ていしなくてもその反応だけで十分だ。

「なんてバカなんでしょうかこの子は！　一緒に卒業したいというのなら、スキルポイントが足りていても魔ま法ほうを覚えなければいいだけでしょうに！　というか、上級魔法を覚える事を保留する事もできず、一緒に卒業したいとも言い出せずにこんな事するだなんて、不器用にもほどがあるでしょう！」

「だだだ、だってだって！　いつも私より上だと思っていためぐみんを、いつの間にか抜いてたんだもの！　私より絶対早く卒業するって思ってたのに……！」

「あっ！　今、私を抜いたと言いましたね！　抜いてません！　抜いてませんよ！　この際だから言っておきますが、私は上級魔法を覚える気がありません！　そんな物よりも、もっとずっと超ちよう威い力りよくの必殺魔法を習得するのです！　ほら、私の冒ぼう険けん者カードを見るがいいです！　上級魔法を覚えられるポイントぐらい、とっくに貯たまっているのですよ！」

　激高した私がベンチから立ち上がり、ゆんゆんの鼻先に冒険者カードを突つきつけると、ゆんゆんは食い入るようにカードを見み詰つめ。

「ほ、ほんとだ……！　なんだ、やっぱりめぐみんは、私よりも凄かったんだ……！」

「えっ。……ええと、はい。まあ凄いのです。なので、その、手を抜かれると困ります」

　満面の笑えみで素す直なおに喜ばれてしまうとそれはそれで困ってしまう。

　ライバルには、やはり強くあって欲しいのだろうか。

「そ、その。手を抜いたのはごめん。でも、上級魔法よりも凄い魔法って……。炸さく裂れつ魔法でも覚えるつもり？　それともまさか、爆ばく発はつ魔法とか……」

「爆ばく裂れつ魔法です」

　…………それを聞き、ゆんゆんが急に押し黙だまった。

「えっと、今、なんて？　爆裂魔法って聞こえたんだけど」

「ええ、爆裂魔法ですよ。最強の魔法と呼ばれる、あの凄いヤツです」

　それを聞いて、ゆんゆんは再び黙り込んだ後……。

「なに言ってるの？　爆裂魔法って、あの爆裂魔法？　ネタ魔法って呼ばれてる、あの爆裂魔法？　習得するのに必要なスキルポイントは、あらゆる職業の、あらゆるスキルの中で最も多く、もし習得できたとしても、殆ほとんどの者は魔ま力りよく不足で発動もしないか、たとえ発動したとしても、魔力を使い果たして動けなくなるって言う……」

「そうです。その、爆裂魔法です」

　コクリと頷うなずく私に向けて、ゆんゆんは大きく息を吸い込むと……！

「バカじゃないの!?　なに言ってるのめぐみん！　そんなの覚えてどうするの!?　習得しても、殆どの人が魔力が足りずに使えない魔法なのよ？　もしかろうじて魔法が使えたとしても、一日一発しか撃うてない、使い勝手の悪いネタ魔法なのよ？　なに考えてるの？　バカなの？　バカと天才は紙かみ一ひと重えって言うけれど、めぐみんって紙一重でバカだったの？」

「そ、それ以上バカバカ言うなら、いくらゆんゆんでも酷ひどい目に遭あわせますよ！　……というか、今いま更さら言われずとも全すべては覚かく悟ごの上ですよ。私は誰よりも爆裂魔法について調べました。今では、この里で一番爆裂魔法について詳くわしいと自負しています」

「詳しいって言うのなら、どうしてそんなの覚えようとするの!?　めぐみんなら……。きちんと上級魔法を覚えて、経験を重ねていけば、めぐみんなら、きっと歴史の教科書に載のるぐらいの大だい魔ま法ほう使つかいにだってなれるのに……っ！　ねえ、なんで!?」

　私の事なのに、なぜか涙なみだ目めになって必死に叫さけぶゆんゆんに。

「それはもちろん、爆裂魔法が好きだからですよ」

　これ以上になく、素直に答えた。

　もっと深い理由でもあると思っていたらしいゆんゆんは、私の答えに目を丸くすると。

「……めぐみんは、やっぱり天才じゃなくてバカだと思う」

「それ以上バカと言ったら酷い目に遭わせると警告しましたよ！」

　私は、言うと同時にゆんゆんへと飛び掛かかった！
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「はあ……はあ……！　勝った……！　初めて、めぐみんに勝った……！」

　顔を輝かがやかせ、心底嬉うれしそうに呟くゆんゆん。

　む、無念……！

　初めてゆんゆんに負けてしまった。

「まあ、今のは本気を出していませんでしたしね。私はほら、月が欠けてくると力が出せないタイプの人間ですから」

「悪あく魔ま族ぞくじゃあるまいし、そんな訳ないでしょ！　素直に負けを認めなさいよ！」

　人ひと気けのない公園でひとしきりゆんゆんと組んずほぐれつした後、私はゆんゆんに取り押さえられていた。

　火ほ照てった体に、ヒンヤリとした地面の感かん触しよくが心ここ地ち良い。

　陽ひが沈しずみかけ薄うす暗ぐらくなってきた公園で、二人して荒あらい息を吐いていた。

　頭に血が上り、不得手な肉にく弾だん戦を挑いどんでしまった。

「はあ……。負けを認めますから、解放してください。負けですよ、私の負けです」

　それを聞くと、ゆんゆんは素直に放してくれる。

「……ふう、負けた負けた。まあ、あれだけたくさん食べた後ですから負けるのも当たり前なんですがね。言ってみれば、実力の半分も出せない状態でしたから」

「ああっ！　解放されてから言い訳するのはズルい！」

　悔くやしそうにしているゆんゆんに、私は膝ひざの土を払はらいながら立ち上がった。

「私が旅に出る前に一勝できてよかったですね。ゆんゆんは、やがては紅こう魔ま族ぞくの族長を継つぐべき者。私が外の世界を旅して大魔法使いとして名を馳はせている間、ゆんゆんは族長の跡あとを継ぎ、この里で平へい凡ぼんな日常を送って老いさらばえていくがいいです」

「素直に私が勝った事を褒ほめられないの!?　嫌いやみまで言って、ほんとは負けた事がちょっと悔しいんでしょう！　……っていうか、その……。卒業したら、旅に出るの？」

　私は足あし下もとに寄って来たクロを抱だき上げてやりながら、不安そうに尋たずねてきたゆんゆんに。

「ええ、旅に出ます。ゆんゆんにだけ教えておきますが、実は私の爆裂魔法好きには理由がありましてね」

　そこがお気に入りの場所なのか、クロが私のローブの肩かたに爪つめを立て、しっかりとしがみついた。

　私はクロの頭をグリグリと撫なでながら、まだ親にさえ言っていなかったあの出来事をゆんゆんに話す事にした。

「私は子供の頃ころ、魔ま獣じゆうに襲おそわれた事があったのです。そこにたまたま通り掛かかった魔法使いのお姉さんが、爆裂魔法でその魔獣を撃げき退たいしたのですよ。その時の爆裂魔法の破は壊かい力。圧あつ倒とう的てきな暴力。絶対的な力。それはもう凄すさまじく、最強魔法の名に相応ふさわしい威い力りよくでした。あれを一度でも見てしまったなら、他ほかの魔法を覚える気が起きませんでしたね」

　フードのお姉さんの声や雰ふん囲い気きは今ではうろ覚えなのだが、あの時の爆裂魔法の見せた光景だけは、今でも鮮せん明めいに覚えている。

　それを思い出すだけで、胸が熱くなり、苦しくなった。

　私には、ふにふらやどどんこの様に色いろ恋こい話に興味がある訳でもなく、ゆんゆんのような、族長になるために努力するという、立派な目標もない。

　ただただ、あのフードの人にもう一度会って、私の爆裂魔法を見せたいだけだ。

　もう一度会ってお礼を言って。

　……そして、聞くのだ。

　あなたに教えてもらった、私の爆裂魔法はどうですか──と。

　そんな、私の唯ゆい一いつの夢を告げると、今までの不満そうな表情ではなく、なんだか納なつ得とくしたような、スッキリした顔でゆんゆんが息を吐ついた。

「そんな理由があるなら私がどうこう言う事はできないわね。でも、爆裂魔ま法ほう使つかいは本当に茨いばらの道よ？　めぐみんの魔力量なら魔法を撃つ事はできるかもしれないけど、撃った後は魔力を使い果たして、まず身動きが取れなくなるわ。旅をするのはいいけど、一人で旅なんかしたら、魔法を撃って動けない無防備なところを、他のモンスターに襲われちゃうわよ？　一いつ緒しよに旅する仲間のあてはあるの？」

「ゆんゆん並に友人のいない私に、そんなあてがある訳ないじゃないですか」

「どうして自じ慢まん気げなの!?　ねえ、旅に出るって言っても、魔法を覚えたらすぐさま旅に出る気じゃないわよね？　しばらくは里に残るんでしょ？」

「ええ、まあ。妹を放ほうっては置けませんしね、しばらくは里でバイトでもしながら、頃ころ合あいを見て旅に出ますよ」

　私の言葉に、ゆんゆんがホッと息を吐く。

「ゆんゆんは、このままずっと里に残って族長の跡を継ぐのでしょう？　紅魔族の族長は代々世せ襲しゆう制ですし」

「そうね。やがて族長になるとは思うけど。でもそれまでに、私も色々な経験を積んでおきたいな。今はまだ、めぐみんに助けられたりする身だけど、いつかは……」

　ゆんゆんがなにかを言いかけたその時、私の肩に乗っていたクロが小さな音に反応した。

　パシャパシャという水の音。

　そちらを見ると──

「あっ、珍めずらしい！　野生のカモネギ！　里の中にまで入って来るなんて……」

　公園の池で泳いでいるカモネギが、人ひと懐なつこそうにこちらに向かって寄って来た。

　非常に美味おいしく高経験値なのに、なぜか他のモンスターに襲われない特とく殊しゆな習性を持つカモネギ。

　あるモンスター学者は、見た目の愛くるしさからモンスター達にも庇ひ護ご欲よくが湧わくのではと言っていたが。

　池から上がり、よちよちとこちらへ歩き、つぶらな瞳ひとみでゆんゆんを見るカモネギ。

　ゆんゆんは、カモネギを怯おびえさせない様にその場に屈かがみ込むと、優やさしげな表情で先ほど言いかけていた事の続きを語りだした。

「……今はまだ、めぐみんに助けられる私だけど。いつかは、里で一番の魔法使いになって、このカモネギみたいな弱い子を守ってあげられる、そんな……」

「キュッ！」

　ゆんゆんがなにかを言いかけていたが、そんな事よりもカモネギを逃にがすまいとしていた私はカモネギの首をキュッと絞しめた。

　くてっと動かなくなったカモネギを高々と掲かかげると。

「めぐみんは、晩のおかずをゲットした！」

「バカああああああああーっ!!」

　そんな私に、ゆんゆんが泣きながら飛び掛かってきた。

　──ラウンド２！
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「……まったく。ゆんゆんのおかげですっかり暗くなってしまったではないですか」

「私のせい!?　私のせいなの!?　ていうか、どうしてあんなに愛らしい生き物を絞められるの？　めぐみんはなにをやるにしても、容よう赦しやがなさ過ぎるのよ！　もうちょっと人の心を持ちなさいよね！」

　ゆんゆんが、未いまだに怒おこりながら前を行く。

　あれから再戦したせいで、辺りはすっかり暗くなってしまった。

　里のあちこちにある魔ま法ほうの掛かった街灯が明々と道を照らす。

「今日のところは一勝一敗。つまりは引き分け、勝負はなかったという事でいいですね」

「よ、よくないわよ！　私が一勝したのは事実でしょ!?　いつも負けてる私は、今更負け星が一つ付くぐらいどうって事ないもの！　差し引きゼロじゃなく、ちゃんと一勝一敗よ！　ふふっ、今日の事は日記に書いておこう。めぐみんに勝ったって」

「その後、手も足も出せずに地面に押し倒たおされましたってちゃんと書くんですよ」

「あんなのは認められないわよ！　いい加減、クロちゃんを盾たて代がわりにするのはやめなさいよね！　……こんな事されてるのに、この子はどうしてめぐみんに懐くんだろ」

　ゆんゆんが不思議そうにクロに小首を傾かしげるが、当の黒くろ猫ねこは私の肩にへばりつきながらあくびをしている。

　本当に変わった猫だ。

　普ふ通つう、あれだけドタバタすれば逃げたり鳴いたりしてもいいものだけれど。

　戦利品のカモネギを持って、上じよう機き嫌げんで帰路を急ぐ。

　私はゆんゆんに奢おごってもらったが、妹はお腹なかを空すかせている事だろう。

　早く帰ってこの戦利品を食べさせてあげよう。

　カモネギを手に鼻歌を歌いながら帰る私を、ゆんゆんがジト目で見てきた。

「めぐみんって、本当に女の子なの？　色気とか、一体どこに無くしてきたの？」

「ゆんゆんは、本当に族長の娘むすめなのですか？　紅魔族の高こう尚しようなセンスは一体どこに落としてきたのですか？」

　お互たがいにしばらく無言で足を止め、不敵な笑えみを浮うかべてにじり寄った。

　今日は一勝一敗。

　ここで決着をつけてやろうかと考えていると、ゆんゆんがふいっとそっぽを向く。

「はあ……。まったく、めぐみんとは、どうして毎日こうなるんだろう」

「それはこっちのセリフです。どうして毎日私に突つっかかってくるんですか？」

「うっ……。そ、それは……」

　ニヤけながら言う私に、ゆんゆんはごまかすかの様に前を向いて歩き出した。

　私は、未だ口元をニヤつかせながらその後ろをついて行く。

「……まったく！　せっかく、今日は良い一日で終わりそうだったのに！　めぐみんは毎日なにかをやらかさないと気が済まないの？　将来、絶対に加入したパーティーの人達に迷めい惑わくかけそう！」

「なにを言うのですか。私が爆ばく裂れつ魔法を覚えたあかつきには、パーティーの最大火力になって魔ま王おうの幹部ですらぶっ飛ばしてやりますよ。なにせ、紅魔族随ずい一いちの天才たるこの私が入るパーティーです。それはもう世界に名だたる、上級職ばかりで構成されたエリート集団で……！」

　ゆんゆんに向かって、まだ見ぬ将来のパーティーを想像していた、その時。

　──カーン、カーンという甲かん高だかい音が、紅魔の里に鳴り響ひびく。

　確かこの鐘かねの音は、緊きん急きゆう事態の際の鐘の音。

　一体何事かと音の方へ振ふり向くと……。

　目に飛び込んできたのは、薄暗い空へと舞まい上がる、無数のモンスターの群れ。

　それらが、まるで何かを探す様に四方八方へと散らばって……！

「めっ……、めめ、めぐみん！　あれっ！　ああああ、あれって……！」

「おっ、おお、落ち着くのですゆんゆん、ほら、担任が言っていたではないですか、邪じや神しんの再さい封ふう印いんを強ごう引いんにやるとかなんとか！　そして、あのいい加減な担任が言っていたではないですか、もし失敗した際には用意していたアレを使うとかなんとか！　なので、すぐに解決するはずです！」

　というかむしろ、担任は失敗して欲しそうにソワソワしていた。

　なので、何も心配する事はないはずだ。

　というか、担任はわざと失敗したのではとすら思える。

　肩にくっついてたクロが、珍しい事にあれほど嫌いやがっていた鞄かばんの中に入り込もうとする。

　ふてぶてしい子こ猫ねこだが、流石さすがにモンスター相手だと怖こわいのだろうか。

「ねえ。……ね、ねえ！」

　と、ゆんゆんが、クロを鞄に詰つめる私の袖そでをクイクイと引っ張った。

　ゆんゆんは、青ざめた顔で空を見上げ。

「こっ……、こっちに来てない？」

　空のある方向、あきらかにこちらへと向かって来ているモンスターを指さした。

「逃げますよ！　ここからなら私の家が一番近いです！　ゆんゆん、もし私の身に何かあっても、決して私の事は気にせず、そして振り返らないでください！　ここはあなたに任せて先に行きます！」

　ゆんゆんがそれを聞き……！

「バ、バカッ！　なに言ってるの？　めぐみんを置いて行ける訳ない……じゃ……え、あれっ？　今なんて言ったの!?　ねえ、なんて言ったのよ！」

　聞き流してはくれなかったゆんゆんが、涙なみだ目めで抗こう議ぎしてくる。

　それを受け流しながら背後を見ると、例のモンスター達が空を滑かつ空くうしながら追って来ていた。

「ゆっ、ゆんゆん！　スキルポイントは!?　上級魔法を習得するためのポイントは、まだ貯たまってはいないのですか!?」

「貯まってないわよ！　めぐみんが、爆裂魔法を諦あきらめて上級魔法を取れば、あんなモンスター一いつ掃そうできるでしょ!?　ねえ、そうしなさいよー！」

　ゆんゆんが泣き声で言ってくるが、それだけは譲ゆずれない！

　爆裂魔法を覚えるために、ただ、それだけのために頑がん張ばってきたのだから！

「もうダメ、追いつかれ……！　……あれっ？」

「……通り過ぎて行きましたね」

　数匹ひきのモンスターは私達には目もくれず、どこかへと飛び去って行った。

　私はホッと息を吐くと、鐘が響く方を振り返る。

　鐘の音がこだまする薄うす暗ぐらい空に、色いろ鮮あざやかな青白い閃せん光こうが幾いく筋すじも奔はしった。

　きっとあの下では、里の大人達がここぞとばかりに力を振るっている事だろう。

　あの分だとすぐに制圧されるだろうが、早く家に帰った方がよさそうだ。

「ゆんゆんも、このままウチに来てください。今日は泊とまってくといいですよ」

「えっ！　と、泊まり!?　いいのっ!?」

「いいですよ？　というか、モンスターがうろついているこの状じよう況きようで、ここから距きよ離りのあるゆんゆんの家までどうやって帰る気ですか。パジャマは私のを貸してあげますが、胸が窮きゆう屈くつだの丈たけが短いだの言ったら裸はだかで寝ねかせますよ」

「い、言わないから！　我が慢まんするわよ、それぐらい！」

　胸が窮屈だったり丈が短かったりするかもしれない事を、否定はしないゆんゆん。

　ラウンド３を開始しようかとも思ったが、この状況ではそんな事をしている暇ひまもない。

「家はもう目の前です。とっとと帰りますよ。今日は、家には妹しかいません。今いま頃ごろお腹を空かせながらもちゃんと戸と締じまりして、留守番をしているはずです。狭せまいボロ家ですが、しっかり戸締まりしておけばあのモンスター達でも──」

　侵しん入にゆうはできない。

　──私は、そう続けようとして……。

　手にしていたカモネギを、ドサリと地面に取り落とす。

　そして無残に破は壊かいされた、家のドアを見て呟つぶやいた。




「………………こめっこ？」
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　小狭く、そしてオンボロな我が家の中から、乱暴に引っかき回す様な音が聞こえる。

　それはつまり、家に何者かがおり、家探ししているという事で。

　何者かというのは、当然あのモンスターに決まっている訳で。

　そして、家の中には──




「こ、ここ……こめっこ……こめっこが……」




「めめ、めぐみん落ち着いて！　おおお、落ち着いて!?」

　破壊された玄げん関かんにフラフラと向かう私の肩かたを、ゆんゆんが摑つかんで揺ゆさぶってきた。

「……こめっこがあああああああ！」

「落ち着いて！　めぐみん、落ち着いてったら!!」

　ゆんゆんの言葉に正気に戻もどった私は、素す早ばやく脳を働かせた。

　そう、こんな時には落ち着いて考えるべきだ。

「大だい丈じよう夫ぶです！　我が妹は、実は暴食神アストロボルグの生まれ変わり！　ピンチになったならその封ふう印いんが解かれ、やがて私と共に世界を席せつ巻けん」

「落ち着いてったら！　しっかりしてっ！」

「ハブッ!?」

　ゆんゆんに頰ほおを張られ、改めて正気に戻る。

「いたた……。バ、バカな事言っている場合ではありませんよゆんゆん！　家の中にはこめっこがいるはずです、チャチャッと潜せん入にゆうして救出します！　世よ渡わたり上手で逞たくましいあの子が、そう簡単にモンスターの餌えさになっているはずがありません！　ほら、モタモタしてないで行きますよ！」

「……な、なんだろうこの釈しやく然ぜんとしない気持ちは……」

　ブツブツ言いながらも私の後をついて来るゆんゆんは、腰こしの短たん剣けんを抜ぬき、銀色の刃やいばを煌きらめかせた。

「こんな時だけはゆんゆんの奇き行こうが頼たよりになりますね。私は武器らしい武器を持っていません。イザという時は頼たのみますよ？」

「奇行!?　奇行ってなに!?　ねえ、私、また何かズレてる!?」

「ズレてるというか、いくら気に入ったからといっても、学校にまで刃は物ものを持ってくるおかしな女の子はゆんゆんぐらいのものですよ」

「うぐっ……！　そ、それは確かにそうだけど……。そうなんだけど！　本当になんなんだろう、さっきから感じる釈然としないこの気持ち……っ！」

　騒さわぐゆんゆんに向け、静かにと人差し指を自分の唇くちびるに当てると、ガタガタと音がする家にそっと足を忍しのばせた。

　中からは、こめっこの悲鳴らしきものは聞こえてこない。

　一いつ瞬しゆん、最悪の事態の想像が頭をよぎるが、私の妹は大物だからきっと大丈夫と、自分に言い聞かせ心を静めて……！




　──玄関に入ると、モンスターと鉢はち合あわせた。




　クチバシの付いた爬は虫ちゆう類るい顔のモンスターと、私達はお互たがいに見つめ合い……。

「…………あ、ああああああゆんゆんゆんゆんゆん！　ゆんゆんゆん！　ゆんゆん！」

「待って押さないでちょっと今私の名前がおかしくなかった待って待ってちょっと待って！」

「シャアアアアアアアアアーッッ！」

「威い嚇かくしてます威嚇してますよゆんゆん、その短剣でガッとお願いします！」

「だってそんなだっていきなりそんな私モンスター相手でも殺すなんて……！」

　突とつ如じよ大おお騒さわぎを始めた私達に、モンスターが威嚇の声を張り上げる。

　ゆんゆんは腰こし撓だめの状態で銀製の短剣を構えはしたが、今にも泣き出しそうな顔で小さく震ふるえていた。

　そんなゆんゆんを見て、モンスターはこちらを容易たやすい相手と見て取ったのか、腕うでを広げて私達を捕つかまえようとにじり寄り……、

「今です！」

　私にドンッと背中を押されたゆんゆんに、モンスターは腹を刺さされて悲鳴を上げた。

「ヒギャアアアアアアア！」

「きゃああああああああ！」

　ついでに、モンスターを刺してしまったゆんゆんまでもが悲鳴を上げている。

　腹を刺されて玄げん関かん先さきを転がり回るモンスターに、私は悲鳴を上げ続けているゆんゆんから短剣を引ったくると、それを相手の喉のど元もとへ、両手で握にぎりしめ突つき立てた。

「わ、わああああああああああ！　めぐみんが！　め、めぐみんがああああ！」

「う、うるさいですよゆんゆん！　魔ま王おうも怯ひるむ紅こう魔ま族ぞくともあろうものが、モンスターを駆く除じよするのを躊躇ためらっていてどうするの……です……？」

　…………？

　私に刺されたモンスターの様子が変だ。

　というか……。

「……消えた？」

「ど、どうして？」

　喉のどを刺されたモンスターは、しばらく苦しそうにもがいた後、黒い煙けむりとなって消えてしまった。

　死体を残さないというのはどういう事だろう。

　と、家の中の音が止やんでいるのに気がついた。

　つまり家探ししていたモンスターは、この消えてなくなった一匹ぴきだけという事だろうか。

　でも、家の方に向かったモンスターの数はもっと多かったはずなのだが。

　というか、そもそもなぜ貧びん乏ぼうで大した食料もない我が家が狙われたのだろう。

　いや、今はそんな事より！

「……そうです、こめっこ！　こめっこ、どこですか!?　私です、姉ですよ！」

「こ、こめっこちゃん？　こめっこちゃーん！」

　家の中をゆんゆんと共に探してみるが、私達の呼び掛かけにもこめっこは出てこない。

　家を隈くまなく調べたが血けつ痕こんはなかった。

　となると、家から既すでに逃のがれた可能性がある。

　もしくはあのモンスターに攫さらわれたか……。

「ゆんゆん、外です！　妹は外にいるはずです。私は妹を探してきますから、ゆんゆんはこめっこが帰って来た時のために、ここで待っていてください。壊こわされた玄関に家の家具を並べ、バリケードでも築いておいてください。あ、この短剣もうちょっと借りますよ」

　では、と言い残し、外に出ようとする私の襟えりをゆんゆんが引っ張った。

「だ、ダメよ！　運動神経も大した事ないめぐみんが、外に出たところで食べられちゃうから！　私も一いつ緒しよに行くわよ！」

　むう……。

「先ほどの勝負でちょっと私に勝ったからといって、また随ずい分ぶんと言ってくれますね。いいでしょう、では一緒に行きましょうか。その代わり、モンスターが出たらゆんゆんに任せますよ」

「えっ!?　そ、それはちょっ……と…………」

　私とゆんゆんは、言いながら玄関から外に出て……。

　──外に落としてきた私の鞄かばんを引き裂さくモンスターと鉢合わせた。




「クロちゃんがっ！　あの鞄の中には、確かクロちゃんを入れてたでしょ!?」

　ゆんゆんの悲鳴に、私の鞄を裂いていたモンスターがこちらに気づく。

「も、もうあの子はダメです、諦あきらめましょう！　私達の尊い犠ぎ牲せいになったという事で、ちゃんとお墓も作ってあげますから！　大丈夫、あの子はこれからも共に生きるんです。そう、私の心の中で、ずっと一緒に……」

「生きてるよ！　ちゃんと見てよ、あの子まだ生きてるよ！　諦めるのが早すぎるでしょっ!?」

　モンスターから逃にげようとする私の首後ろをガッと摑み、ゆんゆんが鞄を指さした。

　そこには確かに、裂かれた鞄からモゾモゾと這はい出してくるクロの姿が。

　だが、モンスターは鞄から這い出してくるクロに危害を加えるでもなく、傍そばに佇たたずみ見守っていた。

　というか、私達に気づいているにも拘かかわらず、こちらに興味を示していない。

「なんだか分かりませんがチャンスです！　あの毛玉に母性本能でも刺し激げきされているのかもしれません、今の内にここを離り脱だつして妹を……！」

「待って！　お願いだからクロちゃんも助けてあげて！　こめっこちゃんが気になるのは分かるけども！」

「何言ってるんですか、あれだけ執しゆう着ちやくしているクロをアイツから奪うばえば、きっと私達を追いかけてきますよ！　なんだかそんな気がします！」

　私の言葉にゆんゆんが、捨てられた子犬を拾ってきた子供が親に訴うつたえかける様な目でこちらを見てくる。

　……ああもう面めん倒どう臭くさい！

「逃げる用意をしといてください！　妹が大事に育てているあの毛玉を取り返してきますから！」

　育ててると言っても、それは非常食として、という事は伏ふせておく。

　ゆんゆんがパアッと顔を輝かがやかせる中、私は短剣を手にモンスターの背後に回り込もうと……。

　──したところで、モンスターがこちらに合わせて動きだした。

　鉤かぎ爪づめの付いた手をクロに伸のばし、小さなその身を両手に抱だく。

　モンスターに抱かれたクロは、抵てい抗こうする事もなく大人しくしている。

　翼つばさをはためかせ、空へ舞まい上がろうとするモンスターに向けて……！

「その子を持って行かれると、成長を心待ちにしている我が妹に恨うらまれそうなのです！　我が投とう擲てき術を見るがいい！」

「ああーっ！」

　私が勢いよく投げつけた短剣は、あさっての方に飛んでいった。

「……まさか、風の結界を身に纏まとっているなんて……！」

「纏ってないよ！　どう見ても、ノーコンのめぐみんが変な所に投げただけよ！」

「そんな小さな事で言い争っている場合ではありませんよ！　クロが……！」

「そうなんだけど！　めぐみんの言ってる事は正しいんだけど、私さっきから、凄すごく釈然としない！」

　私とゆんゆんが言い合っている間に、クロを抱いたモンスターは空高くへと舞い上がると、どこへともなく飛び去って行った……。




　──攫われたクロを見送り、私は妙みように落ち着き払はらった声で言った。

「……きっとあの子は、天の御み使つかいだったのですよ。帰るべき所に帰って行っただけです。なので泣いてはいけません、温かく見守ってあげましょう……」

「おかしな設定付け足して、クロちゃんを諦めないで！　どうしよう、攫われちゃった！　きっと巣に持ち帰って食べる気なんだよ！　どうしようどうしよう！」

　私が投げた短剣を回収してきたゆんゆんが、半泣きで言ってくる。

「まあ落ち着いてください。抱だきかかえられたクロが暴れなかったところを見るに、あまり危険はないものと思われます。あの毛玉は我が家での教育の結果、身の危険を敏びん感かんに察知する様になったのです」

「ねえ、家でどんな飼い方してるの!?　虐ぎやく待たいとかしてないでしょうね!?」

　ゆんゆんが私の肩かたを摑つかみ、ユサユサと揺ゆらしながら言ってくる。

　ともあれ、今はクロよりもこめっこだ。

「クロはひとまず置いておきましょう。それよりもこめっこです。ウチの妹もアレでなかなか根こん性じようが据すわり、世よ渡わたり上手なところがあります。訳も分からず泣き喚わめいて、無残に殺される様な甘っちょろい子には育てていません。きっとどこかにいるはず……」

「そ、そうだった！　ねえめぐみん、こめっこちゃんが行きそうな所に心当たりはない!?」

　こめっこの行きそうな所……。

　そんなもの、心当たりなんてあるはずもなく。

　しかし、最近のこめっことの会話で、何か引っ掛かるものがあったはず。

　なんだろう、なんだったか……。

「心当たりはありませんが、どうにも引っ掛かるのです。私も幼い頃ころ、こめっこと同じ様に……」

　家をちょくちょく抜ぬけ出して、親に怒おこられていた事が。

　──そう言おうとして。……私は、ある記き憶おくが蘇よみがえった。

　私が子供の頃、邪じや神しんの封ふう印いんを担になうパズルを、おもちゃと称しようして遊んでいたあの記憶が。

「……あっ」

「……？　どうしたのめぐみん？」

　こめっこに、ここのところ外で何をして遊んでいるのかと聞いた際、確か私にこう言ったはずだ。

『おもちゃを見つけたから、それで遊んでる！　姉ちゃんもやる？』……と。

　……これは。

　……こ、これはひょっとして……！

「ああ……、ああああああ……！　ももも、もしかして……！」

「何!?　な、何なのめぐみん、急にソワソワしだして……」

　繫つながった、繫がってしまった！

　貧乏な我が家におもちゃなんてない。

　なのにこめっこは、おもちゃで遊んでいると言っていた。

　愛らしい我が妹の事、その辺の人におもちゃをもらった線も捨て切れないが、やはり一番シックリくるのは……！




　　　　２




　──里の外れにポツンと佇む邪神の墓。

　街灯の魔ま法ほう光で照らされた墓は、夜という事も相まって不気味な印象を与あたえている。

　未いまだにモンスターが空を飛び交かう中、私達はそこに来ていた。

　モンスター達は、里を駆かける私達を見ても気にも留めず、ずっと何かを探している様だった。

「ねえめぐみん、いくらなんでもこんな所にこめっこちゃんは……」

　不安そうに言ってくるゆんゆんには答えず、茂しげみに隠かくれ、墓の様子をそっと窺うかがう。

「…………居たね」

「……居ましたね」

　墓の前にはこめっこが、一体なんのつもりなのか、パズルの欠片かけらを両手に抱かかえて立ち尽つくしていた。

　私は、こめっこが抱えている物が封印の欠片だという事を知っている。

　というかこの子は、そんな物を抱えてこんな所で何をしているのだろう。

　そんな疑問と共に、こめっこの視線の先を辿たどっていくと……。

「……やりましたねゆんゆん。毛玉も無事な様です」

「どうしてそんなに落ち着いてるの!?　凄い状じよう況きようになってるよ!?」

　パズルを抱きかかえるこめっこは、クロを抱きかかえているモンスターと、無言のまま対たい峙じしていた。

「ちょ、ど、ど、ど、どうしようっ！　ていうか、里の人達はどこに行ったの!?」

「見た感じ、お墓から新手のモンスターが出てくる気配はありません。モンスターの発生が打ち止めになったのを確かく認にん後、駆く除じよのために里中に散って行ったのでしょう」

　先ほどから里の夜空に向かって、あちこちから色とりどりの魔法が撃うち上げられている。

　こんな状況でなかったなら、家の窓からこめっこやゆんゆんと共に、花火代わりに観賞して楽しんでいただろうに。

「まあ落ち着きなさい。見ての通り相手は一匹ぴきです。しかもこめっこに気を取られている。この状況ならば、油断しなければいけるでしょう。先ほども一匹相手なら仕留められましたしね」

「な、なるほど。ちゃんと考えてるのね」

　冷静な私を見て、ゆんゆんも幾いく分ぶん落ち着きを取り戻もどした様だ。

　と、こめっこがパズルを地に置き、両手をバッと上げてモンスターへにじり寄る。

「……こめっこちゃんは、一体何をしているのかしら」

「威い嚇かくしているのではないでしょうか。どうやら、クロを奪おうとしているみたいですね」

　ジリジリと近づいてくるこめっこに、モンスターが後ずさった。

　モンスターに抱きかかえられたクロまでもがなぜか小さく震ふるえている。

「なんだか押してるみたいですし、このまま続きを見たい気もしますが……。行きますよゆんゆん。囮おとりはお願いします！」

「わ、分かっ……。ねえ待って！　どうして私が囮役なの!?」

「ヘタレのゆんゆんは、モンスターにとどめを刺させないでしょう？　なので、その短たん剣けんを私に……。今度は投げたりしませんから、早く寄よ越こしてください！」

「い、嫌いやよ！　今度こそはちゃんとやるから、めぐみんが囮に……！　って、ああっ!?」

　短剣を取り上げようと揉もみ合っていると、ゆんゆんが空を見上げて声を上げた。

　そちらを見ると、新たに五匹ひきのモンスターがこめっこの傍に降りて来ている。

「だ、だだだ、大だい丈じよう夫ぶだよね!?　めぐみんなら、何か考えがあるわよね!?」

「もちろんです。こういったピンチの時には、都合よく隠された力が目覚めたり何者かが救きゆう援えんに駆けつけてくれたりするものです。なので私達は、女の子らしく悲鳴の一つでも上げて震えていればですね……」

「めぐみん、何言ってるの!?　ていうかどこを見てるの!?　目が虚うつろになってるわよ！　ねえ、意外と逆境に弱いの!?」

　現実逃とう避ひを始めた私をよそに、モンスターに囲まれたこめっこが、威嚇するかの様に奇き声せいを上げた。




「きしゃー！」




「──ねえめぐみん、こめっこちゃんは色々と大丈夫なの!?　あの子、あの数を相手に戦おうとしてるんだけど！　ていうか、ちっとも怯おびえてないしむしろモンスターの方が怯ひるんでるんだけど！」

　我が妹は、本当に大物なのかもしれない。

　こめっこを天敵としているクロはともかく、なぜモンスター達も怯んでいるのだろう。

　まるでクロの恐きよう怖ふが伝でん染せんしているかの様だ。

「と、こうしてはいられません！　…………この手だけは使いたくなかったのですが……」

　言いながら、私は胸むな元もとから、首に下げた切り札を取り出した。

　それを見たゆんゆんが。

「冒ぼう険けん者カード？　……あっ!?　まさかめぐみん……！」

　──そのまさかだ。背に腹は替かえられない。

　妹の命と爆ばく裂れつ魔法、どっちが大事かと言われれば、それはもちろん……！




「そこまでです！」




　モンスター達とこめっこが、私の声に振ふり返る。

　冒険者カードを片手に握にぎり、私は茂みから飛び出した。

「我が名はめぐみん。紅こう魔ま族ぞく随ずい一いちの天才にして、上級魔法を操あやつる者！　さあ、我が妹から離はなれなさい！」

「あっ、姉ちゃん！　わたしのご飯がアイツにとられた！」

「こめっこちゃん!?　ご飯って何!?　クロちゃんの事!?」

　せっかくの決めシーンなのにこの二人は！

　短剣を手に、私に続いて飛び出して来たゆんゆんが隣となりに立つ。

「……ねえめぐみん、本当に上級魔法を覚えちゃったの？　あれだけ爆裂魔法が好きだとか言ってたのに？」

「……私ぐらいの天才になれば、ガンガンモンスターを狩かって、ポイントぐらいまたすぐに貯ためられます。たとえどんなに時間が掛かかっても。それが何十年掛かっても、絶対に爆裂魔法を覚えてみせますから」

　……と、そうは言ったものの、なかなか踏ふん切りがつかない。

　モンスター達と対峙している真っ最中だというのに。

　言っている間にも、モンスター達は矛ほこ先さきをこちらに変え、私達を包囲しようと距きよ離りを詰つめる。

　モンスターの一匹が翼つばさをはためかせて舞まい上がり、空から襲しゆう撃げきを掛けようとしていた。

　──冒険者カードを握りしめる手が震える。

　子供の頃からの夢なのだ、本当は、簡単に割り切れる訳もない。

　でも、他ほかに妹を助ける方法なんてある訳ない。

　……大丈夫。また、頑がん張ばれる。

　自分にそう言い聞かせ、冒険者カードを……！




「声も体も震えてるわよ。踏ん切りがつかないんでしょ？」




　ゆんゆんが、短剣を腰こしに戻して言ってきた。

　その手には、私と同じく冒険者カードを握りながら。

「一体何を」

　するつもりなのか──

　そう尋たずねようとした私の言葉は……、

「『ライトニング』────ッ!!」

　ゆんゆんの唱えた魔法の声に遮さえぎられた。




　　　　３




　私は、所々に点在する街灯の灯あかりを頼たよりに、こめっこの手を引きながら走っていた。

「姉ちゃん、ゆんゆん凄すごかったね！　雷かみなりが、ドーンって！」

　興奮のためか、私の手を強く握りしめたまま、こめっこが言ってきた。

「そうですね、凄かったですね。というか、この私がゆんゆんに先を越こされてしまいました！　いつもオドオドしているだけの子かと思っていたのに！」

　こめっこへ悔くやしげに返しながら、里の大人を探して駆ける。

　──ゆんゆんが中級魔法を覚えた。

　魔法を覚えた以上、学校は卒業だ。

　なので、これからはもう、未熟な紅魔族に優ゆう遇ぐうして渡わたされる希少なスキルアップポーションも貰もらえない。

　ゆんゆんは今後、上級魔法を覚えようと思うのなら、モンスターとの戦せん闘とうを経てレベルを上げていくしか方法がない。

　中級魔法の習得に、確かスキルポイントを10ポイント消費したはず。

　その分を取り戻すには、ポイント分のレベル上げが必要になる。

　レベルというものは、高レベル者になればなるほど上がり難にくくなる。

　まだレベルの低いゆんゆんは、レベルアップも速いだろう。

　しかし、10以上のレベルを上げるとなると、どんなに速くても一年は掛かる。

　私のライバルは、今後一年は紅魔族として未熟者扱あつかいをされるのだ。

　族長の娘むすめとして努力を続け、ずっと優ゆう秀しゆうな成績を収めてきたのにも拘かかわらず。

「姉ちゃん、泣いてる？」

「泣いてませんよ！　悔しさの余り、我が魔ま力りよくが目から溢あふれ出しているだけです！」

　電でん撃げきの魔法でクロを抱だいていたモンスターの頭を消し飛ばしながら、ゆんゆんは言った。

　クロは自分が回収して守るから、私はこめっこを連れ、里の大人の所に行けと。

　私が魔ま法ほうを覚える事を躊躇ためらっている間に、ゆんゆんは魔ま法ほう使つかい見習いではなくなってしまった。

　そして、生き物を殺す事にあれだけ抵てい抗こうがあったあの子は、アッサリと魔法を撃った。

　普ふ段だんはヘタレていたクセに、誰だれかを守る場面では腹を括くくれるゆんゆん。

　そんな、ライバルの姿が眩まぶしくて──

「……？　姉ちゃん、どうした？　走るのつかれた？」

　足を止めた私を、こめっこが不思議そうに見上げてきた。

　今いま頃ごろは、一人でモンスターを相手取って戦っているだろう自じ称しようライバル。

　私にまともに勝った事もなかった自称ライバル。

　変わり者で友達もおらず、何かと私に絡からんできた自称ライバル。

　──ここで自分の夢のために逃にげたなら。今後、私のライバルを自称してきたあの子と、堂々と競きそい合う資格はなくなる。

「こめっこ。お姉ちゃんの事は好きですか？」

「好き！」

　笑え顔がおで即そく答とうしてくれる我が妹。

「……最強の魔法が使えなくてもですか？　最強のお姉ちゃんでなくてもですか？」

「わたしが代わりにさいきょうになるから大丈夫！」

　やっぱり笑顔で即答してくれる妹。

　この年で最強を目指すとは、やはり大物。

「……こめっこ。私はこれからゆんゆんを助けに行きます。なので、あなたは……」

　言いながら、空を見み渡わたし、一番近くで戦闘を行っているだろう場所を探す。

　と、ここからそう遠くない場所で、空に向けて閃せん光こうが迸ほとばしった。

　私はその場に屈かがみ込み、こめっこと目線を合わせてそちらを指さす。

「あなたは、今、光が上がったあそこまで逃げなさい。そこには里の大人がいるはずです。空を舞うモンスターは、何かを探している様であまりこちらに敵意がありません。それに、あんな騒さわぎの中、無事に墓まで来られたあなたなら大丈夫です。目立たない様に、できるだけ街灯の下などは避さけ、隠かくれながら──」

「やだ！　ついてく！」

　力強く即答する妹。

「……いいですか、私はこれから戦いに行くのです。いくら強くて格好良い姉でも、もしかしたら負けてしまうかもしれません。なので──」

　説得を続ける私の前で、我が妹は胸の前でグッと拳こぶしを握って鼻息荒あらく。

「わたしもたたかう！　とられたご飯をとりかえす！」

　そんな、将来が不安になる様な頼たのもしい事を言ってきた。




　──来た道を引き返しながら、私は妹に繰くり返していた。

「いいですか！　私の傍そばから離れてはいけませんよ！」

「分かった！」

「クロを捕つかまえているモンスターに、突つっかかって行ってはいけませんよ！　ちゃんと私が、クロを取り返してあげますから！　分かりましたか!?」

「分かった！　なるべくがんばる！」

「なるべくではなく、絶対に突っかかって行ってはいけません！」

「分かった！」

　大だい丈じよう夫ぶだろうか。正直、酷ひどく不安なのだが……。

　しかし、完全に納なつ得とくしていない今のまま、一人で送り出す方が、この子の場合は危険な気がする。

　……もう、覚かく悟ごは決めた。

　爆裂魔法は諦あきらめない。たとえ何年、何十年と掛かっても、絶対覚える。

　今回は、ちょっと回り道をするだけだ。

　そう、ほんのちょっとだけ──
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「『ブレード・オブ・ウインド』ー！」

　ゆんゆんが叫さけぶと同時、シュッと振った手刀が空中に風を起こした。

　一いち陣じんの小さな風はそのまま風の刃やいばとなり、空にいた一匹ぴきのモンスターを切り裂さいた。

　普ふ通つうは、ただの中級魔法でここまで致ち命めい的てきな威い力りよくは発揮できないものなのだが。

　きっと、ゆんゆんの生まれ持った魔力が強いせいだろう。流石さすがは私に次ぐ実力者なだけはある。

　現場に戻もどった私とこめっこは、そんなゆんゆんの奮ふん闘とうを遠巻きに眺ながめていた。

「姉ちゃん、いかないの？」

「まあ待ちなさいこめっこ。賢かしこい姉は気がついたのです。何も、上級魔法を覚える必要はないと。要はこの場さえ切り抜ぬけられればよいのです」

　言いながら、私は戦せん況きようを見守った。

　……別にヘタレた訳ではない。

　習得に大量のポイントが必要な上級魔法を覚えなくても、私もゆんゆんの様に、モンスター達に中級魔法で対たい抗こうできるのなら、それに越した事はないのだ。

　今のところゆんゆんが押している。

　このモンスターは死体を残さないため、ゆんゆんが倒たおした数は定さだかではないが、私が逃げた時のモンスターの数は、確か六匹ぴき。

　それが今では、最後の一匹となっていた。

　ゆんゆんは足あし下もとにクロを従え、それを守る様に立ち塞ふさがっている。

「……しかし、これはマズいですね。ゆんゆんが一人で全部倒してしまいそうです」

「？　ゆんゆんがたおしちゃだめなの？」

「ダメです。これでは、重大な決意をして引き返してきた意味が……」

　と、その時。

　私の祈いのりが届いたのか、新たに七匹ひきのモンスターが夜の闇やみに紛まぎれて舞い降りて来た。

　よし、ここで颯さつ爽そうと救きゆう援えんに飛び出し、ゆんゆんに先ほどの借りを返す！

「我が名は」

「我が名はこめっこ！　家の留守を預かる者にして紅こう魔ま族ぞく随ずい一いちの魔ま性しようの妹！」

　私の言葉を遮って、こめっこが先に飛び出し名乗りを上げた。

「こめっこ！　あな……、あなたという子は、姉の最大の見せ場をかっさらってどうするのですか！」

「あやまらない」

「こ、こめっこ！」

「ちょっとー！　二人共、なんでこんな所にいるのよ!?　逃げたんじゃなかったの!?」

　次々と舞まい降りて来るモンスターから目は離はなさずに、ゆんゆんがこちらに叫んできた。

　そんな、ゆんゆんに。

「この私が、自称ライバルに借りを作ったままで逃げられる訳がないじゃないですか」

「いい加減、その自称ライバルって止やめて！　それに、私はもう魔法を覚えた本物の魔法使いよ!?　なんちゃって魔法使いのめぐみんとは違ちがうんだから！」

「なんちゃって魔法使い！　い、言ってくれますね、中級魔法使いのクセに！」

「中級魔法使いって、紅魔族の出で来き損そこないみたいな呼び名は止めてよ！」

　そんな事を言い争っている間に、先ほどから地上にいた一匹が、突とつ如じよゆんゆん目がけて飛び掛かかってくる。

　私と言い合いながらも視線は逸そらさずにいたゆんゆんは、足下のクロを片手で抱くと、素す早ばやく転がり身を躱かわす。

　そして、空いた方の手で短たん剣けんを抜くと、それを相手に投げつけた。

　狙ねらったのか偶ぐう然ぜんなのか、ゆんゆんの放った短剣がモンスターの喉のどに突き刺ささる。

「ヒュッ──！」

　笛の鳴る様な音を漏もらし、短剣を食くらったモンスターは、喉を押さえたまま地に崩くずれ、そのまま黒い煙けむりに変わる。

　それを見た他ほかのモンスターが、次々とゆんゆん目がけて滑かつ空くうしてきた！

「ピンチの様ですね中級魔法使いゆんゆん！　今から、上級魔法使いとなるこの私が、そんな雑ざ魚こなど一いつ掃そうしてくれます！」

「ええっ!?　めぐみん、いきなり何言ってんの!?　私が何のために中級魔法を覚えたと思って……！」

　素早く身を起こしながら、ゆんゆんが片手を空に向けたまま言ってくる。

「今日より、自称ではなく、ちゃんと私のライバルとして認めてあげます！　そして私は、ライバルに借りを作るなんてまっぴらなのです！　なんですか？　先に卒業でもして、差をつけるつもりでしたか？　そういえば、一いつ緒しよに卒業したがっていましたね！　さあ、これで一緒に……」

「『ファイアーボール』ーッッッッ!!」

「えっ!?　ちょっ……!!」

　ゆんゆんは、私の言葉を最後まで聞かず、敵に向けて火球の魔法を撃うち上げた。

　その魔法は、きっとありったけの魔ま力りよくを込めて放ったのだろう。

　モンスター達の真っ直ただ中なかに炸さく裂れつした火球は、中級魔法とは思えない規模の爆ばく発はつと共に、辺りに轟ごう音おんを響ひびかせた！

　空から舞い降りて来ていた七匹のモンスターは、黒い煙と共に消えていく。

　それと同時に、敵の全ぜん滅めつを確かく認にんしたゆんゆんが、魔力を使い果たしたせいか、クタッと地面に膝ひざをついた。

　慌あわてて駆かけ寄る私に向けて、

「これで……。めぐみんが上級魔法を覚える必要はなくなったわね……！」

　勝ち誇ほこった表情で、そんな事を言ってきた。

「……なんて子なのでしょうか。というかゆんゆんは私に、あれほど爆ばく裂れつ魔ま法ほうを覚えるのは止めろと言っていたのに、一体どういう心変わりなのです？」

　言いながら、私はへたり込んでいるゆんゆんに肩かたを貸す。

「べべ、別に心変わりした訳じゃあ……。今でも爆裂魔法を覚える事には反対だけど、こんな形で夢を諦めるのはどうかと思うし……。そ、それに！　せっかく中級魔法を覚えて貸しを作ったのに、アッサリ返されちゃ堪たまらないから！　めぐみんに貸しを作る機会なんてなかったし！」

「その貸しとやらは、魔力を使い果たしてマトモに動けなくなったゆんゆんを、家まで連れて帰る事でチャラになりますがね」

「えっ!?」

　ゆんゆんを無理やり立たせ家に運ぼうとする私の前を、こめっこがたたっと走ってクロを保護した。

　こめっこが、紅あかい瞳ひとみをキラキラさせて抱だいたクロをジッと見ているのは、無事で良かったと喜んでいるのだと思いたい。

「ねえめぐみん！　中級魔法まで覚えて助けたのに、私を家まで連れ帰る事でその貸しがチャラだとか、あんまりだと思う！」

「騒がしいですね。魔力を使い果たしてロクに動けない以上、ここに放置されたら新手のモンスターに食われるかもしれないのですよ？　つまり私は、ゆんゆんの命の恩人と言っても過言ではないと思われます。……ほら、私を助けてくれた事と釣つり合うでしょう？」

「そんなの屁へ理り屈くつじゃない！　私は命いのち懸がけでモンスター相手に大立ち回りしたのに、めぐみんは…………」

　私にしがみつく様にしていたゆんゆんが、突とつ然ぜん罵ば声せいを中断した。

　その視線の先を追った私も、ゆんゆんと共に無言になる。

「姉ちゃん、羽の生えてるのがたくさん来た！　ねえ、食べられる？　あれ、食べられる？」

　私達は暗い夜空を埋うめ尽つくさんばかりのモンスターの群れを見上げ、嬉き々きとしたこめっこの声を聞いていた。
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　なんかもう、今日は走ってばかりな気がする。

「め、めぐみん、痛い！　靴くつの先が削けずれてなくなっちゃう！」

　私の背からゆんゆんが、泣きそうな声で文句を言ってくる。

「ワガママですよ！　というか、身長差があるのですからしょうがないではありませんか！　そんなに足が痛いなら、もっと縮めばよいのです！」

「それじゃあ、私がゆんゆんの足持ってあげる！」

　私はこめっこを引き連れながら、魔力を使い果たして身動き取れないゆんゆんを背負い、暗い道を必死に逃にげていた。

「痛たたた！　こめっこちゃんちょっと待って！　この体勢で両足持たれると、エビ反りみたいな体勢に！」

「この非常時に、二人して何をやっているのですか！　背中で暴れないでください！　置いて行かれたいのですか！」

　文句を言っている間にも、空を覆おおうモンスターの群れが、次々と私達の真上を滑空して行く。

　……なぜこんなにモンスターが集まって来たのだろう？

　そんな疑問に答えるかの様に、私達を囲む様にして、空に向かって次々と魔法が撃ち上げられた。

　魔法を撃ち上げている里の人達との距きよ離りは、いつの間にか縮まってきていた。

　つまり、このモンスター達は集まって来たのではなく、私達を中心として追い立てられてきたのだろう。

「どうやらこの地を中心にして、モンスター達を追い込んでいるみたいですね」

「邪じや神しんの墓に下僕達を集めてるって事!?　どうしてそんな……。湧わき出したモンスターの数が多いから、ここに追い込んでもう一度封ふう印いんするとか、そんなところかしら？」

　……なるほど。ゆんゆんの言う通り、一まとめにしてもう一度封印を使うか、もしくはまとまった所に超ちよう火力の魔法を放ち、モンスターを一掃する気だろう。

　となると、一刻も早くここから逃のがれた方がいい。

　いいのだが……。

「……ゆんゆん。有名なあのセリフを言うなら今がチャンスです。私を置いて先に行けと言ってくれてもいいのですよ？」

「お、置いてかないで！　さっきめぐみんが言ったんだからね！　私を無事に家まで送る事で、この貸し借りはチャラだって！」

　私はなぜ、あんな余計な事を言ってしまったのか……！

　モンスター達の気持ちの悪い鳴き声が空にこだまする中、ゆんゆんを引きずっていく。

　ハッキリ言ってこれだけの数を相手にしては、私が上級魔法を覚えたところで流石さすがに結果は見えている。

　見つからない様にと祈りながら、街灯の下を避さけ、闇に紛れ進んでいく。

　と、そんな中。

「みゃー」

　こめっこの手の中で、クロが一声小さく鳴き。

　──それはとても小さな声だったのにも拘かかわらず。空を舞うモンスター達が、一いつ斉せいにこちらを向いた。

　モンスター達のその行動に、ピンと来た！

「こめっこ！　その毛玉を空高く放ほうり投げてやるのです！」

「何言ってるの!?　めぐみんっ、いきなり何を言っているの!?」

「やっととりかえしたご飯なのに、これをあげるだなんてとんでもない！」

「こめっこちゃんまで何言ってるの!?」

　……なんて事だろう。

　私とした事が、今いま更さらこんな事に気がつくなんて！

　あのモンスター達が我が家を襲しゆう撃げきしたのは、恐おそらくクロを狙ってやって来たのだ。

　というか、学校の野外授業の時もそうだった。

　あのモンスターは、他にもたくさんの生徒がいたにも拘わらず、クロを連れていた私を追って来た。

　ここ最近ちょくちょく出で掛かけていたこめっこは、邪神を封印する欠片かけらで遊んでいた。

　そしてこめっこは、ある日突とつ然ぜんこの毛玉を連れ帰って来た。

　それと時を同じくして邪神の下僕が目もく撃げきされる様になり。

　クロの鳴き声一つに、邪神の下僕達が一斉に反応する。

　これらを踏ふまえて導き出される答えは──！

「ああっ、頭が痛い！　私の脳が、これ以上は考えるなと自己防衛を始めました……！」

「ねえめぐみん、さっきから何を言ってるの!?　こんな状じよう況きようで現実逃とう避ひは止やめてよね!?」

　ゆんゆんの言葉で我に返ると、改めて現状を思い知る。

　空に舞まうモンスター達は、全員こちらに気づいた様だ。

　もうクロを捧ささげて逃げたいところだが……。

「姉ちゃん、とりにくが大漁だね！　たくさんつかまえてかえろう！」

　小さく震ふるえるクロを抱き、笑え顔がおでそんな事を言ってくる、大物臭しゆう漂ただよう我が妹。

　そんな妹のキラキラした視線を受けて、私は背負っていたゆんゆんを下ろし、空を見上げて冒ぼう険けん者カードを手に取った。

「め、めぐみん？」

　地に下ろされたゆんゆんが、不安そうに小さく呟つぶやく。

　そう遠くない場所からは、空に向けて次々と魔法が放たれている。

　上級魔法を覚え、私が時間を稼かせぐのだ。

　この距離で空に魔法を放てば、きっとすぐに大人達が駆けつけてくれるだろう。

「姉ちゃんどうした？　いつもより目が紅いよ？」

　それは紅くもなるだろう。

　こんなにも気持ちが昂たかぶっているのだから。

「ゆんゆんは、こめっこと一いつ緒しよにいてくださいね」

　空を見上げ、自らの内に秘ひめた魔力を練り上げていく。

　一度も魔法を使った事はなくても、体を巡めぐる魔力の扱あつかいは紅こう魔ま族ぞくの本能で分かっている。

　空を舞う邪神の下僕達は、クロを人ひと質じちにでも取られていると感じているのか、滞たい空くうしたまま降りて来ない。

　だが、いつまでも見守ってくれている気はない様で、膨ふくれ上がったその群れは、たった一つのキッカケがあれば一斉に襲おそってきそうな気配を見せていた。

　──たとえば、私が魔法でも放てば、それがキッカケになるだろう。

　大だい丈じよう夫ぶ。覚かく悟ごは決めた。

「め、めぐみん、なんだかこっちの様子を見てるみたいだし、このまま大人達が来るまで待った方が……！」

　後こう悔かいもしない。頑がん張ばれる。

「姉ちゃん。目が……」

　クロを抱いたこめっこが、不安そうな表情を浮うかべ私を見上げた。

　大丈夫、とばかりに頭を撫なでる。

　そして、意を決して上級魔法を覚えようと冒険者カードを手に取ると。




　──私は、カードを見て一いつ瞬しゆん固まり。

　そして、思わず笑い出していた。




「ど、どうしたの!?　めぐみんってば、とうとう本気でおかしくなっちゃったの!?」

「姉ちゃんがこわれた！」

「し、失礼な！　二人して何を言うのですか！」

　二人に言い返しながらも、私は自分のカードから目が離はなせなかった。

　──スキルポイントが貯たまっていた。

　爆ばく裂れつ魔ま法ほうを習得するのに必要なポイントが。
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　バカな事だと知りながらも、ずっと求め続けたこの魔法。

「姉ちゃんが、ピリピリしてる！　パリパリいってる！」

「めめめ、めぐみん!?　何これ、何なの!?　一体どんな上級魔法を使うつもり!?　ていうか、里の人達が魔法を使う時でも、こんな事にはならなかったんだけど！　ねえ、これ何の魔法なの!?」

　遠い昔に丸暗記して以来、毎日欠かさず唱えてきたこの詠えい唱しよう。

　練り上げられる魔ま力りよく、そして、紡つむぎ出される魔法の言葉に応じる様に、辺りの空気に変化が見られた。

　私を取り巻く様に静電気が走り、周辺の景色がおぼろげに歪ゆがみだす。

　なにせ魔法を行使するのが初めてな上に、今から使用するものは、最上級の難易度を誇ほこる爆裂魔法だ。

　全魔力を上手うまく魔法に練り込めず、辺りに微び量りようの魔力が漏もれ出し、おかしな干かん渉しようをしているのだろう。

　──私は爆裂魔法の詠唱を唱えながら、色々と思い出していた。

　爆裂魔法習得に必要な残りポイントは、後１ポイントだった事。

　そして、ゆんゆんと公園で喧けん嘩かした後、ひょっこり現れたカモネギを絞しめた事を。

　あの時にレベルが上がり、スキルポイントが貯まったのだろう。




　只ただならぬ雰ふん囲い気きを感じてか、邪神の下僕達がギャーギャーと奇き怪かいな鳴き声を上げて騒さわぎ立てる。

　魔法を発動させる祈いのりの言葉を一つ一つ紡ぐ度たび、魔力が失われていくのが分かる。

　魔力量には自信があったはずなのにと、一いち抹まつの不安にかられてジンワリと汗あせが滲にじんだ。

　爆裂魔法は最大の魔力消費を誇るため、生まれつきの魔力が足りず、習得しても使えない者が多い。

　教科書に書かれていた文章が頭をよぎるが、紅魔族である自分が使えないはずがないと頭かぶりを振ふって詠唱を続ける。

　やがて魔法の詠唱が終わると──

　私の手の平の中には、小さな光が輝かがやいていた。

　……できた。

　この小さな光を生み出すために、子供の頃ころからひたすらに努力を重ね、とうとう習得した私の魔法。

　私にはまだ、魔法の威い力りよくを増ぞう幅ふくさせるための杖つえがない。

　このまま爆裂魔法を放っても、その威力は本来の力の半分程度に落ちてしまう事だろう。

　だが、それでも。

「ゆんゆん。こめっこ。頭を低くして伏ふせていなさい」

　空にひしめくモンスターの群れを、一いち撃げきで仕留める自信があった。

　ゆんゆんが、力の入らない体を引きずりながらもこめっこの傍そばに近づくと、妹を抱だきしめ地に伏せる。

　ゆんゆんは、私が何をしようとしているのかが分かった様だ。

　手の平の間に輝く光は燃える様に熱く、それでいて膨ぼう大だいな力をギュッと濃のう縮しゆくした様な、心ここ地ちの良い圧あつ迫ぱく感かんがある。

　大丈夫。私なら、ちゃんとコレを制せい御ぎよできる。

　心の中で自分に言い聞かせ、空を見上げた。

　ずっとずっと待ち望んだ爆裂魔法。

　憧あこがれだった爆裂魔法。

　人生を賭かけてもいいとまで思わせた爆裂魔法。

　まともに食くらわせられれば、ドラゴンや悪あく魔ま、神や魔ま王おうでさえも滅ほろぼしかねない、人類の持てる切り札にして最終手段。

　子供の頃、目に焼き付いたあの光景を、今度は自らの手で──

「我が名はめぐみん！　紅魔族一の天才にして、爆裂魔法を操あやつりし者！　ひたすらに！　ただひたすらに追い求め続け、やっと手にしたこの魔法！　私は、今日という日を忘れません！　……食らうがいいっ!!」

　カッと目を見開くと、手の中の光を空に突つき出し私は唱えた──！

「『エクスプロージョン』────ッッッッ!!」

　私の手から放たれた閃せん光こうが、モンスターの群れの真ん中に突き刺ささる。

　光は、一匹ぴきのモンスターの体内に吸い込まれるように搔かき消えると。




　一いつ拍ぱく置いて、輝ける光と共に、夜空に大輪の華はなを咲さかせた──！
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「あああああああ！　きゃああああああああーっ!!」

「──ッッ!!」

「わはははははは！　これです、これが見たかったのです！　なんという爆裂！　なんという破は壊かい力！　なんと心地良い爽そう快かい感かん！」

　ゆんゆんが悲鳴を上げながらこめっこを抱きしめる中、吹ふき荒あれる爆ばく風ふうと轟ごう音おんも気にせずに、私は最高の気分で笑い声を上げていた。

　爆ばく発はつの衝しよう撃げき波はで、その地点の真下にあった木々が根こそぎ引き倒たおされ、私もなす術すべなく地面に転がされる。

　膨大な魔力を伴ともなった突とつ風ぷうが吹き荒れ、何者も抗あらがえない圧あつ倒とう的てきな力と理り不ふ尽じんな暴力に、空を覆おおっていたモンスター達が消し飛ばされた。

　地面に転がされ仰あお向むけの体勢のまま、私は空を見上げていた。

　魔力を使い果たした気け怠だるい体で、煙けむりが晴れるまでそこから目を離さない。

　やがて視界が晴れた頃、そこには、あれだけひしめいていたモンスターの姿は影かげも形もなくなっていた。

「……ななな、何これ……。これが爆裂魔法……？　凄すごいとか、強いとか、そんな言葉は全すべて通り越こしちゃってるわね……。魔力を制御し、威力を増幅させる杖もなしでこの威力だとか。最強魔法って呼ばれる訳ね。……ちょっとだけ。ちょっとだけ、めぐみんが爆裂魔法に取り憑つかれた気持ちが分かったかも」

　ゆんゆんが、爆裂魔法のあまりの破壊力に、呆あきれた様な声を上げる中。

　私は返事をする気にもなれず、寝ね転ころがっていた。

　たった一発の魔法なのに、全魔力だけでは足りなかったらしく、体力までゴッソリ持っていかれた。

　この魔法を使った後は無防備になる。

　それはつまり、今後冒ぼう険けん者としてやっていくつもりなら、魔力と体力を使い果たした自分を守ってくれる仲間が必要だという事。

　天才と呼ばれてきた私は、ずっと一人でやっていけると思っていたのだが、ゆんゆんに助けられた事といい、これからの事といい、私にはどうやら仲間が必要らしい。

　ずっと一人でも大だい丈じよう夫ぶだと思っていた。

　でも、一人では出来ない事もある。

　今日あった事を忘れずに。私は、絶対に仲間を大事にしよう。

　遠くから聞こえてくる、慌あわてた様子の里の大人達の声を聞きながら。まだ見ぬ、未来の仲間達の姿を思い浮うかべ……。

　──私は、気怠さに身を任せて目を閉じた。




「あーっ!!　姉ちゃんが、とりにく全部けしとばしたあああ！」




　　　　７




　──あれから数日が経過した。

　爆裂魔法を見た大人達が私達の下もとに駆かけつけた後、大変な騒ぎになったらしい。

　なにせ、現場には族長の娘むすめと私が倒れ、そんな私達を守るかの様に、クロを抱だいたこめっこが佇たたずんでいたのだ。

　眠ねむりこける私は家に運び込まれ、翌朝、ゆんゆんと共に事情を聞かれ、担任にこってりと絞しぼられた。

　大人達には、家に帰ると我が家の玄げん関かんが破壊され、こめっこの行方ゆくえが分からなくなっていたので、ゆんゆんと共に慌てて捜そう索さくに飛び出したとだけ伝えた。

　そして現在。里では、新たな問題が起こっていた。

「……ねえめぐみん。どうするの？」

「………………」

　無表情のゆんゆんの問い掛かけに、私は無言を答えとする。

　──魔法の習得が完かん了りようした私達は、週末に二人の卒業式をやるから、その時だけ学校に来いと担任に言い渡わたされ。

　ここ数日、特にやる事もなく、家の傍の公園で時間を持て余していた。

「…………ねえめぐみん」

　再びの呼び掛けに、私はプイとそっぽを向く。

　と、ゆんゆんがそっぽを向いた方に律りち儀ぎに回り込み、これ以上は言い逃のがれはさせないとばかりに、超ちよう至近距きよ離りで。

「………………ねえめぐみん。……どうするのよおおおおおおおーっ！」

　ゆんゆんの言葉に目を閉じて、耳を押さえながらしゃがみ込んだ。

「聞こえないフリしてる場合じゃないでしょう!?　どうするのよ！　ぶっころりーさんが言っていた、名前も忘れ去られた傀かい儡らいと復ふく讐しゆうの女め神がみ、だっけ!?　それの封ふう印いんが解かれたんだってさ！　封印がされていた場所は、めぐみんが魔ま法ほうを撃うった場所で！　封印が解かれた女神は行方知れず！　どうするの!?　ねえ、どうするのよおおお！」

　頑かたくなに聞こえないフリをする私の肩かたを、ゆんゆんがガクガクと揺ゆさぶってくる。

　このままずっと現実逃とう避ひしていたいところだが、訂てい正せいしなくてはいけない事がある。

「ゆんゆん、ちょっと待ってください。その言い方だと、まるで私が封印を解いたとの誤解が生まれそうではないですか」

「誤解じゃないでしょ!?　ぶっころりーさんが、この地には色んなヤバイ物が眠ってるって言ってたじゃない！　その真上で爆ばく裂れつ魔法なんて大魔法を使うから、強きよう烈れつな魔ま力りよくの余波で封印が解けちゃったのよ！」

　食くって掛かってくるゆんゆんに。

「でも里の大人達は、どうやら違ちがう解かい釈しやくをした様ですよ？　封印を解かれた邪じや神しんが名も知れぬ女神を呼び起こし、戦いを挑いどんだ。そして、戦いには女神側が勝利し、邪神の下僕をあの爆発で一いつ掃そうした後、どこへともなく去って行ったのだ、と……」

「全然違うじゃないの！　真相は、めぐみんの魔法のせいなのに！」

　里の人達は、まさかこめっこが邪神の封印を解いたとは思わず。

　そして、私が爆裂魔法なんてものを習得した事も知りはしない。

　学校の担任だけが、私達がどの魔法を習得したのかを知っているのみだ。

　私が爆裂魔法なんてものを習得したと知られたら。そしてゆんゆんも、中級魔法なんて半はん端ぱなものを習得したなんて知られたら、きっと里の大人達に落らく胆たんされてしまうだろう。

　そこら辺をよく理解しているのか、担任は里の人達に内ない緒しよにしてくれている様だ。

　どうしようもない教師だと思っていたが、アレでなかなかに生徒想おもいなのかもしれない。

　というか、そんな事よりも。

「ゆんゆん。今日もダメなのでしょうか……」

「ダメ！　ダメに決まってるでしょ!?　せっかく騒さわぎが収まったばかりなのに、また問題を引き起こすつもりなの!?　ていうか、今まではずっと爆裂魔法を使えなかったんだし、我が慢まんぐらいできるでしょう!?　……そ、そんな悲しそうな目をしても、絶対にダメだからね？　こればっかりは、めぐみんのために言ってるんだから！」

　ゆんゆんが、若じやつ干かんうろたえながらも言ってきた。

　爆裂魔法の感動を味わって数日が経たった今。

　私は、ゆんゆんから爆裂魔法禁止令を出されていた。

　せっかく担任が里の皆みなに内緒にしてくれているのに、里の近くで魔法を放てば大変な騒ぎになる、と。

　まあ、その言い分は良く分かる。

　分かるのだが……。

「ゆんゆん。私がどれだけ爆裂魔法を愛しているか、あなたはもう知っていますよね？」

「ま、まあね。めぐみんは、よその人が見たらちょっと引くレベルで爆裂魔法が好きだって事は、もう理解したわよ？」

　そこまで理解してくれているのなら話は早い。

「いいですかゆんゆん。私の爆裂魔法への愛は、一日一食しか食べられない代わりに毎日爆裂魔法を撃つか、爆裂魔法を我慢する代わりに一日三食おやつ付きのどちらかを選べと言われたならば、喜んで一日一食で我慢します。我慢して爆裂魔法を放った後で、ちゃんと残り二食とおやつを食べる。そのぐらいに爆裂魔法が好きなのです」

「へえー……。食い意地張ってるめぐみんに、そこまで言わせるだなんて……。……？　あ、あれっ!?　ねえ、今のもう一度言ってみて!?　なんかおかしな事言ってなかった!?」

　ゆんゆんが慌てて言ってくる中、確かに、今爆裂魔法を試ためし撃ちに行くのはマズいという事は分かるので、足あし下もとにまとわりついてくる毛玉の頭をうりうりとかいぐると。

「まあ、しばらくは我慢しますよ。いよいよ我慢ができなくなったなら、即そつ刻こく旅に出て、里の外の世界を爆ばく焰えんで覆い尽つくしてやりますから」

「や、止やめてよね！　冗じよう談だんでもそんな事言うのは止めてよね！」

　話を変える様に私はその場に立ち上がると、

「まあ、今回は怪け我が人もなく丸く収まって良かったですね。真相は違ったとしても、里の人が納なつ得とくしているのならこれでよいのではないでしょうか」

　そう言って、足下にいた毛玉を抱き上げた。

　ゆんゆんは、私が抱き上げたクロを見て、複雑そうな表情で首を傾かしげる。

「……ねえ。クロちゃんってば、結局何なのかな？　どうしてあの時、クロちゃんは狙ねらわれ続けたんだろう？　ひょっとして、邪神の関係者とか？　そもそも、邪神の封印ってどうして解けちゃったんだろうね。里の人が言う様に、通りすがりの旅の人が、イタズラでもしていったのかな……？」

　ゆんゆんは、最後の核かく心しん部分にまでは踏ふみ込めていないらしい。

　まあ、子供の好こう奇き心しんで封印が解けてしまうだなどと、思いもよらない事だ。

　私だって、過去に自分が同じ事をやらかしていなければ、こめっこを疑いもしなかっただろう。

　家で尋たずねてみたところ、やはり封印を解いたのはこめっこだったらしい。

　叱しかるべきなのかとも思ったが、無む邪じや気きな顔で私に欠片かけらを差し出し、『遊ぶ？』と尋ねてきた妹に何も言えなかった。

　我が家の玄関が壊こわされた程度の被ひ害がいで済んだ事だし、このまま押し通してしまおう。

　──問題は、コイツの扱あつかいだ。

「しかしこの子は、ふてぶてしい顔をしていますね。子こ猫ねこなら、もっと可愛かわいげがあってもいいと思うのですが」

　邪神の下僕が探し求め、そして大事そうに抱だきかかえられていたクロ。

　もしかしたら、その正体は……。

「ねえめぐみん。その子、これからもめぐみんの家で飼うの？　そ、その……。こめっこちゃんの視線が凄く……」

　ゆんゆんが、何かを言い掛け途と中ちゆうで止める。

　うん、言いたい事は分かる。

「どうしたものですかね。確かに、我が家に置いておくといつこめっこの餌え食じきになるか分からないのですが。しかし、今いま更さら誰だれかにあげるのも、かといって放ほうり出すのも……」

　目線の高さまで両手で抱かかえ上げられた状態ながら、暴れる事もなく無む抵てい抗こうのクロ。

　そんなクロを見て、ゆんゆんがぽんと手を打った。

「そうだ！　それならいっそ、本当に使い魔まとして契けい約やくしちゃえばいいんじゃないかな。大切な使い魔ともなれば、いくらこめっこちゃんでも……」

　言ってる内に、どんどん言葉が尻しりすぼみになっていくゆんゆん。

　何が言いたいのかは分かる。

　本能のままに生きるウチの妹に、そんな道理は通用しないだろう。

　でも。使い魔かあ……。

「……邪神を使い魔にする魔ま法ほう使つかいというのも、悪くなさそうですね」

「？　めぐみん、今何か言った？」

　私の小さな呟つぶやきは、ゆんゆんには聞き取れなかった様だ。

「ええ、私の使い魔にするのも悪くなさそうですねと言ったのです」

　ゆんゆんに適当に返しながら。

　もしかしたら、とんでもない大物かもしれない毛玉に笑い掛けた。

　ゆんゆんが安心した様に息を吐はく中、ふとある事に気がついた。

「そうです。我が使い魔となるのなら、いつまでも仮か名めいのままでは決まりが悪いですね」

「えっ!?　クロちゃんが正式名めい称しようじゃダメなの!?」

「ダメですよ。いつまでも、そんなセンスのない変わった名前のままでは、この子がかわいそうではないですか」

「センスのない変わった名前!?」

　深くショックを受けているらしいゆんゆんは放っておき、私は渾こん身しんの名前を考える。

　と、クロが急に身をよじりだした。

　まるで、このままでいいからとでも言いたげに。

「ほらほら、クロちゃんも今の名前が気に入ってるんじゃないかな？　それにほら、この子はまだ子猫だし、コロコロ呼び名が変わったら混乱するんじゃない？」

　ゆんゆんが、自分の付けた名前のままがいいと主張をする中、良い名が思い浮うかんだ。

「決まりました！」

　自信たっぷりな私の言葉に、不安そうな表情のゆんゆんが。

「ね、ねえめぐみん。クロちゃんってメスだからね？　その辺もちゃんと考えた、可愛い名前に……」

　と、何かを言い掛けるのを遮さえぎって。

　私は、目の前に掲かかげた使い魔に宣言した。




「──お前の名前はちょむすけ。そう、ちょむすけです！」




　常にマイペースだった、もしかすると大変な存在かもしれない使い魔は。

　これ以上にないぐらいビクリと身を震ふるわせた。




















































　薄うす暗ぐらい店の中、店主に促うながされるままに椅い子すに座る。

　ここは里の占うらない師、そけっとの店の中。

　全すべてのケリがついたと思ったら、そけっとに呼び出されたのだ。

「……さて。色々大変だったわね、めぐみん」

　呼び出された理由も分からずにいる私に、そけっとは机の前で微笑ほほえんだ。

　色々大変とは、私が邪神の下僕に追い回された事を言っているのだろうか？

「……妹さんには、ちゃんとしたおもちゃを買い与あたえてあげなさいね」

「ッ!?」

　ビクッと震える私を見て、そけっとがクスクスと笑っている。

「心配しなくても誰だれにも言わないわよ。占い師は口が堅かたいのよ？　あなたを今日ここに呼んだのは、そんな事を言いたかったんじゃないわ」

　そう言って、水すい晶しよう球だまの上に手をかざすそけっとを見て、私はホッと息を吐つく。

「では、私はどうしてここに呼ばれたのでしょうか？　あっ、ぶっころりーですか？　あの男がまた何かやらかしたのですか？　私があのニートと顔なじみだからと言ったって、私に苦情を言われても困るのですが」

「違ちがうわよ、たまに店の前をちょろちょろしてはいるけれど、別に困らされている訳ではないわ」

　そけっとが、私に向かって手招きする。もっとこっちに来いという事らしい。

「今日は……あなたを占ってあげようかと思ってね」

　そけっとは、そう言って笑い掛かけてきた。

「占いですか？　何を占ってくれるのでしょう。私の場合、色いろ恋こいにはあまり興味はありませんよ？」

「あら、それは残念ね。でもそうじゃないわ。あなたが将来、何を成すかを見てみたくてね。占い師の勘かんだけど、きっとあなたは大きな事をやると思うのよ」

「好こう奇き心しんですか。まあ、別に構いませんが。でも、不幸な未来が見えた場合はあまり言わないでおいてくださいね」

「あら、未来は変えられるものよ？　不幸な未来を回かい避ひする様に助言するのが私の仕事なんだから」

　そけっとは嬉き々きとして水晶球に手をかざすと、そこに魔ま力りよくを送り込み始めた。

「……ふむ。まずは、この里を出てアクセルという街へと向かうつもりなのね？　なるほどなるほど。そこであなたは、様々な困難の末、素す晴ばらしい仲間達と出会うでしょう。その人達はとても優ゆう秀しゆうで……。ゆう……しゅう……。……？　そ、その、人格的に素晴らし……。あ、あれっ……？　この少年は……うう……」

「何ですか!?　気になります、言ってください！　私の仲間が何なのですか!?　優秀で、真面目まじめで優やさしい仲間達なのでしょう!?」

　私の問いに、そけっとは無言で目を逸そらす。

「不幸な未来を回避する様、助言するのが仕事なんでしょう!?　言ってください！」

　私がそけっとの両りよう肩かたを摑つかんでユサユサと揺ゆらす中、突然そけっとの表情が変わった。

「……これは。へえ、めぐみんあなた、やっぱり良い仲間に恵めぐまれそうね」

「どっちなんですか!?　というか、未来は変えられると言いましたね！　今いま更さらながら、アクセルに行くのは悩なやましくなってきたのですが……！」

　そんな私の言葉に苦く笑しようしながら。

「この未来は、変えられちゃうと困るわね。じゃあ、何も言わない事にしましょうか」

「教えてください！　凄すごく気になりますよ！」

　楽しげに笑うそけっとに問うも、笑っているだけで教えてくれる気はなさそうだ。

「……まあ、あなた達はきっと大きな事を成し遂とげるでしょうね。やがて、この里にも何らかの災さい厄やくが降りかかるわ。その際にも、あなた達が関かん与よする事になりそうね」

「何だか凄く抽ちゆう象しよう的てきな占いですね……。そけっとの占いは凄く具体的でよく当たると聞いていたのですが」

　私の言葉に、そけっとは肩かたをすくめて苦笑すると、

「里の災厄の件は、きっと私も関かかわっているのよ。占い師は自分が関わる事に関しては占えないの。私が絡からんでいる場合は、水晶球に何も映らないのよね」

　そう言って、水晶球の表面を軽く撫でた。

　自分の事が正確に占えるのならいくらでも都合よく未来を変えられるだろうに、そう上手うまくはいかないという事か。

　そけっとも関係する事になる災厄……。

　今回の騒そう動どうといい、この里に封印されているという数々の危なっかしい物といい、思い当たりそうな事が多すぎて見当もつかない。

「魔ま王おう軍でも攻せめてくるのかしらね？　まあ、それに備えてぶっころりーが、おかしな組織を作っているみたいだけど」

　対魔レツド王軍アイ・遊撃デツドス部隊レイヤーってやつの事だろうか。

　…………。あれっ？

　そういえば、ぶっころりーが未来の恋こい人びとを占ってもらった時には、水晶球に何も映らなかった訳だけど。

　そけっと本人が関わっているのなら、水晶球には映らない……？

「ぶっころりーも、あれで仕事さえ見つかれば、それほど悪い男でもないと思うんだけどね。後はまあ、人をつけ回したりおかしな行動を起こすところも改善できれば、きっといい人が現れると思うんだけど。……めぐみん、どうしたの？　急にニヤニヤしちゃって」

「いえ、何でもありません。釣つり合いが取れないなと思っただけです」

　私の言葉に、釣り合い？　と首を傾かしげるそけっと。

「まあ、アクセルの街での暮らしは期待しときなさいとだけ言っておくわ。……いい事？　たとえどんなにセクハラされても、短気を起こしちゃダメよ？」

「私、誰かにセクハラされるんですか!?　それは仲間にですか!?　というか、それって本当に良い仲間達なんですか!?」




　──店を後にした私の肩に、ちょむすけが爪つめを立ててブランとしがみついていた。

　爪が食い込んでちょっと痛いのだが、それどころではない。

　旅に出る前からいきなり不安になる事を言われてしまった。

　もういっそ、この里に引き籠こもってしまおうか……。

「まあ、まずは里を出るだけのお金を貯ためなければなりませんからね。悩むのは後でもできます」

　自分に言い聞かせる様にそう呟つぶやくと、肩に張りつくちょむすけを抱だき直す。

　もし残念な仲間達だったとしても、この私がサポートすればいいのだ。

　──私の目的は二つ。

　一つは、あのお姉さんに私の爆ばく裂れつ魔ま法ほうを見てもらう事。

　そしてもう一つは──




　世界に蔓延はびこるモンスター。そして賞金首や悪あく魔ま達。

　そんな、この世の猛も者さ達に証明するのだ。

　爆裂魔法を習得した今、私こそが最強だという事を。

　相手が邪神や魔王ですらも──

　と、腕うでの中のちょむすけが、なぜかブルリと身を震ふるわせる。

　私はそんなちょむすけを抱き直しながら、紅あかい瞳ひとみを輝かがやかせた。




　そう、この世界の強者達に我が爆ばく焔えんを──！


〈了りよう〉
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